
 

 

 

 

平成２７年 第７９回定例会 
 

あわら市議会会議録 

 

 

 

平成27年８月31日 開 会 

平成27年９月18日 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あわら市議会 
 

 



 

 



 

 

平成２７年 第７９回あわら市議会定例会 会議録目次 

 

第 １ 号（８月３１日） 

議事日程 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 1 

出席議員 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 3 

欠席議員 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 3 

地方自治法第１２１条により出席した者 ･････････････････････････････････････ 3 

事務局職員出席者 ･････････････････････････････････････････････････････････ 3 

議長開会宣告 ･････････････････････････････････････････････････････････････ 4 

市長招集挨拶 ･････････････････････････････････････････････････････････････ 4 

開議の宣告 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 5 

諸般の報告 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 5 

行政報告 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 8 

会議録署名議員の指名 ････････････････････････････････････････････････････ 11 

会期の決定 ･･････････････････････････････････････････････････････････････ 11 

議案第４７号の上程・提案理由説明 ････････････････････････････････････････ 11 

議案第４８号から議案第５８号の一括上程・提案理由説明・決算審査結果報告 

・総括質疑・委員会設置・委員会付託 ･･････････････ 12 

議案第５９号及び議案第６０号の一括上程・提案理由説明 

・審査結果報告・総括質疑 ････････････ 24 

議案第６１号及び議案第６２号の一括上程・提案理由説明 

・総括質疑・委員会付託 ･･････････････ 27 

議案第６３号から議案第６５号の一括上程・提案理由説明 

・総括質疑・委員会付託 ･･････････････ 30 

議案第６６号及び議案第６７号の一括上程・提案理由説明 

・総括質疑・委員会付託 ･･････････････ 33 

議案第６８号の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決 ･･････････････････････ 33 

請願第６号及び請願第７号、陳情第２号の一括上程・委員会付託 ･･････････････ 34 

発議第４号の上程・趣旨説明・質疑・討論・採決 ････････････････････････････ 35 

散会の宣言 ･･････････････････････････････････････････････････････････････ 35 

署名議員 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 36 

第 ２ 号（９月７日） 

議事日程 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 37 

出席議員 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 38 

欠席議員 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 38 

地方自治法第１２１条により出席した者 ････････････････････････････････････ 38 

事務局職員出席者 ････････････････････････････････････････････････････････ 38 

開議の宣告 ･･････････････････････････････････････････････････････････････ 39 



 

 

会議録署名議員の指名 ････････････････････････････････････････････････････ 39 

一般質問 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 39 

森   之 嗣 君 ･･････････････････････････････････････････････････････ 39 

一般質問 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 43 

山 本   篤 君 ･･････････････････････････････････････････････････････ 43 

一般質問 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 59 

吉 田 太 一 君 ･･････････････････････････････････････････････････････ 59 

一般質問 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 73 

八 木 秀 雄 君 ･･････････････････････････････････････････････････････ 73 

一般質問 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 76 

笹 原 幸 信 君 ･･････････････････････････････････････････････････････ 76 

一般質問 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 83 

三 上   薫 君 ･･････････････････････････････････････････････････････ 83 

一般質問 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 87 

卯 目 ひろみ 君 ･･････････････････････････････････････････････････････ 87 

一般質問 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 93 

仁 佐 一 三 君 ･･････････････････････････････････････････････････････ 93 

一般質問 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 98 

平 野 時 夫 君 ･･････････････････････････････････････････････････････ 99 

一般質問 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 104 

山 川 知一郎 君 ･････････････････････････････････････････････････････ 104 

散会の宣言 ･････････････････････････････････････････････････････････････ 114 

署名議員 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 115 

第 ３ 号（９月１８日） 

議事日程 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 116 

出席議員 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 117 

欠席議員 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 117 

地方自治法第１２１条により出席した者 ･･･････････････････････････････････ 117 

事務局職員出席者 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 117 

開議の宣告 ･････････････････････････････････････････････････････････････ 118 

会議録署名議員の指名 ･･･････････････････････････････････････････････････ 118 

議案第６１号から議案第６７号、請願第６号及び請願第７号、陳情第２号の 

委員長報告・総括質疑・討論・採決 ･･･････････････････ 118 

議案第６９号の上程・提案理由説明・採決 ･････････････････････････････････ 133 

発議第５号の上程・趣旨説明・質疑・討論・採決 ･･･････････････････････････ 134 

常任委員会の閉会中の所管事務の調査の件 ･････････････････････････････････ 135 

議員派遣の件 ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 135 

閉議の宣告 ･････････････････････････････････････････････････････････････ 136 



 

 

市長閉会挨拶 ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 136 

議長閉会挨拶 ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 136 

閉会の宣告 ･････････････････････････････････････････････････････････････ 137 

署名議員 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 137 

 



 

 



 

1 

 

第７９回あわら市議会定例会議事日程 

 

                         第 １ 日 

                         平成２７年８月３１日（月） 

                         午前９時３０分開議 

 

１.開会の宣告 

１.市長招集挨拶 

１.開議の宣告 

１.諸般の報告 

１.行政報告 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議案第４７号 放棄した非強制徴収公債権等の報告について 

日程第 ４ 議案第４８号 平成２６年度あわら市一般会計歳入歳出決算の認定につい

て 

日程第 ５ 議案第４９号 平成２６年度あわら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第 ６ 議案第５０号 平成２６年度あわら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第 ７ 議案第５１号 平成２６年度あわら市産業団地整備事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

日程第 ８ 議案第５２号 平成２６年度あわら市農業者労働災害共済特別会計歳入歳

出決算の認定について 

日程第 ９ 議案第５３号 平成２６年度あわら市水道事業会計決算の認定について 

日程第１０ 議案第５４号 平成２６年度あわら市工業用水道事業会計決算の認定につ

いて 

日程第１１ 議案第５５号 平成２６年度あわら市公共下水道事業会計決算の認定につ

いて 

日程第１２ 議案第５６号 平成２６年度あわら市農業集落排水事業会計決算の認定に

ついて 

日程第１３ 議案第５７号 平成２６年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算の認

定について 

日程第１４ 議案第５８号 平成２６年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計剰余金の

処分について 

日程第１５ 議案第５９号 平成２６年度あわら市健全化判断比率及び各公営企業に係

る資金不足比率の報告について 



 

2 

 

日程第１６ 議案第６０号 平成２６年度芦原温泉上水道財産区水道事業に係る資金不

足比率の報告について 

日程第１７ 議案第６１号 平成２７年度あわら市一般会計補正予算（第２号） 

日程第１８ 議案第６２号 平成２７年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算

（第１号） 

日程第１９ 議案第６３号 あわら市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定

について 

日程第２０ 議案第６４号 あわら市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

日程第２１ 議案第６５号 あわら市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２２ 議案第６６号 市道路線の認定について 

日程第２３ 議案第６７号 市道路線の変更について 

日程第２４ 議案第６８号 姉妹都市の提携について 

日程第２５ 請願第 ６号 平和安全法制整備法案および国際平和支援法案の廃案を求

める請願 

日程第２６ 請願第 ７号 ＴＰＰ交渉に関する請願 

日程第２７ 陳情第 ２号 地方財政の充実・強化を求める意見書採択について 

日程第２８ 発議第 ４号 あわら市議会会議規則の一部を改正する規則の制定につい

て 

 

 （散  会） 



 

3 

 

                                        

 

出席議員（１８名） 

   １番 仁 佐 一 三     ２番 山 本   篤 

   ３番 平 野 時 夫     ４番 毛 利 純 雄 

   ５番 吉 田 太 一     ６番 森   之 嗣 

   ７番 杉 本 隆 洋     ８番 山 田 重 喜 

   ９番 三 上   薫    １０番 八 木 秀 雄 

  １１番 笹 原 幸 信    １２番 山 川 知一郎 

  １３番 北 島   登    １４番 向 山 信 博 

  １５番 坪 田 正 武    １６番 卯 目 ひろみ 

  １７番 山 川   豊    １８番 杉 田   剛 

 

欠席議員（０名） 

   

                                        

 

地方自治法第１２１条により出席した者 

 市 長  橋 本 達 也    副 市 長  北 島 善 雄 

 教 育 長  大 代 紀 夫    総 務 部 長  嶋 屋 昭 則 

 財 政 部 長  佐 藤 雅 美    市民福祉部長  城戸橋 政 雄 

 経済産業部長  川 西 範 康    土 木 部 長  堀 江 与史朗 

 教 育 部 長  道 官 吉 一    会計管理者  久 嶋 一 廣 

 市民福祉部理事  塚 田 倫 一    土木部理事  長谷川 義 則 

 芦原温泉上水道財産区管理者  竹 内 正 文    代表監査委員  髙 橋 憲 治 

                                        

 

事務局職員出席者 

 事 務 局 長  長谷川 まゆみ    補    佐  宮 川 利 秀 

 主    査  宮 川 豊 一 

 



 

4 

 

                                       

   ◎議長開会宣告 

○議長（坪田正武君） ただいまから、第７９回あわら市議会定例会を開会いたします。 

（午前９時 28分） 

                                       

   ◎市長招集挨拶 

○議長（坪田正武君） 開会に当たり、市長より招集のご挨拶がございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 本日ここに第７９回あわら市議会定例会が開会されるに当たり、

一言ご挨拶を申し上げます。 

 ８月も最後の一日となり、暑かった今年の夏もようやく終わりを迎える兆しが感

じられるようになりました。今週末に開催予定の北潟湖畔観月の夕べの最後を締め

くくる花火が夏の終わりを告げ、今後は至るところで秋らしさを感じるようになる

ものと思っております。 

 議員各位には、何かとご多忙中にもかかわらず本定例会にご参集をいただき、厚

くお礼を申し上げます。 

 さて、今年の夏は例年にも増して暑い夏となりました。特定の日ではありますが、

北海道の最高気温が３７.１度となり沖縄を上回ったり、全国の観測ポイント９２８

カ所のうち、８１９地点で３０度を超える真夏日を記録したり、また東京では連続

猛暑日の記録を更新するなど、年を追うごとに暑さが増してきているようです。あ

わせて全国各地において、台風の影響による強風被害や数十年に一度といわれる降

雨が観測されております。幸い本市においては、今のところ台風等による風雨の影

響は受けておりませんが、昨年中は台風２３号まで発生しており、そのうち５個が

本市に影響を与えております。本年は現時点で１６号まで発生しておりますが、例

年と比較しても発生のペースが速く、今後も多くの台風が発生するものと思われま

すので、引き続き災害に対し万全の態勢を整えておきたいと考えております。 

 ところで、２０１５年という年はいろいろな節目の年であるようです。主なもの

では、全国高等学校野球選手権大会が１００年目、男子普通選挙権の実施から９０

年、第２次世界大戦の終戦から７０年、日航機墜落事故から３０年、阪神淡路大震

災及びオウム真理教事件から２０年となるほか、ある統計データによりますと、企

業においては東芝が設立１４０周年、ローソンが４０周年となるなど、全国で１５

万社以上が節目の年を迎えるそうです。 

 本市においても、北陸新幹線金沢開業や、あわら温泉開湯１３０周年という年に

当たりますが、何より、私の再選後の就任の挨拶でも申し上げているとおり、本年

は、地方の生き残りをかけた「地方創生元年」という節目の年であると言えます。

これは、現在策定中のあわら市まち・ひと・しごと総合戦略と、見直しが進められ

ている総合振興計画が今年度中に完成することから、今後の「あわら市」の方向性
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及び方針を決定する重要な年となると考えているからであります。官民が一体とな

り、さまざまな事業を進めていくためにも、議員各位のご理解と更なるご協力を賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 

 さて、ご案内のとおり、本定例会におきましては、議会の報告に関するもの１議

案、決算の認定及び剰余金の処分に関するもの１１議案、健全化判断比率等の報告

に関するもの２議案、補正予算に関するもの２議案、条例の制定に関するもの３議

案、市道路線の認定及び変更に関するもの２議案、姉妹都市の提携に関するもの１

議案の計２２議案の審議をお願いするものであります。 

 各議案の内容につきましては、後ほどご説明を申し上げますが、何とぞ慎重なご

審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上げまして、招集のご

挨拶といたします。 

                                       

   ◎開議の宣告 

○議長（坪田正武君） 本日の出席議員数は、１７名であります。 

 北島 登君は遅刻の届け出が出ております。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（坪田正武君） 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

                                       

   ◎諸般の報告 

○議長（坪田正武君） 諸般の報告を行います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 事務局長。 

○事務局長（長谷川まゆみ君） 諸般の報告をいたします。 

 今定例会までに受理いたしました請願等につきましては、お手元に配布してあり

ます請願・陳情等文書表のとおりであります。 

 次に、本定例会の付議事件は、市長提出議案２２件であります。本定例会の説明

出席者は、市長以下１４名であります。 

 なお、本日の会議には髙橋代表監査委員が出席いたしております。 

 以上でございます。 

○議長（坪田正武君） 次に、一部事務組合の議会報告を関係議員にしていただきます。 

 初めに、坂井地区広域連合議会について報告願います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １番、仁佐一三君。 

○１番（仁佐一三君） それでは、坂井地区広域連合議会現況報告をさせていただきま

す。 

 平成２７年度７月開催の坂井地区広域連合定例会の概要についてご報告いたしま

す。 

 第５１回坂井地区広域連合議会の定例会が、去る７月２２日広域連合大会議室に
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おいて開催され、議案６件が上程されました。議案の主な内容と、審議結果につい

て報告いたします。 

 議案第１１号、専決処分の承認を求めることについて（坂井地区広域連合指定介

護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定

について）は、国の指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準どおりに一部を改

正したものです。主な改正点は、指定介護予防支援事業の担当職員が指定介護予防

サービス事業者に対して、指定介護予防サービス基準について計画の提出を求める

ことができるようになったものです。 

 議案第１２号、専決処分の承認を求めることについて（坂井地区広域連合指定地

域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例の制定について）及び、議案第１３号、専決処分の承認を求

めることについて（坂井地区広域連合指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について）は、国

の指定地域密着型介護予防サービス及び指定地域密着型サービスの事業の人員、設

備及び運営に関する基準どおりに一部を改正したものです。主な改正点は、「複合型

サービス」の名称が「看護小規模多機能型訪問看護」に変更され、小規模多機能型

訪問看護と看護小規模多機能型訪問看護の登録定員の上限が「２５人」から「２９

人」に改正をされました。 

 議案第１４号、平成２７年度坂井地区広域連合一般会計補正予算（第１号）につ

いては、２６年度会計の決算が確定したことに伴い、霊柩車購入基金積立金を４万

５,０００円増額、構成市負担金精算による返還金を３１７万円増額の補正等を行っ

たもので、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３２１万５,０００円を増額し、

歳入歳出予算の総額を２億２,６００万４,０００円とするものであります。 

 議案第１５号、平成２７年度坂井地区広域連合介護保険特別会計補正予算（第１

号）については、２６年度会計の決算が確定したことに伴い、構成市負担金の減額、

地域支援事業精算金の増額、基金積立金の増額、及び国・県・構成市負担金の返還

金の増額等の補正を行ったもので、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７,

６５４万５,０００円を増額し、歳入歳出予算の総額を１０８億２,１８５万２,００

０円とするものであります。 

 議案第１６号、平成２７年度坂井地区広域連合代官山墓地特別会計補正予算（第

１号）については、２７年度繰越金を代官山墓地基金に積み立てる補正を行ったも

ので、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２２４万２,０００円を増額し、歳入

歳出予算の総額を４７９万円とするものであります。 

 以上、６議案について慎重に審議をいたしました結果、いずれも妥当と認め、原

案のとおりに承認及び可決をいたしました。 

 また、一般質問では、畑野麻美子議員が「介護保険滞納者について」及び「食費・
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部屋代等の補助（補助給付）削減の影響について」質問をいたしました。 

 なお、６月３０日にあわら市議会の組織がえが行われ議長が不在となり、議長の

選挙が行われ、議長に北島 登議員が選出されました。また、議会運営委員には、

あわら市議会の組織がえにより委員２名が欠員となり、吉田太一議員、毛利純雄議

員が選任され、互選により副委員長に吉田太一議員が選出されました。 

 以上、坂井地区広域連合議会の現況報告といたします。以上です。 

○議長（坪田正武君） 次に、福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会について報告願

います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ６番、森 之嗣君。 

○６番（森 之嗣君） 福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会の報告をいたします。 

 去る平成２７年７月２９日「第１６３回組合議会定例会」が招集され、議案３件

が上程されました。 

 まず、議案第５号、平成２７年度福井坂井地区広域市町村圏事務組合一般会計補

正予算につきましては、歳入において、平成２６年度決算に伴い増額した繰越金を、

分担金及び負担金において財源更正を行うもので、分担金及び負担金において、補

正前の予算額２３億９,６４５万１,０００円から９,５４３万８,０００円を減額し、

補正後の予算額を２３億１０１万３,０００円とし、一方、繰越金においては、補正

前の予算額４５０万円に９,５４３万８,０００円を追加し、補正後の予算額を９,９

９３万８,０００円とするものであります。以上の結果、歳入歳出の合計はいずれも

同額で、６１億１,８０７万８,０００円であります。 

 また、あわら市の負担金につきましては、１,４８７万５,０００円が減額され、

補正後の負担金総額は４億６,３６４万５,０００円であります。 

 次に、同意第１号、監査委員の選任についてでありますが、当組合監査委員の欠

員を補充するため、福井坂井地区広域市町村圏事務組合規約第９条第２項の規定に

より、関係市町の識見を有する監査委員のうち、あわら市代表監査委員、髙橋憲治

氏を選任する案が提出され、議会の同意を求められたものであります。 

 続きまして、議員の派遣について議案が上程され、内容は一般廃棄物処理施設等

の調査を目的とし、平成２７年８月４日、５日の２日間、滋賀県湖南市にある「東

洋カレット」及び兵庫県姫路市「エコパークあぼし」に組合議員を派遣するもので

あります。 

 以上３件を慎重に審議し、全て全員賛成で原案どおり可決されました。 

 なお、一般質問は、坂井市議会の川畑孝治議員から「ごみの減量化の取り組みに

ついて」の質問がありました。 

 以上で報告を終わります。 

 続きまして、福井坂井地区広域市町村圏事務組合の視察研修について報告いたし

ます。 

 当組合は、去る８月４日、５日、滋賀県湖南市の「東洋カレット株式会社」、兵庫
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県姫路市の「エコパークあぼし」を訪問し、視察研修を行いました。 

 「東洋カレット株式会社」は、坂井市、あわら市、永平寺町内で発生するガラス

瓶のうち、白瓶及び茶瓶がここで処理されています。主要取引先は、各自治体や大

手飲料メーカー等で、処理能力は１日４００トンです。 

 工場では、白色・茶色・その他の色に分別されて持ち込まれたガラス瓶を最新の

機械選別と手選別により、異物（石・瀬戸物・耐熱ガラス・ラベル・キャップ類）

の除去を行い、製品カレットとして隣接する東洋ガラス株式会社へ納入しています。 

 自治体の分別回収の現状やガラス瓶リサイクルにおいての問題点として、耐熱ガ

ラスは小さく割れてしまうと、ほかのカレットと見分けることができません。カレ

ットに細かい耐熱ガラスが混入すると、製品化した瓶に解けないで残ってしまい、

欠陥品となります。欠陥品が出た日に納品したカレットは全部返品されてしまうと

のことです。また、異物の除去は、最新鋭の機械をもってしても完璧には行えず、

手選別によるチェックが必要とのことであります。リサイクルをより効率的に行う

には、各家庭における分別が重要で、そのためには、分別に対する意識向上を浸透

させる必要があると感じました。 

 次に、「エコパークあぼし」は、平成２２年４月に竣工した焼却施設で、焼却炉の

方式はシャフト式ガス化溶融炉で、当組合のストーカ炉とは違う形式であります。

焼却炉数は３炉、２４時間連続運転、最大１日４０２トンの焼却能力があります。

焼却に伴う余熱で発電を実施しており、自家消費の余剰分は他公共施設へ供給を行

っておりました。 

 平成２２年４月から稼働しており、今年で稼働６年目の施設で、可燃ごみ及び粗

大ごみを破砕・選別した後の可燃物を燃焼・溶解処理する「ごみ焼却施設」、粗大ご

み、不燃ごみ及び瓶、ペットボトル等の資源物を受け入れ、破砕・選別を行い、資

源の回収を図る「再資源化施設」、リサイクル活動の体験を通して楽しみながら環境

問題について学べる「環境学習センター」、施設に持ち込まれる剪定枝の木くずを利

用してカブトムシの産卵から、ふ化までを飼育実践できる施設「カブトムシホール」、

ごみ焼却施設から発生する余熱を利用した温水プールなど市民の健康づくりに資す

る施設の「健康増進センター」、近畿最大の６コースが設定できるグランドゴルフ場

や大型遊具などがある「大芝生広場及び緑地帯」などが設置されておりました。そ

のほか見学者設備として「環境学習センター」の各階にはミッションゲームが設置

されており、クイズ形式で環境の大切さを学ぶことができるといった工夫もされて

おりました。 

 以上、行政視察の報告といたします。 

○議長（坪田正武君） 以上で諸般の報告を終わります。 

                                       

   ◎行政報告 

○議長（坪田正武君） 市長の行政報告を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 
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○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 各部の所管事項について、行政報告を申し上げます。 

 まず、総務部関係でございますが、政策課所管では、福井大学と包括的連携に関

する協定を締結いたしました。市のさまざまな施策を推進するには、市民や事業者

の協力はもちろんですが、長年の研究成果と知識が蓄積された大学や研究機関との

連携が重要です。こうしたことから、本市と国立大学法人福井大学では、包括的連

携に関する協定の締結に向けた協議を進め、７月２１日に本協定の締結に至ったも

のです。連携項目は、先端技術の研究開発と、これを活用した産業振興、地域資源

を生かした観光振興などの６項目となっていますが、地方創生や市民の健康づくり、

学生の地元就職などといった分野においても連携を進めていきたいと考えておりま

す。 

 なお、本市と大学との連携は、平成１７年の福井工業大学に続いて２番目、福井

大学と県内自治体との連携は１０番目になるものです。 

 次に、経済産業部関係では、観光商工課所管について申し上げます。 

 去る８月６日、あわら温泉が開湯から１３０年という節目の年を迎えたことにあ

わせ、開催期間を１３０日間とする「あわら温泉開湯１３０周年祭」のオープニン

グ式典及び「酔宮」をあわら湯のまち広場において開催いたしました。この１３０

周年祭は、「にぎわい週末広場」、「あわら湯かけまつり」、「あわら湯けむり芸術祭」、

「あわら灯源郷」の４事業を祭りの核として展開し、そのほかにもさまざまな企画

を開催していくことで、全国の方々にあわら市を知っていただき、さらに訪れてい

ただく機会とするもので、長期間にわたるイベントがスタートしました。 

 当日は、あわら芸妓の奉納舞で幕を開け、鏡開きや２万枚のレコードを本市に寄

贈いただいた横田義彰さんのトークショーのほか、市内各地区の五つの太鼓団体が

一つとなった「あわら総太鼓」が壮大に演奏されるなど、開湯１３０周年祭にふさ

わしいオープニングとなりました。 

 また、８月８日、９日には、核となる一つ目のイベントである「第１０回あわら

湯かけまつり」を開催し、とりわけ湯かけみこしや民謡の夕べでは、天候にも恵ま

れたため大変多くの市民や観光客に参加していただきました。 

 なお、８月６日から９日までの４日間の参加者総数は、１万３,０００人を超える

ものと推計しておりますが、今後も１３０周年祭に大勢の観光客や市民の皆様が参

加されるよう努めて参りたいと考えております。 

 続いて、プレミアムつき商品券発行事業について申し上げます。 

 この事業は、消費者の購買意欲を盛り上げ、市内での消費喚起を図るため、３０％

のプレミアムつき商品券１万１,０００セット、２０％のプレミアムつき商品券８,

０００セットの、合わせて１万９,０００セット、商品券総額で２億３,９００万円

分を、１セット１万円で購入していただくもので、あわら市商工会へ販売等を委託

し実施いたしております。 

 このプレミアムつき商品券は、あわら温泉旅館を含め、市内２２４店舗で利用で
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きることになっております。また、販売に当たりましては、初めに多子世帯及び母

子世帯を対象に２００セットを優先販売し、その後、一般世帯対象に１万８,８００

セットを販売いたしました。 

 今回のプレミアムつき商品券発行事業では、一般世帯対象分のうち５,０００セッ

トの２次販売を除き、予約販売方式を採用いたしました。できるだけ多くの方々に

購入していただける形で販売を行ったことにより、購入者は並ぶことなくスムーズ

に購入できたことから、販売方法に対する評価はアンケート調査でも良好でした。 

 なお、市民の購入者は７,１７２人で全体の８６％を占め、市外からの購入者は１,

１６３人という結果でした。 

 商品券の利用期間は７月１日から１２月３１日までですが、商工会と当該会員が

協力した企画や事業者独自のサービスが用意されていることもあり、この事業に対

する購買意欲を促し、市内商店が活性化することを期待しているところであります。 

 続きまして、教育委員会関係について申し上げます。 

 文化学習課所管では、昨年１１月に着工しました本荘公民館改築工事が７月末に

完了し、去る８月２日には、議員の皆様をはじめ地元関係者出席のもと盛大に竣工

式を挙行いたしました。背後の春日の森と調和のとれた本館と、長年、本荘地区の

稲作を支えたＪＡ米倉庫を改修した多目的ホールはバリアフリー化され、モダンで

使い勝手のよいものとなりました。より多くの方々が利用していただき、本荘地区

の地域づくりの拠点として皆様に愛される施設となることを期待しております。 

 式終了後は、早速、多目的ホールにおいて、披露も兼ねた竣工記念イベント「音

楽のつどい」を開催し、約３００人の来場者が熱心に視聴しました。 

 続いて、スポーツ課所管では、去る６月２７日、２８日にあわら温泉カヌーフェ

スティバル２０１５を開催いたしました。 

 昨年同様、北潟湖のコースをチームで漕艇し、タイムを競うカヌー駅伝大会に加

え、１００ｍの短距離をカヤック、カナディアンといった、全ての艇が同時スター

トするというエキサイティングな趣向を取り入れたスプリント大会も開催いたしま

した。このスプリント大会には、ロンドンオリンピックや仁川アジア大会などの世

界大会に出場している選手にも多数ご参加いただき、ご来場いただいた方々にはス

プリント艇のスピード感を十分に堪能いただけたものと思っております。 

 平成３０年に開催される「福井しあわせ元気国体」では、カヌースプリント競技

が本市で開催されることから、カヌーフェスティバルの開催を通して、その気運の

向上を図ることはもとより、「あわらカップカヌーポロ大会」に続く市を代表する大

会の一つになると考えております。 

 また、８月２１日から２３日にかけては、第２６回あわらカップカヌーポロ大会

を開催いたしました。本年は、ジュニアの部３２チーム、一般の部６６チームの計

９８チームに参加いただきました。 

 なお、本大会には、１０月に香港で行われるアジアカヌーポロ選手権大会に出場

いたします、本市の６名の選手をはじめとする日本代表選手が多数参加したほか、



 

11 

 

昨年に引き続き、台湾代表チ－ムにも出場いただき、大いに大会を盛り上げていた

だきました。企画から運営に至るまで、市民が組織する実行委員会とボランティア

による「手作りの大会」として親しまれている本大会で、出場選手の皆さんには、

チームの垣根を越え、友情を深めていただけたものと思っております。 

 今後も、この２つの大会を通して、カヌー競技の普及と競技人口の拡大、そして、

あわら市を全国にアピールして参りたいと考えております。 

 以上で、行政報告を終わります。 

                                       

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（坪田正武君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、１６番、卯目ひろみ

君、１７番、山川 豊君の両名を指名します。 

                                       

   ◎会期の決定 

○議長（坪田正武君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から９月１８日までの１９日間といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は本日より９月１８日までの１９日間と決定しまし

た。 

 なお、会期中の日程は、お手元に配布しました会期日程表のとおりであります。 

                                       

   ◎議案第４７号の上程・提案理由説明 

○議長（坪田正武君） 日程第３、議案第４７号、放棄した非強制徴収公債権等の報告

についてを議題といたします。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第４７号、放棄した非強制徴収公

債権等の報告についての提案理由を申し上げます。 

 本案は、あわら市債権の管理に関する条例第１９条第１項の規定に基づき、同項

各号に該当するものとして、平成２６年度中に放棄した非強制徴収公債権等につい

て、同条第２項の規定により議会に報告するものでございます。 

 放棄した債権につきましては、一般廃棄物処理手数料３件、生活保護費の返還金

１件、市営住宅使用料１件、水道料金９件、金津創作の森土地貸付料１件の合計１

５件、総額１１０万２,７９２円となっております。 
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 以上、ご報告いたします。 

○議長（坪田正武君） 議案第４７号、放棄した非強制徴収公債権等の報告については、

これをもって終結いたします。 

                                       

   ◎議案第４８号から議案第５８号の一括上程・提案理由説明・ 

決算審査結果報告・総括質疑・委員会設置・委員会付託 

○議長（坪田正武君） 日程第４、議案第４８号、平成２６年度あわら市一般会計歳入

歳出決算の認定について、日程第５、議案第４９号、平成２６年度あわら市国民健

康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第６、議案第５０号、平成２６

年度あわら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第７、議

案第５１号、平成２６年度あわら市産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算の認定

について、日程第８、議案第５２号、平成２６年度あわら市農業者労働災害共済特

別会計歳入歳出決算の認定について、日程第９、議案第５３号、平成２６年度あわ

ら市水道事業会計決算の認定について、日程第１０、議案第５４号、平成２６年度

あわら市工業用水道事業会計決算の認定について、日程第１１、議案第５５号、平

成２６年度あわら市公共下水道事業会計決算の認定について、日程第１２、議案第

５６号、平成２６年度あわら市農業集落排水事業会計決算の認定について、日程第

１３、議案第５７号、平成２６年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算の認定

について、日程第１４、議案第５８号、平成２６年度芦原温泉上水道財産区水道事

業会計剰余金の処分について、以上の議案１１件を一括議題といたします。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第４８号、平成２６年度あわら市

一般会計歳入歳出決算の認定についてから議案第５７号、平成２６年度芦原温泉上

水道財産区水道事業会計決算の認定についてまでの各会計決算の認定に係る議案及

び議案第５８号、平成２６年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計剰余金の処分に

ついての１１議案について、提案理由を申し上げます。 

 議案第５７号までの会計決算に係る１０議案につきましては、一般会計をはじめ

とする各会計の平成２６年度歳入歳出決算を、市監査委員による決算審査での意見

を付して提出したもので、地方自治法及び地方公営企業法の規定により、議会の認

定をお願いするものであります。 

 まず、議案第４８号、一般会計歳入歳出決算についてご説明いたします。 

 一般会計の歳入総額は１５６億５,８０５万３,３０４円、歳出総額は１４７億４,

０２１万６,５８８円で、歳入歳出差引額は９億１,７８３万６,７１６円となってお

ります。この中には、繰越明許費及び事故繰越しとして平成２７年度へ繰り越すべ

き財源１億６,７９７万８,３７８円が含まれておりますので、歳入歳出差引額から

この額を差し引いた実質収支額は、７億４,９８５万８,３３８円となるものであり
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ます。 

 歳入の主なものは、収入済額の多い順に申し上げますと、市税の４８億３,６９５

万３,５９７円をはじめ、地方交付税３１億５,５２７万円、国庫支出金１７億３,０

５７万３,７８７円、市債１５億９,６０１万７,０００円、県支出金１３億５７５万

６,４５３円、繰越金７億８,９２０万９,１３４円、繰入金４億５,３８８万６,５６

０円、諸収入４億２,５１２万３,８２７円、分担金及び負担金３億５,５９３万７,

２４１円、地方消費税交付金３億４,１０３万２,０００円などとなっております。 

 一方、歳出につきましては、支出済額の多い順に申し上げますと、民生費の５３

億３,７６７万５,７７１円をはじめ、教育費１８億２,８０２万４,１８１円、公債

費１４億４,８０８万５,６６４円、土木費１４億６,４６４万６,０１７円、商工費

１２億６,３５１万３３０円、総務費１２億２,１８７万３,９０６円、衛生費６億８,

７３９万２,９７１円、農林水産業費６億４,２９８万６,４６４円などとなっており

ます。 

 次に、特別会計の決算について申し上げます。 

 議案第４９号、国民健康保険特別会計歳入歳出決算については、歳入総額は３１

億７,２３８万２２２円、歳出総額は３０億９,０１１万３１円で、歳入歳出差引額

は８,２２７万１９１円となっております。 

 歳入の内訳といたしましては、前期高齢者交付金７億３,５２３万７,６０９円、

国民健康保険税７億２６７万８,９２９円、国庫支出金６億２,３３２万２,４０３円、

共同事業交付金３億５,９６６万４,７１５円、療養給付費等交付金２億６,１０９万

７,０００円などとなっております。 

 一方、歳出の内訳といたしましては、保険給付費２０億９,１４０万７,７７５円、

後期高齢者支援金等３億６,０２０万４,１８０円、共同事業拠出金３億５,７９１万

１,２５３円、介護納付金１億６,７３３万５６３円などとなっております。 

 議案第５０号、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算については、歳入総額は２

億９,９７６万９,３８０円、歳出総額は２億９,９５３万１,５３０円で、歳入歳出

差引額は２３万７,８５０円となっております。 

 歳入の内訳といたしましては、後期高齢者医療保険料２億２,１９３万２９０円、

使用料及び手数料５万１００円、繰入金７,７１７万４,０９０円、繰越金４４万４,

３００円、諸収入１７万６００円となっております。 

 一方、歳出の内訳といたしましては、総務費６２８万４,２６６円、後期高齢者医

療広域連合納付金２億９,３１４万５６４円、諸支出金１０万６,７００円となって

おります。 

 議案第５１号、産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算については、歳入総額は

１９６万６,８１２円、歳出総額は２億２,００７万６,１１７円で、差し引き２億１,

８１０万９,３０５円の歳入不足となっており、不足額を平成２７年度の歳入から繰

り上げ充用いたしております。 

 歳入の内訳といたしましては、繰入金１９５万９,３１２円、諸収入７,５００円
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となっております。 

 一方、歳出の内訳といたしましては、総務費１２０万円、事業費３２万８,８５８

円、公債費４３万７,９５４円、前年度繰上充用金２億１,８１０万９,３０５円とな

っております。 

 議案第５２号、農業者労働災害共済特別会計歳入歳出決算については、歳入総額

は３０６万８,９８３円、歳出総額は３０５万８,１００円で、歳入歳出差引額は１

万８８３円となっております。 

 歳入の内訳といたしましては、共済掛金１３８万円、財産収入８万４,３０８円、

繰入金５８万８,０００円、繰越金８４万６,１８９円、諸収入１７万４８６円とな

っております。 

 一方、歳出の内訳といたしましては、総務費７８万５,８４０円、共済諸費２１８

万７,２６０円、諸支出金８万５,０００円となっております。 

 続いて、公営企業会計の決算について申し上げます。 

 議案第５３号、水道事業会計決算については、収益的収入及び支出で、水道事業

収益７億９,０９８万７,１１２円に対し、水道事業費用１１億８,０５６万２８２円

で、３億８,９５７万３,１７０円の損失となりますが、損益計算は消費税抜きの計

算をいたしますので、当該年度の純損失は３億９,９５２万９,２７６円となってお

ります。 

 次に、資本的収入及び支出では、収入額９,８４８万６,８９４円に対し、支出額

３億２,３２２万９,８１５円で、２億２,４７４万２,９２１円の収入不足を生じて

おります。この不足額につきましては、過年度分損益勘定留保資金３,８１９万３,

８４２円、当年度分損益勘定留保資金１億７,６６０万６,９９９円、当年度分消費

税及び地方消費税資本的収支調整額９９４万２,０８０円で補塡をいたしておりま

す。 

 議案第５４号、工業用水道事業会計決算については、収益的収入及び支出で、工

業用水道事業収益１,１３４万１,５２０円に対し、工業用水道事業費用１,１２７万

３,０５２円で、差引額は６万８,４６８円であります。この会計につきましても、

損益計算は消費税抜きの計算をいたしますが、当該年度の純利益は同額の６万８,４

６８円となっております。 

 なお、資本的収入及び支出はありませんでした。 

 議案第５５号、公共下水道事業会計決算については、収益的収入及び支出で、下

水道事業収益１１億７,４１４万２,０２０円に対し、下水道事業費用１１億５,３３

８万４,９３５円で、差引額は２,０７５万７,０８５円でありますが、損益計算は消

費税抜きの計算をいたしますので、当該年度の純利益は、３７９万３,６５４円とな

っております。 

 また、資本的収入及び支出では、収入額８億５,７１８万１,８６４円に対し、支

出額１２億８８９万５,０９２円で、３億５,１７１万３,２２８円の収入不足を生じ

ております。この不足額につきましては、過年度分消費税及び地方消費税資本的収
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支調整額４００万５９２円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１,６

９６万３,４３１円、過年度分損益勘定留保資金１億９,４５９万５,５３９円、当年

度分損益勘定留保資金１億３,６１５万３,６６６円で補塡をいたしております。 

 議案第５６号、農業集落排水事業会計決算については、収益的収入及び支出で、

下水道事業収益７,６８４万３,９００円に対し、下水道事業費用７,４９０万９,５

５７円で、差引額は１９３万４,３４３円であります。この会計につきましても、損

益計算は消費税抜きの計算をいたしますが、当該年度の純利益は、同額の１９３万

４,３４３円となっております。 

 また、資本的収入及び支出では、収入額１,３３０万円に対し、支出額２,８８８

万７,０６７円で、１,５５８万７,０６７円の収入不足を生じております。この不足

額につきましては、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額６万５,１００

円、過年度分損益勘定留保資金１１７万４,９１８円、当年度分損益勘定留保資金１,

４３４万７,０４９円で補塡をいたしております。 

 議案第５７号、芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算については、収益的収入

及び支出で、水道事業収益１億７,５６５万８,１４９円に対し、水道事業費用１億

６,２６４万２,５０５円で、差引額は１,３０１万５,６４４円となっておりますが、

この会計につきましても、損益計算は消費税抜きの計算をいたしますので、当該年

度の純利益は１,０９０万２,０５７円となっております。 

 また、資本的収入及び支出では、収入額４６１万１,７５０円に対し、支出額４,

１３２万１,４４６円で、３,６７０万９,６９６円の収入不足を生じております。こ

の不足額につきましては、当年度分損益勘定留保資金２,８７４万４,６２２円、当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２０１万２,０８０円、繰越利益剰余

金処分額５９５万２,９９４円で補塡をいたしております。 

 最後に、議案第５８号、芦原温泉上水道財産区水道事業会計剰余金の処分につい

て申し上げます。 

 本案は、平成２６年度において生じた剰余金の処分について、地方公営企業法第

３２条第２項の規定により、議決を求めるものであります。内容といたしましては、

平成２６年度における当年度未処分利益剰余金７,２１２万７,２８３円のうち、５

９５万２,９９４円を平成２６年度決算における資本的収入の補塡財源充当金とし

て処分するものであります。 

 なお、残額６,６１７万４,２８９円については、翌年度繰越利益剰余金として次

年度に繰り越します。 

 以上、１１議案につきまして、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜

りますようお願い申し上げます。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に関し、代表監査委員から決算審査の結果について報

告を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 代表監査委員、髙橋憲治君。 
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○代表監査委員（髙橋憲治君） 議長のご指名をいただきましたので、監査委員を代表

いたしまして、決算審査の結果をご報告申し上げます。 

 平成２６年度の決算審査は、去る７月１０日から８月４日までの間の７日間にわ

たって、あわら市に係る一般会計をはじめ特別会計、企業会計及び芦原温泉上水道

財産区水道事業の１０の会計の決算状況につきまして、関係書類及び主要な施策の

成果報告書など、資料の提出を求め、慎重に審査いたしました。 

 その結果、一般会計、特別会計及び企業会計等の決算は、それぞれ関係法規に準

拠して作成され、諸帳票は証拠書類と符合し、計数も正確であると認められました。 

 審査の内容につきましては、「決算審査意見書」としてまとめ、お手元に配布して

ございますので、本日のご報告にあわせ、ご高覧いただければと存じます。 

 それでは、決算審査の概要をご報告申し上げます。 

 まず、一般会計について申し上げます。 

 お手元、別冊の「あわら市各会計決算審査意見書」の２ページの表をごらんくだ

さい。一般会計の２６年度歳入決算額は、１５６億５,８０５万３,０００円で１.

１％の増、歳出決算額は１４７億４,０２１万７,０００円で０.３％の増となってお

り、歳入歳出ともに前年並みとなっております。 

 次に、その下の表をごらんください。①の歳入総額と②の歳出総額との差引額、

③の形式収支額は９億１,７８３万６,０００円の黒字となっております。この形式

収支額の中には、④の２７年度に繰越すべき財源１億６,７９７万９,０００円が含

まれておりますので、これを差し引いた⑤の実質収支額は７億４,９８５万７,００

０円の黒字となっており、この実質収支額から⑦の前年度の実質収支額を差し引い

た⑧の単年度収支額も、７,６８８万９,０００円の黒字となっております。さらに、

⑨の財政調整基金への４００万円の積立てと、⑩の市債の繰上償還を４,６００万１,

０００円行いましたので、これらを加算した⑫の実質単年度収支は１億２,６８９万

円の黒字となっており、これら収支額の状況は、良好な結果となっております。 

 次に、あわら市の財政状況を主要財務比率の推移で見てみたいと思いますので、

４ページをごらんください。上のグラフの財政力指数は０.６５と、前年度と同じ数

値ですが、次の財政の硬直化を示す経常収支比率は８７.２％と３.６ポイント上昇

しており、また公債費の財政負担割合を示す実質公債費比率は９.３％と前年度より

１.２ポイント改善されております。 

 次に、決算の内容について申し上げます。 

 意見書６ページ下段の表をごらんください。２６年度の歳入に占める自主財源は

７２億５,１６８万８,０００円で、前年度より約８億円増加し、自主財源比率は４

６.３％と前年度より４.６ポイント上昇しております。この要因としては、金津雲

雀ヶ丘寮基金および地域の元気臨時交付金基金からの繰入金があり自主財源が増え

たことに加え、国庫支出金等の依存財源が前年度に比べ６億円以上減少したことが

影響しております。 

 なお、自主財源の主なものは、７ページの表のとおり、市税が４８億３,６９５万
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３,０００円で４３３万１,０００円の増加、繰入金が４億５,３８８万７,０００円

で４億２,６４５万２,０００円の増加、繰越金が７億８,９２０万９,０００円で１

億３,５７６万２,０００円の増加となっております。 

 一方、依存財源の主なものは、地方交付税が３１億５,５２７万円で１億６,６３

６万７,０００円の減少、国庫支出金が１７億３,０５７万４,０００円で１億８,１

０２万１,０００円の減少、市債が１５億９,６０１万７,０００円で８億６,６２０

万６,０００円の減少となっております。 

 ここで、９ページの表をごらんください。歳入の根幹となる市税の収入を見てみ

ますと、収入済額は前年度に比べ個人市民税で４１１万円の減少、固定資産税で２,

８７１万円の減少、市たばこ税で８５０万円の減少となったものの、法人市民税で

４,３１５万円の増加、軽自動車税で１９１万円の増加となったことから、全体では

４３３万円の増加となっております。今後も、国の経済対策や景気の動向を見定め

ながら、市税を中心に、これら財源の確保に一層の努力を望むものであります。 

 ここで、歳入の約１割を占める市債の発行状況について、若干触れたいと思いま

すので、１８ページの表をごらんください。２６年度末の市債現在高は、１７７億

５,００４万３,０００円で前年度より２億８,７１６万５,０００円、１.６％増加し

ており、この市債残高を市民１人当たりに換算すると約６０万円となっております。

また、これ以外に約１３８億円の企業債残高もあります。今後、人口減少とそれに

伴う財政規模の縮小が避けられない状況のもと、次の世代に過重な負担を残すこと

のないよう、市債発行に当たっては十分な論議を踏まえる等、慎重な対応を望むも

のであります。 

 次に歳出の状況につきましては、２１ページをごらんください。歳出状況を目的

別に見ますと、前年度に比べ民生費、商工費が大きく増加しております。 

 民生費は、５３億３,７６７万６,０００円で１２億５,６１５万５,０００円、３

０.８％増加しております。これは、金津雲雀ヶ丘寮経費が建物改築工事に伴い、約

６億７,３００万円増加したことや、保育所運営事業費が認定こども園への移行に伴

い、こども園の改修工事を実施したことで、合わせて約４億２,８５０万円増加した

ことによるものであります。 

 商工費は、１２億６,３５１万円で約５億円、６５.５％増加しております。これ

は、温泉情緒あふれる華やぎのまちづくり事業の市道整備等で約１億３,８００万円、

ふるさと創造プロジェクト事業のにぎわい交流館整備等で約９,８００万円、工業導

入促進経費で約１億４,２００万円が増加したことによるものであります。 

 一方、大きく減少したのは、主に教育費と諸支出金であります。 

 教育費は、１８億２,８０２万４,０００円で約１３億円、４１.６％減少しており

ます。これは複合生涯学習施設ＩＫＯＳＳＡ整備の完了で約５億２,０００万円の減

少、給食センター整備事業の完了で約１２億７,０００万円の減少によるものであり

ます。 

 諸支出金は、２,６５５万８,０００円で６億２,６４６万７,０００円、９５.９％
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減少しております。これは、財政調整基金への積立金が減少したことによるもので

あります。 

 次に３０ページの表をごらんください。この表は歳出決算額を性質別に区分した

ものでございます。義務的経費は６０億７,５８１万円で前年度に比べ１億８,９６

３万３,０００円、３.２％増加しておりますが、これは「臨時福祉給付金支給事業」

などによる扶助費の増加が要因となっております。 

 また、投資的経費は３１億４８１万７,０００円で２億３,３０６万６,０００円、

８.１％増加しております。中でも普通建設事業費が約２億４,０００万円、８.４％

の増加となっておりますが、これは金津雲雀ヶ丘寮改築やこども園改修、にぎわい

交流館整備等が実施されたことによるものであります。 

 その他の経費は、５５億５,９５９万円で３億８,３１５万３,０００円、６.４％

の減少となっております。中でも積立金が約６億２,６００万円、９６.０％と大き

く減少しておりますが、これは財政調整基金への積み立てが３億９,６００万円減少

したことと、「地域の元気臨時交付金基金」の廃止により、２億８００万円減少した

ことによるものであります。 

 以上、一般会計の歳入歳出決算を詳細に審査いたしました結果、事務事業の改善

等による経費削減や、収入の確保への積極的な取り組みも一部見受けられましたが、

今後、中長期的には市人口の減少と財政の縮小が避けられない状況の中、急激に進

展する少子高齢化社会の多種多様な住民ニーズに対応できる財政基盤を確立するた

めにも、なお一層、効率的な行財政運営の推進を期待するものであります。 

 ここで、一般会計の最後になりますが、市税債権及び使用料等の税外債権の収納

状況について、若干触れたいと思います。 

 市税につきましては、９ページにお戻りください。表の右端下にあります市税合

計の収入率は８９.６％と前年度に比べ１.４ポイント増加しており、特にその下の

欄、現年課税分の収入率は９８.２％と、市が重点目標としている９８％を２年連続

で超える良好な成果を上げております。 

 次の１０ページ上段の表をごらんください。２６年度末の収入未済額、いわゆる

累積滞納額は５億８７４万９,０００円で、前年度に比べ約７,２００万円減らす成

果を上げており、先ほどの収入率のアップとあわせ、その努力を評価するものであ

ります。しかしながら、依然として固定資産税の約４億円を筆頭に全体で５億円を

超える多額の滞納額がありますので、収入確保や負担の公平性の観点から、今後と

も厳正かつ的確な滞納整理への取り組みを強く望むものであります。 

 また、８ページに戻って下段の表をごらんください。市税債権をはじめ、負担金

や使用料などの税外債権の収入未済額、いわゆる滞納額を表したものですが、２６

年度末では市税で７,２００万円、使用料及び手数料で２００万円、諸収入で９８０

万円減少しております。これらの収入未済額の減少については、各種の滞納に対す

る取り組み体制の強化を定めた「あわら市債権の管理に関する条例」に基づく対応

が成果を上げているものと評価しております。しかしながら、税外債権全体で約１,
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３２０万円が滞納となっている状況にありますので、今後とも当該債権管理条例に

基づいた厳格な対応を望むものであります。 

 なお、不納欠損につきましては、その上段の表のとおり、市税及び税外債権を含

め、２６年度は約５,５９０万円の欠損処理を行っておりますが、不納欠損処分に当

たっては、他の納税者との公平性の観点から、的確な債権管理と厳正な調査を行う

等、法令規則に基づいた適正かつ厳格な運用を求めるものであります。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 まず、国民健康保険特別会計につきまして、３３ページの表をごらんください。

２６年度の歳入決算額は３１億７,２３８万円、歳出決算額は３０億９,０１１万円

で、歳入歳出差引額は８,２２７万円の黒字となっております。前年度に比べ歳入は

２億５５０万７,０００円、６.１％の減、歳出も１億１,０３３万７,０００円、３.

４％の減となっております。 

 被保険者数の減少により保険税収入が約２,５３５万円３.５％減収となっており、

さらには、歳出の約７割を占める保険給付費が約３,９３０万円、１.９％増加する

など収支面では前年度より悪化しております。その結果、基金積立も約１億５,９０

０万円、９９.７％と大きく減少し、収支差引も９,５１７万円５３.６％減少してお

ります。今後、更なる事務事業の効率化を図るとともに、市民の健康づくりや早期

検診などの事業を推進して医療給付費の抑制に努められるよう望むものであります。 

 健康保険税の収入状況については、３４ページのグラフをごらんください。保険

料の収入率は８４.１％となり、前年度比べ０.７ポイント上昇しており、収入未済

額、いわゆる滞納額は約１億２,９００万円で、前年度に比べ約２９５万円減少して

おります。平成１９年度以降、滞納額は減少の傾向にあり、収納対策への努力も認

められますが、依然、多額の滞納を抱えている現状にあり、更なる収納対策の強化

に努めていただきたいと思います。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について申し上げますので、３６ページをごらん

ください。歳入決算額は２億９,９７６万９,０００円、歳出決算額は２億９,９５３

万１,０００円で、歳入歳出差引額は２３万８,０００円の黒字となっております。 

 後期高齢者医療制度の実施主体は広域連合となっておりますので、歳出の主なも

のは、広域連合への納付金２億９,３１４万円で、構成比９７.９％となっておりま

す。 

 また、保険料の収入率は９９.４％と前年度に比べ０.５ポイント上昇し、収入未

済額も１２０万５,０００円減少しておりますが、今後とも滞納の発生防止と早期徴

収に努力していただきたいと思います。 

 次に、産業団地整備事業特別会計について申し上げますので、３７ページをごら

んください。歳入決算額は１９６万６,０００円、歳出決算額は２億２,００７万６,

０００円で、歳入歳出差引額は２億１,８１１万円の赤字決算となっており、この赤

字額を２７年度会計からの繰り上げ充用金で補塡しております。 

 これは、保有する工場用地１万６,８４５㎡が未売却となっているためであり、早
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期売却に一層の努力を望むものであります。 

 次に、農業者労働災害共済特別会計について申し上げますので、３８ページをご

らんください。歳入決算額は３０６万９,０００円、歳出決算額は３０５万８,００

０円で、歳入歳出差引額は１万１,０００円の黒字となっております。 

 共済金の給付については、死亡事故がなかったため全体で５１万円減少していま

すが、給付の全部を占める医療共済金及び休業共済金は、高齢者の事故が多く、治

療期間も長期化するなど、給付が大きく増加しております。今後は、加入世帯が減

少していることから、加入の促進に努めるとともに、農作業事故の発生防止の指導・

啓発に取り組み、当会計の維持向上を図っていただきたいと思います。 

 財産に関しましては、３９ページ以下をごらんください。主なものでは、土地は

ＩＫＯＳＳＡ駐車場用地や県境の館敷地等の購入があったものの、新幹線駅用先行

取得用地等の売却により、全体で４３５㎡の減少となっております。 

 建物は金津雲雀ヶ丘寮の増加があったものの、公設民営保育所のこども園移行に

伴う減少により２,８０９㎡の減少となっております。 

 物権、有価証券、出資は変動がなく、物品については管理台帳の整備等により１,

１４０点の減少となっております。 

 また、債権は創作の森入居作家貸付金で、連帯保証人からの回収もあり８９４万

円減少しております。 

 基金につきましては、４３ページ以下をごらんください。２６年度積立額が２,７

１９万１,０００円、取り崩し額が４億５,４４７万５,０００円で、差し引き４億２,

７２８万４,０００円減少して、合計５２億９,６６４万８,０００円となっておりま

す。基金は、将来の施設の整備や維持補修など健全な行財政運営上、重要な役割を

担うものでありますので、今後とも設置目的に沿った計画的な積立と一層の有効活

用に努めていただきたいと思います。 

 以上が一般会計及び特別会計の決算審査の概要でございますが、これらを取りま

とめて、４５ページ以下に審査意見としてご提示させていただいておりますので、

改めてご高覧いただければ幸いに存じます。 

 それでは、次に公営企業会計について申し上げます。 

 平成２６年度に地方公営企業会計制度の大幅な改正があり、それに伴い損益計算

書及び貸借対照表等の項目や金額が大きく変動しており、単純に前年比較ができな

い部分が多々ありますことを最初に申し添えておきます。 

 なお、変更項目については各表に網かけ表示をしてございます。 

 まず、水道事業会計について申し上げます。 

 お手元、別冊の「各公営企業会計決算審査意見書」の５ページをごらんください。

２６年度末の給水人口は２万６,２１２人で、前年度に比べ２３７人減少しておりま

す。また、年間有収水量は３３３万５,９２５㎥と、４.３％減少したものの、有収

率は９２.１％で２.１ポイント改善しております。 

 ２６年度の経営成績については、８ページをごらんください。営業収益から営業
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費用を差し引いた営業利益は１億６,２８２万３,０００円の赤字となっております

が、これに営業外収益及び費用を加算・減算した経常利益は約８００万円の黒字と

なっております。ただし、経常利益から特別損失を差し引いた当年度純利益は３億

９,９５２万８,０００円の大幅な赤字となっております。これにつきましては、冒

頭述べました会計制度の改正に伴い、特別損失で過年度損益修正損が約４億５４８

万円発生したためであります。 

 同様に会計制度の改正により、表の下から２段目の「その他未処分利益剰余金変

動額」として８億５,３７２万円が累積利益として計上されますので、その下の「当

年度未処分利益剰余金」は４億５,９６２万円の大幅な黒字計上となっております。 

 収益の内訳は、営業収益は５億３,３８４万６,０００円で、前年度に比べ４.６％

減少しております。これは主に、給水収益や他会計負担金が減少したためでありま

す。 

 また、営業外収益は２億１,１１１万９,０００円で、前年度に比べ１.１％減少し

ております。これは主に、一般会計補助金が約６,３００万円減少したことと、会計

制度の改正により長期前受金戻入が約５,４００万円発生したことによるものであ

ります。 

 一方、営業費用は６億９,６６６万９,０００円で、その主なものは、原水及び浄

水費が３億８,９７２万９,０００円、減価償却費が２億４４２万２,０００円となっ

ております。 

 また、営業外費用は４,０２９万２,０００円で、そのうち支払利息が４,０１９万

７,０００円と、前年度に比べ４３６万４,０００円、９.８％減少しております。こ

れは、企業債未償還残高の減少及び借入金利の低下等に伴うものであります。 

 続いて、１５ページをごらんください。２６年度末の水道使用料の収入未済額、

いわゆる滞納額は１,４１２万８,０００円で、前年度に比べ約３５０万円減少して

おります。収納率も９７.６％と前年度より０.５ポイント改善しており、収納に対

する努力の成果があらわれているものと評価しております。今後とも、収入の確保

と受益者負担の公平を図る観点から、滞納の未然防止と滞納解消に一層の努力を望

むものであります。 

 水道事業会計は、県水受水費や減価償却費及び企業債利息などの固定的な経費が

大きなウエートを占めているため、一般会計からの多額の補助金を受け入れても、

なお厳しい経営状況にあります。今後、人口や世帯数の減少が見込まれる中、長期

的展望に立った事業運営と経営健全化に向けて、更なる努力を強く望むものであり

ます。 

 次に、工業用水道事業会計につきまして、意見書の１８ページの下の表をごらん

ください。２６年度の経営成績は、営業利益１３万７,０００円、経常利益５８万９,

０００円、純利益は６万８,０００円となっており、約５８万円の減益となっており

ます。経営的には健全性が認められるものの、今後、必要となる施設修繕等を考慮

し、なお一層の経営向上に努めていただきたいと思います。 
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 次に、公共下水道事業会計につきましては、意見書の２３ページ以下をごらんく

ださい。２６年度の処理人口は２万６,５９５人で前年度に比べ１６１人減少したも

のの、人口普及率では９０.８％で、０.２ポイント増加しております。また、処理

面積は２８ヘクタール増加の１,１０５へクタールとなっており、面積整備率も７

６％で、前年度に比べ１.９ポイント増加しております。 

 ２６年度の経営成績は、２６ページをごらんください。営業利益は３億５,１７６

万１,０００円の赤字となっておりますが、これに営業外収益及び費用を加算減算し

た経常利益は１,３５６万６,０００円の黒字となり、さらに、ここから特別損失を

差し引いた当年度純利益も３７９万４,０００円の黒字となっております。純利益は

前年度に比べ８６万８,０００円２９.７％の増加となっております。 

 収益のうち営業収益は５億３,８２５万２,０００円で、下水道使用料の減少によ

り、前年度に比べ１,３０３万２,０００円、２.４％減少しております。 

 また、営業外収益は５億９,８４２万４,０００円と、前年度に比べ２億５,５４９

万２,０００円、７４.５％と大幅に増加しております。これは、会計制度の改正に

より「みなし償却制度」が廃止されたことに伴い、その資産取得に係る補助金等の

一部を長期前受金戻入として収益計上したことによるものであります。 

 一方、費用のうち営業費用は８億９,００１万３,０００円で、前年度に比べ、２

億４,５６９万６,０００円、３８.１％増加しております。その主なものは、流域下

水道費２億３３４万２,０００円、減価償却費５億９,１５０万８,０００円でありま

す。この減価償却費の大幅な増加についても、会計制度の改正によるものでありま

す。 

 また、営業外費用は２億３,３０９万８,０００円で、そのほとんどが支払利息で

あり、前年度に比べ１,３５１万５,０００円、５.５％減少しております。 

 ２６年度の経営成績は、一般会計からの補助金等の繰り入れにより３７９万４,０

００円の純利益を確保できたものであり、営業利益面では多額の赤字計上となって

おります。 

 下水道事業の経営環境が非常に厳しい状況下にあることを十分認識して、更なる

経営の合理化、効率化を図るとともに、供用区域内の接続促進を強化し、収益向上

につなげるよう強く望むものであります。 

 続いて、３３ページの表をごらんください。２６年度末の下水道使用料の収入未

済額、いわゆる滞納額は水道会計の預かり分を差し引くと９,６７１万６,０００円

で、前年度に比べ約３３３万円増加し、収納率は８５.６％と前年度より０.４ポイ

ント低下しております。１億円近い滞納額を抱えている現状に鑑み、大口滞納者に

対し厳格な滞納整理に踏み切るなど、収納対策の更なる強化を強く望むものであり

ます。 

 次に、農業集落排水事業会計につきまして、３８ページの表をごらんください。

２６年度の経営成績は、営業損失が５,１１２万３,０００円となっておりますが、

これに営業外収益及び費用を加算減算した経常利益は２３９万４,０００円の黒字
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となっております。ここから特別損失を差し引いた純利益も１９３万４,０００円の

黒字となっております。 

 収益のうち営業収益の下水道使用料は１,２６０万５,０００円で、前年度より４

万８,０００円の減少となっております。 

 営業外収益は６,３２８万９,０００円で、一般会計からの補助金及び負担金が営

業上の赤字を補う形になっております。 

 なお、減価償却費の増加及び長期前受金戻入の増加は会計制度の改正に伴うもの

であります。 

 将来的には、公共下水道事業との併合が予定されているとのことですが、なお一

層の経営向上に努めていただくよう望むものであります。 

 最後に、芦原温泉上水道財産区水道事業会計について申し上げます。 

 お手元の別冊の「財産区の決算審査意見書」５ページの表をごらんください。２

６年度の経営成績は、営業利益が６０３万３,０００円の黒字で、経常利益も１,３

５７万３,０００円の黒字となっており、ここから特別損失を差し引いた当年度純利

益は１,０９０万２,０００円で、４万１,０００円の減益となりましたが、２４年度

以降、３年連続で黒字を確保しております。 

 続いて、１０ページをごらんください。２６年度末における水道使用料の収入未

済額は約１,６３５万円となっており、前年度に比べて約２１７万円減少しておりま

す。今後とも、収入の確保と受益者負担の公平を図る観点から、滞納の未然防止と

滞納解消に一層の努力を強く望むものであります。 

 財産区の水道事業会計につきましては、芦湯などの温泉街の整備や北陸新幹線金

沢開業の効果により、入り込み客数の増加といった明るい兆しはあるものの、経営

環境としては、今後も厳しい状況が続くものと思われます。引き続き、経営の合理

化、効率化による経費の節減に努めるなど、一層の経営努力を望むものであります。 

 以上、一般会計、特別会計、企業会計、上水道財産区水道事業会計の決算審査の

概要を申し上げましたが、今回の決算審査に当たり、指摘・要望をいたしました事

項につきましては、各所管並びに関係者の一層のご努力と真摯な取り組みをお願い

申し上げ、極めて概略的な内容となりましたが、決算審査のご報告とさせていただ

きます。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に対する総括質疑を許します。 

○議長（坪田正武君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 質疑なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第４８号から議案第５８号までの１１議案に

ついては、８人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これらに付託の上、

閉会中に審査することにしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（坪田正武君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第４８号から議案第５８号までの１１議案については、閉会中に審

査することに決定いたしました。 

○議長（坪田正武君） 暫時休憩いたします。再開は１１時１０分からとします。 

（午前10時56分） 

                                       

○議長（坪田正武君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前11時09分） 

○議長（坪田正武君） なお、１番、仁佐一三君は早退の届け出が出ておりましたので、

これを許可しております。 

○議長（坪田正武君） お諮りします。 

 ただいま設置されました決算審査特別委員会委員の選任については、委員会条例

第８条第１項の規定により、お手元に配りました名簿のとおり、議長において、１

番、仁佐一三君、２番、山本 篤君、３番、平野時夫君、６番、森 之嗣君、７番、

杉本隆洋君、９番、三上 薫君、１０番、八木秀雄君、１２番、山川知一郎君、以

上８名を指名したいと思います。これに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名しました８名を選任することに決しました。 

○議長（坪田正武君） 暫時休憩いたします。 

（午前11時10分） 

                                       

○議長（坪田正武君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前11時10分） 

○議長（坪田正武君） 諸般の報告を事務局長から申し上げます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 事務局長。 

○事務局長（長谷川まゆみ君） 休憩中に開催された決算審査特別委員会において、正

副委員長の互選が行われました。その結果をご報告申し上げます。 

 決算審査特別委員会委員長に７番、杉本隆洋議員、同副委員長に３番、平野時夫

議員が選任されました。 

 以上のとおりでございます。 

                                       

   ◎議案第５９号及び議案第６０号の一括上程・ 

提案理由説明・審査結果報告・総括質疑 

○議長（坪田正武君） 日程第１５、議案第５９号、平成２６年度あわら市健全化判断

比率及び各公営企業に係る資金不足比率の報告について、日程第１６、議案第６０

号、平成２６年度芦原温泉上水道財産区水道事業に係る資金不足比率の報告につい
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て、以上の議案２件を一括議題といたします。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第５９号、平成２６年度あわら市

健全化判断比率及び各公営企業に係る資金不足比率の報告について及び議案第６０

号、平成２６年度芦原温泉上水道財産区水道事業に係る資金不足比率の報告につい

ての提案理由を申し上げます。 

 議案第５９号につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条

第１項及び第２２条第１項の規定により、平成２６年度における本市の実質赤字比

率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の、いわゆる健全化判断

比率と、各公営企業に係る資金不足比率について、監査委員の意見を付して議会に

報告するものであります。 

 内容といたしましては、健全化判断比率等報告書に記載のとおりでありますが、

実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきましては、赤字ではないため指標は出て

おりません。 

 また、実質公債費比率は対前年比１.２ポイント減の９.３％、将来負担比率は対

前年比５.３ポイント増の４１.０％となっており、それぞれに設定された早期健全

化基準内の数値となっております。 

 次に、各公営企業５会計に係る資金不足比率について申し上げます。 

 資金不足比率については、産業団地整備事業特別会計で、対前年比で０.８ポイン

ト減の１２.９％となっております。 

 その他の会計につきましては、資金不足となっていないため指標は出ておりませ

ん。 

 なお、これらの指標については、議会への報告の後、公表することになっており

ます。 

 議案第６０号につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２

条第１項の規定により、平成２６年度の芦原温泉上水道財産区水道事業会計に係る

資金不足比率について、監査委員の意見を付して議会に報告するものであります。 

 内容といたしましては、報告書に記載のとおりでありますが、資金不足比率につ

いては、資金不足となっていないため指標は出ておりません。 

 以上、ご報告いたします。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に関し、代表監査委員から審査の結果について報告を

求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 代表監査委員、髙橋憲治君。 

○代表監査委員（髙橋憲治君） それでは、平成２６年度あわら市健全化判断比率、公

営企業及び芦原温泉上水道財産区水道事業に係る資金不足比率の審査結果をご報告
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申し上げます。 

 本審査は、去る７月１０日、２２日に、健全化判断比率や資金不足比率について、

その算定の基礎となる事項を記した書類の提出を求め、慎重に審査をいたしました。

その結果、健全化判断比率、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載し

た書類は、それぞれ関係法規に準拠し、適正に作成されているものと認められまし

た。 

 審査の内容につきましては、意見書としてまとめ、お手元に配布してございます

ので、ただいまからのご報告にあわせ、ご高覧いただきたいと存じます。 

 それでは、審査の概要をご報告申し上げます。 

 最初に、お手元別冊の「平成２６年度決算に基づくあわら市財政健全化判断比率

等審査意見書」の１ページの表をごらんください。表、左の健全化判断比率欄の上

から実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきましては、いずれも赤字はなく、早

期健全化基準から見て、全く問題のない状況にあります。 

 次に、実質公債費比率につきましては９.３％と、前年度に比べ１.２ポイントの

改善となっており、早期健全化基準である２５％を１５.７ポイント下回るよい状況

にあります。 

 将来負担比率につきましては４１％と、前年度に比べ５.３ポイント上昇しました

が、早期健全化基準３５０％を大幅に下回るよい状況となっております。 

 今後の財政運営に当たっては、更なる健全化に向け、これらの比率を下げる努力

を期待するものであります。 

 次に、各公営企業及び芦原温泉上水道財産区水道事業に係る資金不足比率につい

て申し上げます。 

 今、ごらんの意見書の２ページの表と、別冊の「財産区の資金不足比率審査意見

書」の１ページの表をあわせてごらんください。公共下水道事業、水道事業、工業

用水道事業、農業集落排水事業の４会計と芦原温泉上水道財産区水道事業会計はい

ずれも資金不足の状況になく、経営健全化基準から見て問題のない状況にあります。 

 ただ、産業団地整備事業特別会計については、未売却の工場用地を保有している

ため資金不足比率が１２.９％となっておりますが、経営健全化基準の２０％を７.

１ポイント下回っており、一応、問題のない状況にあると言えます。 

 この特別会計は、平成２０年度に設置されて以来、資金不足が続いており、翌年

度会計からの「繰り上げ充用金」をもって赤字補塡をしている状態が繰り返されて

いることから、未売却用地の早期売却に向け一層の努力を望むものであります。 

 以上、健全化判断比率等の審査の概要を申し上げましたが、今後あわら市の人口

減少や少子高齢化が急激に進展する中で、財政収入の確保といった面や多種多様な

住民ニーズに基づく施策の事業費の増大といった面で懸念があり、中長期的には、

健全財政の維持や将来世代への負担増加といったことで、大きな不安を感じるとこ

ろでございます。今後とも、徹底した行財政改革に取り組み、更なる事務事業の合

理化・効率化に徹し、財政体質の健全化を図るよう関係者の一層のご努力をお願い
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申し上げ、健全化判断比率及び公営企業資金不足比率の審査のご報告といたします。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に対する総括質疑を許します。 

○議長（坪田正武君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 質疑なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これをもって、議案第５９号、平成２６年度あわら市健全化判

断比率及び各公営企業に係る資金不足比率の報告について、議案第６０号、平成２

６年度芦原温泉上水道財産区水道事業に係る資金不足比率の報告については終結を

いたします。 

○議長（坪田正武君） 髙橋代表監査委員の退席を許可します。ご苦労さまでした。 

（髙橋憲治代表監査委員 退室） 

○議長（坪田正武君） 暫時休憩いたします。 

（午前11時21分） 

                                       

○議長（坪田正武君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前11時21分） 

                                       

   ◎議案第６１号及び議案第６２号の一括上程・ 

提案理由説明・総括質疑・委員会付託 

○議長（坪田正武君） 日程第１７、議案第６１号、平成２７年度あわら市一般会計補

正予算（第２号）、日程第１８、議案第６２号、平成２７年度芦原温泉上水道財産区

水道事業会計補正予算（第１号）、以上の議案２件を一括議題といたします。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第６１号、平成２７年度あわら市

一般会計補正予算（第２号）及び、議案第６２号、平成２７年度芦原温泉上水道財

産区水道事業会計補正予算（第１号）について提案理由を申し上げます。 

 議案第６１号、平成２７年度あわら市一般会計補正予算（第２号）でありますが、

本案は、歳入歳出それぞれ１億３,５９６万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を１４０億４,０４６万７,０００円とするものであります。 

 まず、歳出の主なものをご説明いたします。 

 総務費では、企画費で福井ふるさと茶屋整備支援事業補助金６００万円を計上す

る一方で、福井坂井地区広域市町村圏事務組合の平成２６年度決算額の確定に伴い、

事務費負担金１３２万４,０００円、同じく情報化推進費で、電算共同利用費負担金

８１７万９,０００円を減額するほか、地域活性化推進費でスモール・ビジネス支援

事業補助金５５０万円や、地方創生先行型交付金事業として番組放映業務委託料４

３２万円、劇場広告業務委託料５６３万８,０００円などをそれぞれ計上しておりま
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す。 

 民生費では、障害者福祉費で障害者自立支援給付費等国庫負担金返還金９９２万

７,０００円、臨時福祉給付金費で臨時福祉給付金給付補助金返還金１６５万２,０

００円、こども園費で認定こども園施設整備補助金２,９７８万７,０００円などを

計上するほか、生活保護扶助費で生活保護費国庫負担金返還金２,８３６万７,００

０円などをそれぞれ計上しております。 

 衛生費では、塵芥処理費で清掃センター運営費等の平成２６年度実績確定に伴い、

福井坂井地区広域市町村圏事務組合負担金総額で５３７万３,０００円を減額して

おります。 

 農林水産業費では、農業振興費で水田農業大規模化・園芸導入事業補助金２８１

万２,０００円などを計上するほか、農地費で県単小規模土地改良工事４００万円な

どをそれぞれ計上しております。 

 商工費では、観光費でａキューブに係る事業用備品１９７万３,０００円を計上す

るほか、観光施設費でセントピアあわらの改修に係る経費として、改修調査業務委

託料１９４万４,０００円、改修工事１,２９６万円などを計上しております。 

 教育費では、学校管理費で金津小学校アスベスト対策工事１７０万円、金津小学

校暖房用備品１８０万円などを計上しております。 

 最後に、諸支出金では、金津雲雀ヶ丘寮基金費で指定管理者による金津雲雀ヶ丘

寮の決算額の確定に伴い、余剰金積立金１,６７０万円を計上しております。 

 一方、歳入につきましては、国庫支出金１,０８８万４,０００円、県支出金３,２

２１万２,０００円、財産収入１,６９３万３,０００円、寄附金１００万円、繰越金

５,９０７万８,０００円、諸収入１,５８６万２,０００円をそれぞれ計上しており

ます。 

 続いて、議案第６２、平成２７年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算

（第１号）につきましては、収益的支出において、井戸の掘りかえに伴い、営業費

用で水中ポンプ等の資産除却費６２万１,０００円を計上し、営業外費用で消費税及

び地方消費税１０５万３,０００円を減額しております。 

 また、収益的収入においては、水道料金７８３万円を追加計上しております。 

 資本的支出においては、井戸の掘りかえに係る取水設備改良費等で３,３００万円

を計上する一方、老朽管更新に係る配水設備改良費１,１００万円を減額しておりま

す。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額については、当年度分損益

勘定留保資金６２万１,０００円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

１５０万６,０００円、建設改良積立金１,８７８万４,０００円、繰越利益剰余金処

分額１０８万９,０００円を追加計上し、収支の調整を行っております。 

 以上、２議案につきまして、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に対する総括質疑を許します。 
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○議長（坪田正武君） 質疑はありませんか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） ただいまの一般会計の補正予算の中に、商工費で越前加賀宗

教文化街道推進事業補助金５０万円というのが計上されております。 

 この中身について、どういう事業で、いつごろどういうことが行われるのか、ま

た予算総額は幾らなのか、その使い道は、そして主催はどこなのかについて伺いた

いと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） 山川議員のご質問にお答えいたします。 

 越前加賀宗教文化街道推進事業補助金でございますが、あわら市吉崎、加賀市吉

崎町にまたがる県境のこの地域では、今年４月の越前加賀県境の館のオープンを機

に、地域振興イベントの開催について検討されておりましたが、広域的な取り組み

ということで、当初予算要求段階では具体的な企画がまとまらない状況でございま

した。 

 今般、鹿島の森伝説をモチーフにした越前加賀県境綱引きが企画されまして、あ

わら市、加賀市、両市に対しまして事業費の助成の要望が提出されたことから、県

境にまたがる広域観光や交流、両吉崎地区の活性化をさらに促進するために、その

事業費の一部を補助させていただくものでございます。 

 なお、事業は継続的に実施されるということで、当面３年間、市の補助に依存す

るとさせていただいております。その後は、自主財源で賄うものとしております。 

 また、事業の実施主体としましては、両市の地元住民や商工会、観光協会委員等

で構成する実行委員会となります。 

 次に、事業の概要でございますが、越前と加賀の神様が鹿島の森をめぐって綱引

きで争った伝説に基づきまして、両市の子供から大人までが綱を引き合うというも

ので、事業規模としまして１,２００人を見込んでおります。 

 予算でございますが、総事業費１８０万円として、両市の負担は応分に９０万円

を負担することとしております。財源の内訳としましては、市の補助金としまして

５０万円、残り４０万円についてはイベントへの協賛金を充てるとしております。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） 子供から大人まで１,２００人参加ということですが、これ、

参加者はあわら市内に限定なんですか。または県内どこからでも募集するのか。こ

れ、実際いつやるのか、お願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 
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○経済産業部長（川西範康君） お答えいたします。 

 参加者につきましては、一応公募というふうにお伺いしております。地域限定と

は申しませんけども、吉崎、加賀市の両方で公募をする形にさせていただくという

ことでございます。 

 それと、開催日につきましては、１０月１８日というふうに聞いてございます。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） 加賀市と吉崎で公募をする、なんか果たして集まるのかなと

いう、ちょっと不安はしますが、これ、そもそもどこからこの案は出てきたのでし

ょうか。地元の要望として出てきたんでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） 地元の自治会長さん名でご要望いただいております。 

○議長（坪田正武君） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） これで質疑を終わります。 

○議長（坪田正武君） ただいま議題となっております議案第６１号、議案第６２号の

２議案は、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委

員会に付託いたします。 

                                       

   ◎議案第６３号から議案第６５号の一括上程・ 

提案理由説明・総括質疑・委員会付託 

○議長（坪田正武君） 日程第１９、議案第６３号、あわら市一般職の任期付職員の採

用等に関する条例の制定について、日程第２０、議案第６４号、あわら市個人情報

保護条例の一部を改正する条例の制定について、日程第２１、議案第６５号、あわ

ら市手数料条例の一部を改正する条例の制定について、以上の議案３件を一括議題

といたします。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第６３号、あわら市一般職の任期

付職員の採用等に関する条例の制定についてから議案第６５号、あわら市手数料条

例の一部を変更する条例の制定についてまでの３議案について提案理由を申し上げ

ます。 

 議案第６３号、あわら市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定につい

ては、一時的に発生または増加する業務等に従事させるため、任期を定めた職員の

採用や、その給与の特例等を定めるものであります。 
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 議案第６４号、あわら市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について

は、国民一人一人に割り当てられる個人番号を各個人等へ通知するため、行政手続

における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆる「番号

法」の一部が施行されることに伴い、その個人番号を含む特定個人情報について、

従来の個人情報とは異なる取り扱いをする必要があるため、所要の改正を行うもの

であります。 

 主な内容としましては、個人情報の開示請求は本人または法定代理人のみであり

ますが、特定個人情報に関しては、本人の委任を受けていれば法定代理人に限定し

ないとされたことなどであります。 

 議案第６５条、あわら市手数料条例の一部を改正する条例の制定については、番

号法の一部施行に伴い、各個人に対し個人番号の通知カードが発送され、また平成

２８年１月１日からは個人番号カードの発行が開始されることに伴い、それらの再

交付に係る手数料を定めるため、所要の改正を行うものであります。 

 なお、個人番号カードの新規発行に係る手数料は無料となっております。 

 以上、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に対する総括質疑を許します。 

○議長（坪田正武君） 質疑はありませんか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ５番、吉田太一君。 

○５番（吉田太一君） あわら市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について何

点か質問をいたします。 

 この条例は、職員の任期を定めた採用及び任期を定めて採用された職員の給与の

特例について必要な事項を定めるものですが、この特定任期付職員の給与表を見る

と、３７万円、４１万８,０００、４７万円、５３万１,０００円と高い金額が設定

されています。確かに期限つきの採用のため、ある程度高くなるのは仕方がないと

は思いますが、最低金額がいきなり３７万円からスタートする特定任期付職員とは、

どのような人、職種、あるいは経験者の方を言うのでしょうか。 

 また、これは毎年昇給するのでしょうか。 

 ３点目、外部での経験年数も正職員の勤労年数と同様に計算されるのでしょうか。 

 また、今回、国体事務等にかかわる任期付職員を採用するための試験事務委託料

が上程されていますが、国体の事務に５名必要な理由は何でしょうか。 

 以上、４点について質問をいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 総務部長、嶋屋昭則君。 

○総務部長（嶋屋昭則君） 吉田議員のご質問にお答えをいたします。 

 特定任期付職員でございますが、今議会で提案させていただいております、あわ

ら市一般職の任期付職員の採用に関する条例第２条第１項の規定により、任期を定
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めて採用された職員、すなわち高度の専門的な知識、経験または優れた識見を有す

る者で、この条例により採用された職員を言います。また、高度の専門的な知識、

経験または優れた識見を有する者とは、具体的には弁護士、公認会計士や民間で活

躍し、広く社会的にも高く評価される実績を上げ、創造性と先見性を有すると認め

られる方々を言います。 

 次に、任期付職員の昇給についてのお尋ねでございますが、特定任期付職員は今

ほど申し上げましたように、あくまでもその有する知識、経験等によって採用を行

いますので、昇給はございませんし、経験年数で金額が変わることもございません。 

 一方、特定任期付職員以外の任期付職員については、任期が限られていることを

除けば、一般職の職員と同じ扱いになるもので、昇給はございますし、採用に当た

りましては、前歴を考慮した給料となります。 

 最後に、今回は５名採用となっておりますが、全員国体事務にかかわるのかと、

その理由はとのご質問でございますが、５名というのは、現段階ではあくまでも見

込みのものでございます。国体推進課に配属する者や、そこへ配属がえとなった職

員の補充のために採用することなどを考えてございます。 

 市におきましては、来年度以降、国体事務のほか、北陸新幹線関連事業などの一

時的に増加する事務にも対応できるよう、一定期間について職員増を可能にするた

めにこの条例を整備するものでございますので、ご理解をいただきますようよろし

くお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ５番、吉田太一君。 

○５番（吉田太一君） 今ほど部長からお答えをいただきましたが、任期付職員の場合、

昇給はないと。退職金はあるのでしょうか。 

 それと、採用に当たって民間で活躍されると言われました。これから職員採用と

は別に任期付職員の採用もあると。例えば、先ほどおっしゃったように、観光事業

でいえば新幹線関連で３年という期限をつけて、任期付職員の採用もあるというこ

とでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 総務部長、嶋屋昭則君。 

○総務部長（嶋屋昭則君） お答えをいたします。 

 退職金についてのお尋ねでございますが、退職金につきましては、条例の中でで

すね、第４条にですね、短時間勤務職員の任期付職員がございます。これにつきま

しては、退職金はございません。そのほかのですね、特定任期付職員、また一般の

任期付職員につきましては、退職金の支給は行います。 

 また、任期付職員の採用でございますが、先ほど私がお答えしましたように、今

後の事務によりましては、さらに採用を検討するというようなことになろうかと思

いますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（坪田正武君） ほかに質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） これで質疑を終わります。 

○議長（坪田正武君） ただいま議題となっております議案第６３号から議案第６５号

までの３議案は、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、それぞれ所管の

常任委員会に付託します。 

                                       

   ◎議案第６６号及び議案第６７号の一括上程・ 

提案理由説明・総括質疑・委員会付託 

○議長（坪田正武君） 日程第２２、議案第６６号、市道路線の認定について、日程第

２３、議案第６７号、市道路線の変更について、以上の議案２件を一括議題といた

します。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第６６号、市道路線の認定につい

て及び議案第６７号、市道路線の変更についての提案理由を申し上げます。 

 議案第６６号、市道路線の認定については、市道１０５号線及び瓜生石塚線とし

て市道認定されている道路が、道路改良事業に伴う議案第６７号、市道路線の変更

についてにより、現路線の一部が市道路線から外れてしまうため、新たに市道１１

４３号線及び市道３８７号線として認定するものであります。 

 なお、市道１０５号線の路線変更につきましては、道路改良事業の実施に伴う変

更として、議案第６７号、市道路線の変更についてとして上程いたしておりますが、

市道瓜生石塚線につきましては、始点、終点及び主要通過点に変更が生じないため、

道路法第１０条第３項の規定による議決の必要はないものであります。いずれの路

線も、市において管理すべき市道と認められるものであります。 

 以上、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に対する総括質疑を許します。 

○議長（坪田正武君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 質疑なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） ただいま議題となっております議案第６６号及び議案第６７号

の２議案は、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、厚生経済常任委員会

に付託いたします。 

                                       

   ◎議案第６８号の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決 

○議長（坪田正武君） 日程第２４、議案第６８号、姉妹都市の提携についてを議題と

いたします。 
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○議長（坪田正武君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第６８号、姉妹都市の提携につい

ての提案理由を申し上げます。 

 本案は、初代福井藩主結城秀康の重臣の１人であった多賀谷左近三経公を機縁と

して、茨城県下妻市と友好を深め、観光や文化をはじめ幅広い分野において交流を

推進し、相互に発展していくことを目的として、姉妹都市の提携を行うものであり

ます。 

 以上、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（坪田正武君） 本案に対する質疑を許します。 

○議長（坪田正武君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 質疑なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） ただいま議題となっております議案第６８号につきましては、

会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略し、直ちに採決したいと

存じますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 異議なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これより討論、採決に入ります。 

○議長（坪田正武君） 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 討論なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これより議案第６８号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立全員です。 

 したがって、議案第６８号、姉妹都市の提携については、原案のとおり可決され

ました。 

                                       

   ◎請願第６号及び請願第７号、陳情第２号の一括上程・委員会付託 

○議長（坪田正武君） 日程第２５、請願第６号、平和安全法制整備法案および国際平

和支援法案の廃案を求める請願、日程第２６、請願第７号、ＴＰＰ交渉に関する請

願、日程第２７、陳情第２号、地方財政の充実・強化を求める意見書採択について、

以上の請願２件と陳情１件は、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、そ

れぞれ所管の常任委員会に付託します。 
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   ◎発議第４号の上程・趣旨説明・質疑・討論・採決 

○議長（坪田正武君） 日程第２８、発議第４号、あわら市議会会議規則の一部を改正

する規則の制定についてを議題といたします。 

○議長（坪田正武君） 上程議案に対する提出者の趣旨説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １４番、向山信博君。 

○14 番（向山信博君） 議長のご指名がありましたので、発議第４号、あわら市議会会

議規則の一部を改正する規則の制定について、趣旨説明を申し上げます。 

 標準市議会会議規則の一部改正に伴い、本規則の所要の改正を行うものでござい

ます。 

 改正の内容につきましては、近年の男女共同参画の状況に鑑み、本市議会におい

ても、男女共同参画を考慮した議会活動を促進するため、会議規則中、会議及び委

員会への欠席の届けに関する規定の一部を改正するものであります。 

 所定の賛成者を得て提案させていただきましたので、議員各位のご賛同をお願い

いたします。 

 なお、規則案についてつきましては、お手元に配布のとおりでありますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（坪田正武君） 本案に対する質疑を許します。 

○議長（坪田正武君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 質疑なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） ただいま議題となっております発議第４号につきましては、会

議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略し、直ちに採決したいと存

じますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 異議なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これから討論、採決に入ります。 

○議長（坪田正武君） 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 討論なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これより発議第４号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立全員です。 

 したがって、発議第４号、あわら市議会会議規則の一部を改正する規則の制定に

ついては、原案のとおり可決されました。 

                                        

   ◎散会の宣言 
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○議長（坪田正武君） 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 なお、９月７日は午前９時３０分から会議を開きます。 

 本日はこれにて散会いたします。 

（午前11時50分） 

                                        

  地方自治法第１２３条の規定により署名する 

 

  平成２７年  月  日 

 

               議  長 

 

 

               署名議員 

 

 

               署名議員 
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   ◎開議の宣告 

○議長（坪田正武君） これより本日の会議を開きます。 

○議長（坪田正武君） 本日の出席議員数は、１６名であります。 

 北島 登君は、欠席の届け出が、杉田 剛君は遅刻の届け出が出ておりますので、

これを許可しております。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（坪田正武君） 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

（午前９時 30分） 

                                        

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（坪田正武君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、１６番、卯目ひろみ

君、１７番、山川 豊君の両名を指名します。 

                                        

   ◎一般質問 

○議長（坪田正武君） 日程第２、これより一般質問を行います。 

◇森 之嗣君 

○議長（坪田正武君） 一般質問は通告順に従い、６番、森 之嗣君の一般質問を許可

します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ６番、森 之嗣君。 

○６番（森 之嗣君） 通告順に従い、一般質問をさせていただきます。 

 今回は、芦原温泉駅周辺のまちづくりと新幹線駅についてお伺いをしたいと思い

ます。 

 今年３月に北陸新幹線長野―金沢間が開業して以来、石川県や富山県には多くの

観光客が訪れ、兼六園や輪島朝市など、主要な観光スポットでは、軒並み入り込み

客数を伸ばしているということです。 

 一方、我が福井県においても、金沢と福井を結ぶ北陸新幹線の連絡特急「ダイナ

スター」が運行され、乗りかえは必要なものの、関東甲信越から福井県へのアクセ

ス事情は格段によくなりました。そのため永平寺や東尋坊、恐竜博物館、そしてあ

わら温泉など、いずれのポイントも観光客は前年を上回っていると聞いております。

こうした観光客を乗せた列車が、福井県に入って初めて停車する駅が芦原温泉駅で

あります。 

 市では、福井県の北の玄関口となる芦原温泉駅周辺の整備のため、社会資本整備

総合交付金事業や、福井県のふるさと創造プロジェクトを活用した金津本陣にぎわ

いづくりプロジェクトを進めながら、駅周辺のにぎわいづくりに現在努めていると

ころでございます。 
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 特に、金津本陣にぎわいづくりプロジェクトでは、ａキューブやポケットパーク

を整備したほか、今年度は金津神社周辺の道路修景なども計画しているようで、少

しずつではありますが、北の玄関口にふさわしい町の顔が見えてきたように思いま

す。 

 ただ、このプロジェクトのもととなる、ふるさと創造プロジェクトは今年度、つ

まり平成２７年度をもって事業が終了するとのことです。少しずつ町の顔が見えて

きたといっても、温泉街に比べ、駅周辺のにぎわいづくりはまだ緒についたばかり

です。市民でつくるプラットホーム会議とともに歩み始めたまちづくりの気運も、

ここで途絶えさせるわけにはいきません。平成３４年度の新幹線の県内延伸に向け

て、芦原温泉駅周辺の更なる整備、更なるにぎわいづくりについて、どう考えてい

るのか、お聞かせください。 

 一方、先日、鉄道建設・運輸施設整備支援機構が公表した新幹線芦原温泉駅の概

要は、今まで私たちがイメージをしてきたものとは大きく異なっておりました。線

路の高さが地上約１５ｍ、駅舎の高さは約２５ｍになるという新駅は、７階から８

階建てのビルに相当するとのことで、これにより駅周辺の景色は一変するものと思

います。 

 また、並行在来線の駅となる現駅、そのまま使用されるかどうかはまだ定かでは

ございませんが、その現駅とも高低差が生じ、その接続についても十分検討する必

要があると思います。 

 ただ、多くの市民が、こうした現状を認識しているとは思えません。駅舎の形状

は、駅周辺のグランドデザインにも大きく影響してきます。最終的な形状は、機構

が決定するとのことですが、これに対し、市として積極的にかかわっていく姿勢を

示すことが重要であると思います。そのためには、早急に案を作成し、市民にわか

りやすく、これを説明していく必要があるのではないでしょうか。場合によっては

鳥瞰図、言いかえるならイメージパーツなどを用いることも必要だと思います。新

幹線芦原温泉駅と周辺のグランドデザインについてどう考えているのかをお聞かせ

ください。 

 以上です。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 森議員のご質問にお答えをいたします。 

 現在、ＪＲ芦原温泉駅周辺地域において、二つの事業を展開しています。 

 一つは、広域交通ターミナル機能の強化に向けた「芦原温泉駅周辺整備事業」で、

もう一つは、駅周辺におけるにぎわいづくりを図るための「金津本陣にぎわいづく

りプロジェクト」であります。 

 駅周辺整備については、平成１８年３月に策定された「芦原温泉駅周辺整備基本

計画」に基づき、これまでに東西駐車場、西口アクセス道路の一部、にぎわい交流

広場等の整備を進め、現在は西口広場の実施設計を進めているところであります。
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これまでは、駅の西側を主に事業を進めて参りましたが、今後は、東口についても

新幹線開業に向け、広場やアクセス道路を中心に整備を進めていきたいと考えてお

ります。 

 また、駅周辺のにぎわいづくりについては、県のふるさと創造プロジェクト事業

を活用した「金津本陣にぎわいづくりプロジェクト」として、これまでに、にぎわ

い交流館をはじめとしたソフト及びハード事業を展開して参りました。 

 議員ご指摘のとおり、この事業は本年度で終了いたしますが、来年度以降、新た

な制度を創設し、事業が継続されるよう、先日、知事要望として県に提出したとこ

ろであり、引き続き駅周辺のにぎわいづくりに努めて参りたいと考えております。 

 次に、新幹線芦原温泉駅と周辺のグランドデザインについてでありますが、新幹

線駅舎については、事業主体の鉄道・運輸機構が設計、施工することとなります。

現在は、高架橋等の土木工事を設計中で、駅舎等の建築設計は平成２９年度以降と

聞いております。 

 市としましては、それまでに委員会などでデザインコンセプトの検討を行い、あ

わら市としての思いを機構に積極的に提言することで、芦原温泉駅にふさわしいデ

ザインとなるよう要請していきたいと考えております。 

 なお、現時点では具体化したものはありませんが、これまでに建設された駅舎の

中には、将来の新幹線芦原温泉駅と類似するものがあります。その一つが、糸魚川

駅で、立地している都市の規模、在来線駅との併設、駅の近くに跨線橋があること

に加え、従来の駅広場と反対側に新幹線駅が整備されたことなど、多くの点で参考

になると思っております。 

 また、駅周辺のグランドデザインですが、駅周辺整備の基本方針としている「芦

原温泉駅周辺整備基本計画」の策定から約１０年が経過しているため、この間の新

幹線計画の変更や事業実施に当たっての整合性を確保する必要があることから、基

本計画の一部を、来年度を目途に改定する予定としております。改定に当たっては、

委員会等を設置し、その中で福井県の北の玄関口にふさわしい駅周辺のグランドデ

ザインを検討するとともに、市民の皆様にも、将来の駅周辺整備のイメージが湧く

ような資料もあわせて作成して参りたいと考えておりますので、ご理解を賜ります

ようお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ６番、森 之嗣君。 

○６番（森 之嗣君） ただいま市長からご答弁をいただきました。今後の流れについ

ては大体理解ができたと思います。 

 それから、駅周辺のにぎわいづくりについては、引き続き進めていくという答弁

をいただきました。ただ、こうしたプロジェクトの実施に当たっては、国や県の支

援も必要だと思いますけども、市民の参画も大変重要なものだと思います。金津本

陣プラットホーム会議などとの連携も、是非続けていくべきだと思いますが、この

辺についてはどのようにお考えでしょうか。 
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 もう一点は、新幹線駅舎のデザインや設計については、平成２９年度以降に鉄道・

運輸機構が行うということですが、市としても積極的にこれにかかわっていくとい

う答弁をいただきました。大変安心いたしました。それと期待もしております。た

だ、鉄道・運輸機構に提言をし、市の考えをデザインに生かすためには、今ほど答

弁をいただきました芦原温泉駅周辺整備基本計画が、これがもとになるんだろうと

思います。 

 ただいまの答弁では、その整備基本計画については、来年度改定を行うというこ

とでございましたが、こちらの方も市民の意見を反映させる必要があると思います。

計画策定の委員会に市民の委員を置くことはもちろんのこと、基本計画の素案をパ

ブリックコメントにかけることも視野に入れる必要があると思いますが、いかがで

しょうか。基本計画に市民の意見をどう反映させていくか、お聞かせいただきたい

と思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 土木部長、堀江与史朗君。 

○土木部長（堀江与史朗君） それではお答えします。 

 県の支援を受けて取り組んでいる金津本陣にぎわいづくりプロジェクトは本年度

で終了いたしますが、駅周辺のにぎわいづくりについては終着点があるわけではな

く、これからも引き続き取り組んでいく必要があります。 

 にぎわいづくりを進めるためには、特にソフトの部分や地域に密着した取り組み

が必要であり、これからも市民の方で構成されている金津本陣まちづくりプラット

ホームの方々を中心にご協力をいただくことになると思います。 

 また、一部改定を予定している平成１８年策定の芦原温泉駅周辺整備基本計画で

すが、芦原温泉駅が福井の北の玄関口になることから、広域的な観点も踏まえ、学

識経験者をはじめ各種団体や関係行政機関、交通事業者に加え、一般市民の方にも

参画をいただき、作業を進めていきたいと考えております。 

 また、初期の段階から市民の皆様の意見を反映させるため、ホームページや広報

誌を活用しながら策定状況の開示を進めるとともに、パブリックコメントの手続も

とりながら、幅広い意見聴取に努めて参りたいと考えております。よろしくお願い

します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ６番、森 之嗣君。 

○６番（森 之嗣君） 今、ご答弁いただきました内容を聞いておりますと、大変前向

きのようには思います。ただ、このスケジュールというんですか、７年後の県内延

伸を考えると、非常に時間的に余裕がないなという思いがします。これは私だけで

なしに、市民全体がそういうふうな気持ちでいるんじゃないかなと思いますので、

是非スピードアップしていただいて、早目早目に手を打っていただきたいなと思い

ます。 

 それと、市民から出されるさまざまな意見を調整するというのは、大変時間のか
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かることだと思いますし、それからご苦労がいることだと思いますが、市としては、

実効性のある計画の立案とともに、地域のにぎわい創出を担う市民の意識を盛り上

げていく工夫も求められていると思います。多くの人に受け入れられるグランドデ

ザインとするため、是非、意見の取り組みに積極的に努められるよう強く要望して

おきたいなと思います。 

 さて、与党における北陸新幹線の福井先行開業の検討もいろいろ大詰めを迎えて

きたようですが、私も期待を持ってその議論の行方を見守っているところです。し

かし、先行開業の有無にかかわらず、ここで忘れてならないのは、新幹線開業と同

時にＪＲから経営分離される並行在来線のことです。 

 前回の議会報告会でも、第三セクターの運営についていろいろ質問をされました。

心配をされております。県や市町、関係機関が構成する第三セクターによる運営が

市民からよく質問されるのは、不安に思っておられるのは、不便になるんじゃない

かとか、運賃が高くなるんじゃないかなという声でございます。並行在来線に関す

る協議はまだまだこれからだと思いますが、ダイヤや運賃などにおいて市民の利便

性を損なうことのないように、また第三セクターの運営などにおいて、市の負担が

過大にならないように協議に臨んでいただきたいと、そんなふうに思っております。 

 以上、第三セクターの運営に関する意見と要望を最後に申し上げまして、私の質

問とさせていただきます。 

 終わります。 

                                        

◇山本 篤君 

○議長（坪田正武君） 続きまして、通告順に従い、２番、山本 篤君の一般質問を許

可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 通告順に従いまして、２番、山本 篤、一般質問をさせていた

だきます。 

 最初に、東京圏高齢化危機回避戦略についてお伺いいたします。 

 去る６月４日、日本創生会議「首都圏問題検討分科会」が提言をまとめられ公表

されました。首都圏に住む高齢者の移住計画とも言われるものであります。これは、

今後急速に膨らむ高齢者の介護・医療にどう応えていくかという点からの発想です

が、その地方移住に対し、２６道府県、４１の地域において、医療・介護の受け入

れ態勢に余裕があるということで、このあわら市も含まれておりました。これはあ

る意味、あわら市を含めたこの地域の福祉行政へ、高い評価を得られたと言っても

過言ではないと思われますが、このような提言が出された市長としてのご意見を伺

いたいと思います。 

 自分としては、この高齢者移住計画は今後１０年先を見据えた「あわら市」の人

口減少対策にも通じる、極めてありがたい提言ではないかと期待してはおります。
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現在、人口減少対策本部を核として、いろいろ政策をお考えのことと思われます。

高齢者の移住が行われなくても、このままあわら市自体の高齢化が進んでいくこと

になりますが、１０年先、あわら市の高齢者数の予想はされているのでしょうか。

そして、高齢者が増えることによっての問題点はどうなのでしょうか。また、膨ら

んでいる国民健康保険や介護保険などによって、財源を圧迫していくであろう問題

点をどう捉えられているのか、お聞きしたいと思います。 

 日本創生会議では、この１０年間に全国で７５歳以上の後期高齢者が５３３万人

増加すると予想されています。その３分の１に当たる１７５万人が首都圏でありま

す。この点から見ても、首都圏での医療介護施設や養護老人ホームの不足が懸念さ

れるわけですが、実はその施設を補うために新たな施設を建設したとしても、その

ための介護職や医療従事者の不足が大変不安で懸念が大きいと言われております。

つまり、地方からその人数を補うことになれば、今度は地方の介護職や医療従事者

の不足の発生が起こり得るわけです。かつての高度経済成長の時代のように、地方

から首都圏への人口移動が行われては、まさに地方消滅となってしまいます。そし

て、今ここに住む私たちの介護や医療に対して、充分な供給が行われなくなること

に問題点があると思います。 

 このように、人口減少で悩む地方自治体の一つとして、この「高齢者の移住計画」

に、ある意味、期待を持ってもいいのかなと考える次第です。しかしながら、現状

のままでこの移住計画が行われては、地方自治体としては納得がいかないのも事実

だと思います。地方自治体として、今こそ国に対し、いろいろな問題点を除去すべ

き政策を期待すべきなのではないかと考えるのですが、いかがでしょうか。 

 高齢者の移住政策を行うのであれば、地方自治体としてどのような政策を講じて

もらいたいかということです。国からの支援・補助金等を含め、恒久的な政策を講

じてもらえることが、日本国の未来を変える、一地方自治体としての立場ではない

かと考えるのであります。考えられる「医療給付・介護給付」の増加に対しても、「住

所地特例の見直し」の問題を含め、どうお考えなのかお聞きしたいと思います。 

 あわら市のすばらしいところは、古きよき時代の日本の田園風景をはじめ、山が

あり川があり、そして海があり、幾つものすばらしい自然があるところだと認識し

ております。そして、おいしい食の文化と、疲れた体を癒す「温泉」が加わると、

ビルとコンクリートに包まれた都会で住む人にとっては、素敵な移住先になる素質

が充分あると思います。 

 ３年前倒しで「北陸新幹線福井駅延伸」が建設されるとなった今、首都圏に住む

４０代、５０代を中心に、「定年後はあわら市で！」というキャッチフレーズで売り

込むことも必要ではないかと思います。移住の理念に共鳴し、セカンドライフを充

実させたいという都会人は、これからますます増加すると思われます。高速交通網

の発達により、マルチハビテーション制度の充実も必要かと思います。つまり、首

都圏を中心に、あわら市と二つの生活拠点を持ってもらう制度の充実です。「平日と

週末」、「日常と非日常」など、総務省が進める地方の過疎化対策の一つですが、人
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口流出や高齢化の進む地域の再生のために、都市生活者の地方への半定住を促進す

る制度を、これからは取り入れることが必要だと思います。首都圏で一軒家を持て

なくて暮らしている人のためにも、「定年後はあわら市でマイホームを！」そういう

政策もよいかもしれません。「お試し移住」を進める政策もいいかもしれません。 

 今回、「高齢者移住計画」に端を発し、人口減少対策を真剣に考える時期が、今来

ていると思います。元気な高齢者を生み出すという政策をあわら市でも取り組んで

いますが、首都圏からの「高齢者移住」によって、その方々からの経験や知識をも

う１度社会に還元してもらい、地元住民と一緒になって市を支えてもらう仕組みも

考えながら、独創性のある政策を考えるべきだと感じます。村部と中心市街地を結

ぶの交通の問題、地域コミュニティの問題、このようないろいろな問題を一つずつ

クリアしていくことが、首都圏からの移住先に選ばれるのではないかと思います。

それによって、高齢者のみならず、若年層の移住も期待できるのではないかと思い

ますが、人口減少対策に絡み、これからの進め方について、市長のご意見をお聞き

したいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 山本議員のご質問にお答えいたします。 

 政府は、昨年末に発表した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、首都

圏高齢者の地方への移住を促進することを明らかにしました。その具体策として、

米国で２,０００カ所以上存在するといわれるＣＣＲＣ、これは、「都会の高齢者が

地方に移り住み、継続的なケアを受けられる環境下で自立した社会生活を送ること

ができる共同体」のことでありますが、このＣＣＲＣをモデルとした「日本版ＣＣ

ＲＣ」の導入を進めるとしています。 

 こうした中、本年６月４日に日本創生会議・首都圏問題検討分科会が「東京圏高

齢化危機回避戦略」を発表しました。これは、介護や医療施設に余裕があり、首都

圏の高齢者の受け入れ能力のある圏域として、福井・坂井地区を含む全国４１カ所

を、その余裕度とともに具体的に示したもので、マスコミにも大きく取り上げられ

ました。候補地となった自治体では、歓迎を表明するものや異論を唱えるものがあ

るようですが、実状は困惑を深めている地域が多数を占めているのではないかと推

察しているところです。 

 そこで、私がこの提言をどのように評価しているかについて、概括的に申し上げ

ます。 

 まず、移住先の候補地として福井・坂井地区が選ばれたことにつきましては、介

護や医療体制が充実し、市民が安心して暮らすことができる地域として、高い評価

を受けたものであり、この点については喜ばしいものと言えます。しかしながら、

高齢者の移住を主眼としていることにつきましては、首都圏における高齢者問題が、

危機的な状況を迎えるであろうことに対応するためのものであること、また地方が

抱える人口減少問題に対しては、直ちに効果が発揮されるものであることは十分に
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理解できるのですが、現時点では、疑問を呈さざるを得ないものと考えております。 

 それは、移住を受け入れた自治体において、医療保険や介護保険の給付費が増加

するであろうことにどのように対処するのか、また移住者が満足して暮らすことが

できる住まいをどのように確保するのか、さらには、この施策が一過性のものに終

わらず、永続的に実施されるのかといった疑問があるからです。そして、何よりも、

高齢者のみを地方に移住させるということに対し、例えようのない不自然さを覚え、

理解はできるものの、共感できるとは言いがたいものであると考えております。 

 次に、高齢者人口の予測についてでありますが、本年３月末の住民基本台帳を基

にした本市における高齢者は８,７３４人で、人口に占める高齢化率は２９.８％と

なっております。これが１０年後の２０２５年には、国勢調査をもとにした「社会

保障・人口問題研究所」の推計によれば、９,２９６人、３６.０％になると予測さ

れており、人口が減少する中にあって、高齢者の人口は増え続けるものと思われま

す。 

 こうした状況によって生じる諸問題をどのように捉えているかとのことでありま

すが、本来、高齢者が増えるということは、医療や福祉が充実した高福祉社会のあ

かしといえ、喜ばしいことであります。ただし、高齢になりますと、身体的機能の

衰えから医療や介護サービスを利用することが多くなることから、高齢者の増加は、

必然的に医療保険や介護保険における給付費の増加につながり、これによる財政負

担の急増が大きな課題になるものと捉えております。同時に、地域社会における高

齢者の生活支援や介護予防・認知症対策、すなわち、共助や公助に頼らない「互助

による高齢者対策」をどのように進めていくのかも、今後の大きな課題になってく

るものと考えております。 

 続いて、高齢者の移住政策が進められた場合、受け入れ先の自治体の医療費や介

護給付費が増大するという懸念に対し、国にどのような支援策を求めるかというこ

とについてでありますが、最初に申し上げた今回の提言に対する思いは別として、

次のように考えております。 

 ご存じのとおり、介護保険には、「住所地特例」という制度があります。これは、

被保険者が他市町村の介護施設等に入所した場合、そこに住所を移しても、従前に

住んでいた市町村が引き続き保険者となる仕組みです。これは、介護施設が多く所

在する市町村への給付費負担の偏りを防ぐために設けられたものであり、国民健康

保険や後期高齢者医療制度にも取り入れられています。 

 今後、国が地方への移住政策を進めるに際して必ず障害となるのが、この住所地

の問題です。移住者が一般住宅に居住してから時間が経過し、その後に介護施設に

入所した場合はどのように扱うのかということも、大きな焦点になって参ります。 

 このことについて、国は本年７月に開催した「日本版ＣＣＲＣに関する地方との

意見交換会」において、地方側から出された一般住宅への適用拡大の提案に対し、

一般住宅にまで拡大することは、保険者間で負担の押しつけ合いとなりかねず、介

護保険制度の財政運営の安定性を揺るがすおそれがあること、また、高齢者が何度
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か移住先を変えたときは、それを追い続けることができるのかといった実務的な課

題を指摘し、否定的な考えを示しています。 

 一方で、高齢者の一般住宅への移住による介護給付費増加への対応として、第７

期の介護保険事業が始まる平成３０年度に向け、財政調整交付金の配分方法を見直

し、高齢者人口に応じてきめ細かく配分できる仕組みに見直すことを検討するとし

ています。 

 市といたしましては、今後の国における制度づくりの動向を注視しつつ、受け入

れた自治体が財政的な負担を強いられることがないよう、また積極的な国の支援が

受けられるよう働きかけていくことが重要であると考えております。 

 最後に、高齢者のみならず、若年層の移住に向けた取り組みについてであります

が、先ほど高齢者のみを地方に移住させることに対して、例えようのない不自然さ

を覚えると申し上げたのは、現在、国が推し進めている地方創生には、地方におけ

る人口減少と東京一極集中といった問題の解決に、地方再生というテーマが加えら

れて成り立っていると考えるからです。 

 その呼び水となったのは、同じく日本創生会議が発表した「消滅可能性都市」で

あり、人口の再生産力を中心的に担う若年層をいかに維持し、増加させるかが焦点

となっています。このため、現在、策定中の本市における地方版総合戦略「あわら

市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の大きな柱として、都市圏からの移住促進を

位置づけておりますが、若年層の移住に向けた取り組みは、市の将来を見据えた場

合、特に重要であると考えております。 

 なお、若年層の移住を促すためには、働く場所があること、住む場所があること、

高度な行政サービスが提供されること、生活環境が充実していることなどが挙げら

れますが、これらに係る施策とあわせて日本版ＣＣＲＣへの取り組みにつきまして

も、１０月末までを目安に策定を進めている総合戦略におきまして、その方向性を

お示しできるよう取り組んで参りたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 確かに、現在の介護保険では、とても納得がいく政策ではない

と思いますが、今後、介護保険制度、医療保険制度などの改革を行うよう積極的な

要望を国に行い、それが実現し高齢者の移住政策が進むのであれば、自分としては

積極的に高齢者の移住を進めるべきと考えております。 

 特に後期高齢者になるまでの、つまり定年後すぐの元気な高齢者の移住が多くな

ることによって、新たな産業も生まれ、若者の働く場も生まれてくるのではないか

と思うからです。この点について、市長はどうお考えでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 今ほど議論になりました介護保険における住所地特例というも

のが実現をしたと仮定して、しかしながらですね、それだけでは済みませんで、保
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険の方の住所地特例等も必要なわけであります。なおかつですね、私がもう一つ不

自然さを感じますのは、戦後の集団就職が非常に典型的な例でありますけども、日

本の高度経済成長を支えたのは地方の労働力です、若い労働力です。それで中央が

栄えてきたわけでありますけども、それが進んでですね、今度は東京を中心とした

首都圏が極めて高い高齢化率になりそうだと、大変だということは以前からわかっ

ていたわけでありますけども、そして高齢化が進んだときにですね、今度は地方に

老人を返すといいますか、そういうことの国のありようというものに対しても、私

はちょっと不自然さを感じております。 

 いろんな見方はできると思いますけれども、現在でも、今特に福井県で問題にな

っておりますのは、小学校、中学校、高校までですね、非常に多くの税金等も投じ

ながら若者を育て上げていますけども、そのうち首都圏なり、都会に行ってですね、

戻ってくるのは非常に少ない。そうしますと、それまでに福井県を中心とした地方

が負担してきた税金といいますか、負担がですね、これは残念な結果になっている

ということが一つ、課題になって挙げられております。 

 そうやって多くのお金をかけて育て上げた青年を都会に行ってですね、そしてお

年寄りだけが帰ってくるという、このことに対しての財政的な、極めてこれはドラ

イな言い方ですけども、財政的なアンバランスを考えてもですね、私は住所地特例

だけで済むものではないというふうに思っております。それが一つあります。 

 それともう一つ、今お年寄りが来た場合に、いろんなビジネスが逆に生じるので

はないかというふうに今言われました。確かにそういうものはあろうかと思います。

例えば、お年寄りが多くあわら市に移住をされてきた場合にですね、その介護に関

するビジネスが生じるわけです、一つの例として。確かにそれは言えると思います

けれども、私、この問題の根本はですね、介護サービス、介護報酬の問題だと思っ

ております。今現在でも、じゃ、福井県の介護力が十分かといえば、必ずしもそう

ではないわけなんです。そういう状況の中で、なおかつ、その国の政策誘導によっ

て高齢者が増えた場合に、これはそもそも介護報酬をどうするのかということをで

すね、現在でも問題になっていることを、まだ国は解決していないわけなんです。

そういう中で、私はそう簡単に結論といいますか、判断できるものではないなとい

うふうに思っております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 確かに、平成９年に制定された介護保険法、介護報酬も含めて、

いろいろ問題点はあるかと思います。今後ですね、日本の社会保険制度自体が、国

がいろいろ対策を講じていくと期待はしております。それによってですね、私は日

本の中の一つの地域、まあ、例え方で言いますと、日本というジグソーパズルの中

の一つのピースが、私はあわら市だと思っておりますので、その中であわら市がで

きることをどう考えるかということだと思います。介護保険、介護報酬の問題も含

めてですね、改善していただくように、国に本当に切に要望しなければいけないと
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思いますが、この問題、実は違う方からも私は考えております。 

 以前、越前加賀宗教文化街道～祈りの道～構想で、市長はですね、首都圏の団塊

の世代をターゲットにした死生観というものを市長は着眼しておられました。自分

も、その着眼点に共鳴するものでありますが、この観点から、定年後の移住先にあ

わら市を選んでもらう政策を推し進めていくことについてのお考えはいかがでしょ

うか。 

 また、それによってですね、移住してきた方々の家族やお友達がですね、このあ

わら市を訪れてくれるきっかけとなるのではないかと。そして、観光に訪れる人も

拡大するのではないかと期待するのですが、どうお考えでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 大変おもしろいご提案をいただいたと思いますが、今この死生

観ということに触れましたのは、あわら市、坂井市、勝山市、永平寺町、そしてお

隣、加賀市とですね、広域観光行政でタイアップいたしまして、越前加賀宗教文化

街道協議会と、別名、祈りの道協議会というものを立ち上げました。このときに観

光政策の一つとしてですね、主に首都圏を中心とした、いわゆる団塊の世代がいよ

いよ高齢者の仲間入りをしてきましたので、この辺をターゲットにした、例えば新

しい旅行商品というようなものができないかというようなことで立案をしたわけで

あります。その中に、団塊の世代は、昔は非常に学生運動とかですね、政治的にも

熱い世代であったわけですけども、そういう人たちが高齢化になっていよいよ死生

観みたいなものを感じる年代なのではなかろうか。したがって、そこにちょっと焦

点を当てたですね、施策を今やろうというふうになったわけでありますけども、こ

れはですね、あくまでも観光政策上の一つの付加価値といいますか、目玉といいま

すか、そういうことで取り上げたわけなんです。これをですね、いわゆる高齢者の

移住の一つの核にできないかというご提言は大変おもしろいとは思いますけども、

ちょっとこれはシステム上もやや難しいだろうと思いますし、本当に人間の心のあ

りようとして、そういうことができるのかなという、ちょっとやっぱり現実的に考

えますと、そういう疑問を抱かざるを得ないなと思っております。 

 例えばですね、議員のお住まいの吉崎もそうですけども、いわゆる宗教施設ある

いは宗教文化というものが集積している場所はですね、何百年も前からあるわけな

んです、ずっと。本当にその死生観というもので地方に行きたいと、行ってみよう

という気持ちになるのであれば、もう既に何百年も前からですね、例えばお寺さん

があるところには、大体人が集まっているということが傾向としてあらわれている

んだろうと思います。なかなか人の人生設計だとか、移住というのは大変なことで

ありますから、人の心のありようにまでですね、なかなかその死生観というような、

観光政策で考え出した一つのアイデアがですね、妥当するとはちょっとなかなか思

えないなというふうに思っております。 

○議長（坪田正武君） ちょっと、今ほど電話のバイブ音が聞こえておりました。議場
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の持ち込みは禁止でございますが、とりあえず今は回収できませんので、電源を切

っておいてください。 

 会議を再開します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 確かに、人の死生観はそれぞれいろいろ考え方がございますの

で、なかなか難しいと思います。 

 昨年９月に設置されました人口減少対策推進本部が、まち・ひと・しごと創生推

進本部の推進ワーキンググループに移管され、いろいろ検討されていることと思い

ますが、現在マルチハビテーション制度の取り入れというのは考えておられるのか、

お聞きしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） これも都会からですね、地方に人を移住させるための一つの方

策として、いろんな施策が行われつつあると思います。マルチハビテーションとい

うのは、これもいろいろなパターンがあると思うんですけども、都会にも一つ住所

を有して、地方にも有しているとかですね、あるいは首都圏の中心地とですね、少

し郊外に分けて、両方住所を持っているだとか、あるいは平日と週末で住み分ける

というような、そういう生活スタイルのことをマルチハビテーションと言っている

わけなんでありますけども、一つ県内のある自治体でも、もう既に始めております

し、要はお試し移住といいますか、そういう形として私はあり得るのかなと思って

おります。 

 地方への移住促進というのは、いつも申し上げておりますけども、一つや二つの

施策でですね、がんと効果が上がるというのはそんなにないと思います。やはり基

本的には、その町その町の総合的な魅力度を高めることだろうと思っておりますけ

ども、そのきっかけになるためには、実際このあわら市なら、あわら市を見ていた

だく、体験していただくということが大事でありますので、今ご指摘のようなマル

チハビテーションというようなこともですね、あり得るのかなと思っております。

それは、今後の推進本部の方でもまた取りまとめていきますので、その中で検討さ

せていただきたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 高齢者移住政策というのは大変難しゅうございます。第１の問

題点となるのは、先ほど市長もおっしゃっていましたようにですね、介護保険制度

の問題がそうだと思います。ただ、自分としては介護保険制度ができたのは、その

家族のためにあると私は理解しております。 

 その中でですね、年をとっても自分の意思で住むところが決められるのであれば、

自分の生き方が全うできるような制度であってほしい、そうなるよう国に希望する
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ものであります。それによって、高齢者が独自の判断で移住先を考える時代が近い

将来、必ずやってくると思っております。そのためにも、いち早く、このあわら市

を最後の居住地と認めていただけるような政策が大変必要ではないかと感じておる

のです。住環境や子育て環境、自然環境を改善し、オリジナリティーあふれるあわ

ら市をつくり上げることです。 

 市長の唱えていらっしゃるＨＥＥＣＥ構想は、まさにその政策だと理解しており

ますが、その進み具合はまだまだ遅く、市民への理解度、認知度も低く、なおかつ

一貫性がなく理解しがたい点も多々あります。あわら市内でも、市街地と村部にお

ける地域格差の現状を考え直し、公共交通機関の整備や、きめ細かい福祉政策の実

現、道路や公共施設のバリアフリー化など、先を見据えたインフラ整備にいま一度

注視して実行していただくことで、今住んでいる私たちが喜ぶ町になると思います。

それによって、移住したくなる魅力あるあわら市になると思っておりますので、今

後ますますこの事業を重視していくことを切に要望して、この質問を終わらせてい

ただきます。 

 続きまして、２番目の質問に移らせていただきます。 

 地域消費喚起型交付金事業についてご質問いたします。 

 去る７月１日に、「あわら・わくわく・プレミアム付商品券」が発行されました。

発行総額は２億３,９００万円、プレミアム率は２０％、福井県分がプラスされたも

のは３０％のプレミアム率となり、すごくお得感のあるものだと思います。 

 以前、２００９年、２０１１年などにも、このような国の政策によって商品券が

つくられ、消費拡大に一役を買ったという自治体もありました。今回も各地で、こ

のような商品券の発行が行われ、発売初日に長い列をつくる購入希望者により、混

乱を招いた市町村もあったみたいですが、当あわら市において予約販売、さらに売

れ残りの当日販売、どれぐらいの販売がなされたのか、お聞きしたいと思います。 

 周知徹底がうまくいかず、１人２セットまでという限定での予約販売が売れ残っ

たため、１人５セットまでの当日販売を行った結果、販売日の７月２６日には、早

朝から人が並び始め、買えなかった人もいたということです。 

 この国の交付金を使った事業は、「国が交付金事業を決めてから、自治体が行動す

るまでに時間がなかった」と指摘する人もいます。確かに、制度設計に与えられた

時間が少なかったとは思われますが、この事業に対して、細かい点でいろいろ問題

点が多いような気がします。 

 まず、あわら市としての独自性が得られなかったこと。そして、利用できる取扱

店が少ないこと。また、１,０００円券の発行で、しかもおつりが出ないということ

で利用しにくいという点もあります。このようなことは、以前も言われていたこと

だと思いますが、前回の発行の教訓が果たして生かされたのかどうか、是非お聞き

したいと思います。 

 前回の商品券の使いづらさを知っている人は、今回購入しなかったのではと懸念

されるところですが、「国による地方商店街の保護政策」と捉えると、あわら市商工
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会に任せた今回の発行は、本当に商店街の活性化につながるのか疑問でなりません。

商工会に加入していながら、プレミアム商品券の使えない商店が幾つもある。また、

これを契機として、各商店の努力が余り見られなかったことが残念でなりません。 

 それとともに、商工会員も年々減少傾向にあるとお聞きしております。それゆえ

今回を契機に、商工会員の増加に努める活動や努力、商工会員でなくても、プレミ

アム商品券の使える店舗を増やす努力をしていたのかどうか、全く疑問だらけでご

ざいます。今回の「国のバラマキ政策」とも呼べるプレミアム商品券発行に際し、

市長のご意見をお聞きしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） お答えいたします。 

 「あわら・わくわく・プレミアム付商品券」は、国の地域活性化・地域住民生活

等緊急支援交付金を活用したもので、その取り扱いは、あわら市商工会に委託して

おります。 

 販売方法としましては、多子世帯や母子世帯等を対象とした優先販売のほか、１

次販売及び２次販売の三つの方式により実施いたしたところです。 

 まず、多子世帯等を対象とした優先販売では、対象となる５１８世帯に案内通知

及びクーポン券を送付し、購入を希望した２４４世帯に対して、１世帯１万２,００

０円分の商品券を８,０００円で販売いたしました。 

 続いて行いました１次販売では予約制を採用し、７,０００人の方々に３０％また

は２０％のプレミアムつき商品券を、合わせて１万３,８００セットを、１セット１

万円で購入いただいております。 

 この１次販売は、１人２セットまで購入できるもので、販売申し込み用ハガキつ

きのチラシを４月には新聞に、５月には広報紙に折り込んでおり、さらに５月、６

月の２回にわたり新聞広告を掲載いたしました。このほか、商工会だよりや、市及

び商工会のホームページにも掲載し、商品券販売について広く周知を図ったところ

です。 

 また、優先販売と１次販売をした残りの商品券５,０００セットについては、７月

２６日から２次販売をいたしました。この２次販売では、１人５セットを上限とし

て、広報紙の７月号及び７月２１日の新聞にチラシを折り込むとともに、市及び商

工会のホームページにより周知を図り、商工会の本所と支所の２カ所で直接販売を

したところです。この７月２６日の２次販売では、朝６時から並んだ方もいたよう

ですが、商工会職員がその列の整理に当たり、９時の販売開始から１時間半後に完

売するまで、特に混乱があったとは聞いておりません。 

 次に、プレミアム商品券に関する独自性についてでありますが、市外の方にも購

入できる仕組みとなっていることが大きな特徴と考えております。これは、市外か

らの消費を促し、市内の商店街の活性化を図ろうというもので、市外の１,２００人

の方々から３,０００万円分の商品券の購入がありました。このほか、商工会独自で
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プレミアムつき商品券を利用された方に対して、抽選補助券を発行して抽選で商品

を進呈する取り組みや、夢カードのポイントを２倍から５倍にするなど、事業所ご

とのアイデアを生かした取り組みも実施されています。 

 商品券を利用できる取扱店としましては、商工会が取り扱い可能な事業所へ働き

かけ、その６割に当たる２２４事業所に参加いただいております。 

 また、非会員に対しては、この機会を利用して商工会入会を勧めており、商工会

として組織強化のための会員増にも努めているところであります。 

 続いて、おつりが出ないため利用しにくいということでありますが、国の事務要

領の中では、「おつりは支払わないこと」とされております。また、ご存じのとおり、

商品券は法律上「前払い式支払い手段」であることから、前払いで商品券を購入し

たことになるため、原則おつりを出すことはできません。 

 加えて、プレミアム分が３通りあり、換金手数料も２通りあるなど、おつりの額

を計算する事務が複雑で、消費者に理解していただくことも難しく、現場に混乱が

生じることが予想されることから、おつりを出すことは現実的ではないと判断いた

しました。なお、県内においては、おつりを出している市町はないと聞いておりま

す。 

 最後に、今回の事業実施に当たっては、平成２１年度に実施した前回のプレミア

ム商品券発行事業の反省を踏まえた取り組みも行っております。当時、市民から最

も多く聞かれた意見が、「長時間並ばなくても購入できるようにすること」と「でき

るだけ多くの方に購入していただけるようにすること」であったことから、今回は

予約制とし、購入上限も１人３セットから２セットまでとして販売いたしました。

これにより、商品券購入者は前回の５,４００人から８,４００人と５０％以上増え

ており、アンケート調査でも予約制にしたことが評価を得られ、一定の改善効果が

あったものと考えております。 

 加えて、今回のプレミアム商品券発行に関しては、何よりも前回より５,９００万

円多い、総額２億３,９００万円の商品券を発行したことにより、その経済効果は大

きく、商工会の努力もあって、本事業の目的とする消費喚起は、一定の成果を上げ

ることができるものと期待しております。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） この商品券のですね、周知徹底が本当にされたのか、そこのこ

となんですけれども、かなりの枚数、予約販売で枚数が残ったということ。あんま

り知らなかったと。最初が２セットしかなかったのが、売れ残ったから今度は５セ

ットにしたというところ、本当に購入希望者全員に行き届いたかどうかという問題

でですね、広報あわらのチラシを含めて、新聞広告等で本当にそのチラシの効果が

あったかと。そういうところがなかったのではないかなと思うんですけど、その点

は、もう１度お聞きますが、いかがでしょうか。 
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（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） お答えいたします。 

 プレミアム商品券が希望者全員に行き届いたかどうかのお尋ねですが、希望者全

員の把握というのは、非常に困難であると考えております。少なくとも、商品券購

入者が前回より３,０００人、率にして５０％増えたという結果から見ましても、前

回以上の周知が図られたと考えております。 

 なお、議員のご指摘の効果という点につきましては、総合的な見地から事業終了

後、十分検証して参りたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 確かに、私も市外者ね、市民以外の方がたくさん購入されたと

いう点は評価しているんですけど、それによって増えたという点が今後あると思う

んですね。 

 それともう一点、商品券が使いづらいということです。おつりが出ないというこ

と。市内にはですね、単価の小さい店がたくさんあるんですね。ですから、この１,

０００円単位ではなくてですね、５００円単位で商品券を発行すべきではないかと。

前回の反省のときも、あったと思うんですけども、その点についてはどうお考えか、

お聞かせください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） お答えいたします。 

 ５００円券の商品券をつくるべきであったとのご指摘につきましては、商工会の

方では商品券の額面について消費者や取扱店の利便性や消費喚起の効果など、総合

的に判断した結果、この額面を１,０００円にしたものと聞いております。 

 なお、このことによる苦情の声は現在のところ、特に出ていないとのことでござ

います。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） このようなプレミアム商品券ですね、本当にいろんな問題点も

あるんですけども、意外にこの商工会に払った運用費というものがですね、非常に

大きいと。だから、効果をどう考えるかというのは、これからのいろいろなアンケ

ート調査等の調査をしてですね、集めていただきたいと思います。 

 それと、現在、商工会の加入者ですね、高齢化の波と跡継ぎ問題が大きな課題と

なっております。そのためにですね、各商店の購買意欲を高めようという努力がい

ま一つ足りなかったのではないかと感じております。まだ期間はありますけれども、

市内で購入しようとする人が少なくなればですね、プレミアム商品券を扱う必要も
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なく、それが商品券の使いづらさに追い打ちをかけているのではないかと思うので

すが、その点はいかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） 各商店の購買意欲が足りないのではないかというご指

摘でございますが、商工会の会員数が減少傾向にあることはご指摘のとおりであり

ます。各商店の購買意欲を高めようとする努力については、商店間で温度差がある

ものの、懸命に購買意欲を高めようとする商店もあります。今後につきましては、

商工会会員を増加するためにも、商工会と連携を図りながら、各商店の振興に努め

たいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 商工会もですね、内情は大変だと思います。けども、やはりい

ろいろ努力をしていただいてですね、このプレミアム商品券を扱うことで消費の増

大に努めていただけたらと思っております。 

 今回この事業は、国が運用のガイドラインだけをつくりまして地方自治体に丸投

げしたという様相を呈しております。ただ、それだけに市役所は売り切ることを中

心に対策を練ったのではないかと感じております。自分が使用した場合とか、うち

の店で買ってもらう場合など、当事者のことを考えながら、細かい制度設計を考え

るべきではなかったのかと思います。これは商工会内部にも問題提起をはっきりと

し、停滞する商工会の活性化にもつながる問題だと感じております。 

 また、このようなプレミアムつき商品券の発行は、継続して行ってこそ地方商店

街や地域消費の活性化につながるものと思っておりますので、今回の事業の反省等

をしっかり捉えて、次回、国がもう１度このような政策を行った場合の教訓として

いただきたいと思います。 

 この質問はここで打ち切らせていただきます。 

 それでは、３番目の質問に移らせていただきます。 

 中学校のクラブ活動と総合型地域スポーツクラブについてご質問いたします。 

 今年３月の定例会におきまして、勤労青少年ホーム条例の廃止が決まりました。

しかしながら、当分の間、学校施設として勤労青少年ホーム体育館は使われていき

ます。その期間も限定されており、来年の１０月まで、中学校の新体操部が全国大

会に向けて練習に使うためとされており、その後は新体操部も一つの地域スポーツ

クラブとして活動していくようになり、この体育館も取り壊されるという説明を受

けております。自分としては、まだまだこの体育館は、利用価値があると考えてお

りますので、今後はこの件に関しては、しっかりとした議論をしていきたいと思っ

ております。 

 実は、このことからある疑問が生まれております。人口減少により、金津中学校、

芦原中学校の生徒数が減り、中学校の部活がなくなっていくのではないかというこ
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とです。特にスポーツクラブにおいては、人数の確保も難しく、また顧問の先生の

なり手もなかなか大変だということで存続できなくなるとのお話をお聞きしました。

そこで、スポーツの楽しさ、またスポーツクラブの大切さを知っている１人として、

今後、減り続ける生徒数を考えると、二つの中学校の生徒で一つの部活を行ってい

けないかということでお聞きしたいと思います。 

 それには、いろいろ問題点もあると思います。まず、指導者の問題ですが、これ

に関しては、その指導者の派遣を総合型地域スポーツクラブで行えるものなのでし

ょうか。平成２２年に、総合型地域スポーツクラブとして、「あわらトリムクラブ」

が創設されました。１９９５年に、文部省が実施するスポーツ振興施策として、「幅

広い世代の人々が、各自の興味関心・競技レベルに合わせて、さまざまなスポーツ

に触れる機会を提供する場」として、地域密着型のスポーツクラブ設置を提唱して、

この「あわらトリムクラブ」が創設されたわけですが、現在その活動内容はどうな

っているのかを最初にお聞きしたいと思います。 

 また、この総合型地域スポーツクラブの本質は、いったい何だと思われているの

か、お聞きしたいと思います。 

 自分としては、地域スポーツクラブは地域のコミュニティの役割を担うスポーツ

クラブであり、社会体育団体のまとめ役として、このクラブがあると思っておりま

す。それゆえ、中学校のクラブ活動においても、専門の指導員の派遣ができるので

はないかと思うのですが、中学校生徒の減少による部活の減少についてのお考えと、

総合型地域スポーツクラブとして、中学校の部活に対して指導者の派遣を含め、支

えていけることがないのかについて、教育長のお考えをお聞きしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 教育長、大代紀夫君。 

○教育長（大代紀夫君） お答えをいたします。 

 まず、総合型地域スポーツクラブである「あわらトリムクラブ」の現在の活動に

ついてでありますが、「あわらトリムクラブ」は、地域の皆さんが主体となって運営

するスポーツクラブで、子供からお年寄りまで、誰もが、いつでも、どこでも、気

軽にスポーツ活動に参加できる環境を目指し、スポーツ教室、スポーツイベント等

を実施し、健康で豊かな生活と活力に満ちた魅力的なまちづくりに寄与することを

目的に平成２２年に創設されました。 

 平成２７年８月末現在の会員数は、運営会員の２８人を含めて３５２人となって

おります。また、賛助会員として１３団体が登録いただいております。 

 活動内容は、教室開催が一般の部で１５教室、ジュニアの部が７教室、そのほか

体験、交流を目的としたイベント、出前教室や救急救助員養成講習会を開催してお

ります。 

 次に、総合型地域スポーツクラブの本質についてでありますが、「地域の住民の誰

もが気軽にできる」、これが総合型地域スポーツクラブの考え方の本質だと考えてお

ります。各体育施設等を「限られた目的」のため、「限られた人」を対象に、「限ら
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れた時間」に実施しているスポーツクラブやサークルとは違い、総合型クラブは、

複数のプログラムを用意し、スポーツ環境を市民に提供することで、楽しみながら

人間関係を広げる「まちづくり」の場となっております。 

 続いて、中学校の部活動についてお答えをいたします。 

 中学校における部活動は、教育課程外の活動ではあるものの、スポーツや文化活

動を通して学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等に資するものであり、学校教

育活動の一環として大きな意義や役割を果たしております。このような中で、平成

１８年からの１０年間の生徒数と部活動数の推移は、芦原中学校では生徒数が１２

２人減少しており、その間、男女合わせて１１の運動部が９となり、二つの部活動

が休部となっています。また、金津中学校においても、７６人の生徒が減少し、１

９の運動部が１７となり、二つの部活動が休部となっています。 

 お尋ねのありました、二つの中学校の生徒で一つの部活を行っていけないかとの

ことですが、県の中学校体育連盟では、少人数の運動部に大会参加の機会を与える

趣旨から、複数校合同チーム編成規定があります。それぞれの生徒は、この制度を

励みにして、日々学校での練習に取り組んでおり、極少人数であっても部活動の存

続は可能となっています。 

 また、部活動の減少についてどう思うかとのことでありますが、部活動は決して

勝利至上主義であってはならないことですが、部活動の活躍は学校全体の活気にも

つながるものであります。かつての芦原・金津両中学校では、北信越大会や全国大

会で多くのチームが活躍した時代がありました。私自身、このような時代を振り返

るとき、部活動の数や部員数が減少している状況については、非常に寂しく思って

いるところであります。 

 特に、生徒にとって部活動への選択肢が少なくなることに憂慮をしておりますが、

私は、今年の夏季中体連の地区大会、県大会、北信越大会に時間の許す限り、会場

に足を運んで応援をする中で、毎日の練習の成果を出し切り、頑張っている生徒た

ちの姿、礼儀正しい姿に大変感動をいたしました。両中学校では、すばらしい部活

動が展開されているものと思っております。 

 最後に、総合型地域スポーツクラブとして、指導者の派遣など、中学校の部活動

に対して支えていけることがないのかというご質問でありますが、現在、中学校に

は、体育協会のメンバーや地域ボランティア等に外部指導者を依頼しており、また

県中体連におきましても、教員の多忙化解消や競技力向上のために、外部指導者制

度の導入が始まっています。 

 一方、トリムクラブには、部活動に対応できる指導者が少なく、専門的知識を持

った指導者を学校に紹介するにとどまっているのが現状となっています。現在は、

中学校の教員が生徒たちのことを思い、一生懸命に部活動の指導に当たっているも

のの、中学校が抱える生徒数の減少及びそれに伴う教員の減少、教員の多忙化など

の課題が依然としてあります。しかしながら、そういう中にあっても、子供たちが

スポーツに親しみ、また技能の向上にも励むことができる環境をつくっていくこと
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が求められています。今後、どのような形でトリムクラブが貢献できるかを模索し

て参りたいと考えておりますので、議員各位のご理解を賜りますようお願い申し上

げます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 部活のですね、先生方の大変さを僕も聞いております。今ちょ

っと、もう一つお聞きしたいのはですね、この総合型地域スポーツクラブでですね、

登録した場合、市内中学生を対象とした種目でですね、日本中学校体育連盟いわゆ

る中体連に加盟はできるかどうか、お聞きたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 教育長、大代紀夫君。 

○教育長（大代紀夫君） お答えいたします。 

 基本的に中学校の校長が認めれば、中体連への加盟は可能でございます。例えて

申しますと、水泳部などは指導者が中学校にはおりません。生徒の多くはスポーツ

クラブの水泳教室などに通いながら練習を重ねております。こういう生徒は、中体

連の大会がありますと、その大会に出たいということで校長がこれを中体連の加盟

として認めて、そして大会に参加するというような形をとっておりますので、基本

的に議員のご質問のスポーツクラブからの中体連への加盟も可能でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 外部指導者の件を先ほどご説明いただきましたが、そういった

指導者の確保という点で、指導者への報酬または手当等はどうなっているんでしょ

うか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 教育長、大代紀夫君。 

○教育長（大代紀夫君） スポーツクラブ、トリムクラブを参考に申し上げますと、指

導料として交通費を込みで１教室６０分当たり３,０００円をお支払いしているの

が現状でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） ３０年ぐらい前になりますか、坪田議長と一緒にですね、体育

指導員をやっているころに、この総合型地域スポーツクラブに対して勉強させてい

ただいたこともございます。一番難しいのが、実は経営基盤だと思います。現在、

あわらトリムクラブの経営基盤の収入というものは一体どうなっているのか、お聞

きしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 教育長、大代紀夫君。 

○教育長（大代紀夫君） 経営基盤の収入についてのご質問ですけれども、まず運営会
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員、それから活動会員、それから賛助会員によるクラブ会費、また教室の開催、イ

ベント、出前教室等の参加料あるいは受託料の事業収入と、そのほかの収入で経営

基盤とさせていただいておるのが実情でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 創設されて６年目となります、あわらトリムクラブでございま

すが、まだまだ問題点も多く発展途上だと感じております。例えば、カヌースポー

ツ少年団も中学にはそのクラブがないなど、スポーツ少年団や体育協会との連携も

視野に入れて、今後ますます進む高齢化と少子化への対策も考えながら、あわら市

独自の総合型地域スポーツクラブとして、是非改革を行っていただきたいと思って

おります。 

 今回いろいろとご質問とご提案をさせていただきましたが、特に一番最初の介護

保険の問題は、国の政策であり難しい問題でございました。質問させていただくに

当たり、城戸橋市民福祉部長、藤井健康長寿課課長にいろいろ勉強させていただき

ました。しっかりと私の質問内容を把握していただき、うれしく思っております。 

 その際、国の未来、それに伴うあわら市の未来を語ったわけですけども、国の交

付金が決定されてから考え行動するのではなく、しっかりとした考えのもと、この

ような交付金または補助金があればという一地方自治体としての姿勢を持つという

ことの大切さを感じました。小さな自治体ではございますが、国の将来を考え、私

たちにできることを考えていくことは一番大切なことだと思います。 

 今、あわら市は若い職員が増え、一人一人その仕事への姿勢というものをしっか

りと育てていかなければならないと感じておりますだけに、仕事を与えられてから

こなすという姿勢ではなく、未来の日本をつくるのは自分たちであるという、その

気構えと大きな自信を持たせ、日々学び、考え、職員の指導に当たっていただきた

いと思います。市長をはじめ、各理事者に切に要望して、私の質問を終わらせてい

ただきます。 

○議長（坪田正武君） 暫時休憩をいたします。再開は１１時からです。 

（午前 10時 47 分） 

                                        

○議長（坪田正武君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前 10時 59 分） 

◇吉田太一君 

○議長（坪田正武君） 続きまして、通告順に従い、５番、吉田太一君の一般質問を許

可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ５番、吉田太一君。 

○５番（吉田太一君） 通告順に従い、５番、吉田、一般質問をいたします。 

 今回の質問は大きく分けて三つ、一つ目は移住者対策について、二つ目は６月定
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例議会に引き続き観光事業について、三つ目はあわら市の起債について、いわゆる

借金です。 

 それでは、一つ目の移住者対策について質問をさせていただきます。多少、山本

議員とかぶってしまいますが、山本議員は高齢者の移住でしたが、私は別の角度か

ら質問をしたいと思います。 

 消滅可能性都市、少子化と人口減少が止まらず、存続が危ぶまれると指摘された

８９６市区町村、昨年５月に民間研究機関「日本創成会議」が発表した２０１０年

から３０年間で、２０歳から３９歳の女性の人口が５割以上減少することが指標、

あわら市もこの消滅可能性都市に入っています。 

 あわら市誕生時、平成１６年３月１日、人口は３万２,０５８名、９,９９２世帯、

８年前、平成１８年８月１日、３万１,５１４名、１万２７世帯、今年、平成２７年

８月１日現在で、２万９,２１６名、１万２１３世帯です。合併当初から見ると、２,

８４２名が減少しています。約９％減です。 

 今年の盆に、私の同級生が都会から帰郷し話をしましたが、都会では定年後に田

舎に移住し、畑などをしながら静かに暮らすという人が多いと言っていました。そ

ういえば、沖縄県は人口が逆に２％増加していると聞きました。人口減少対策の上

でも、移住者を受け入れるべきだと私は思います。 

 そこで、移住者でも若い人、子育て世代、定年退職者、高齢者とありますが、あ

わら市はどの世代にターゲットを絞るかによって変わってくると思いますが、移住

してくるためには、まず住むところが必要だと思います。 

 今年に入り、区長に依頼された空き店舗、空き倉庫、空き家の状況をいまだ議会

に報告されていませんが、もう９月に入りましたが、調査結果はどうでしたか。 

 また、あわら市に移住してもらうための対策は検討されていますか。移住者に対

しての特典はどのようなものがありますか。 

 また、移住者の世代にターゲットを絞るわけですが、あわら市はＨＥＥＣＥ構想

で「住み・生み・育てやすいまちづくり」と銘打っています。子育て世代にとって、

あわら市の環境は整っていると思いますが、８月１４日の新聞でしたか、福井県池

田町は乳幼児の育児を応援するために、町内で使える商品券と現金を子供１人の場

合、月３万円母親に渡す「ママがんばる手当」の支給を１４日から始めました。町

内の各店舗には、乳幼児向けの商品の導入を呼びかけ、子育てに優しいまちづくり

を推進しています。 

 同町が地方創生施策として、子育てや住宅支援などに本年度から取り組んでいる

「バックアップライフ戦略プラン」の一環、地域商品券「いけだ応援券」は、プレ

ミアムつき商品券として既に販売しましたが、今回は手当用に新たに発行していま

す。手当は、誕生翌月から３６カ月まで３年間の子供を持つ母親が対象となる、「い

けだ応援券」を月２万円分、同町総合保健福祉センター「ほっとプラザ」の保健福

祉課窓口で支給するほか、３６カ月までの子供１人につき月１万円を、あらかじめ

指定した口座に現金で振り込む。手当にかかる費用は、年間約１,５００万円で、町
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の自主財源で賄っているそうです。商品券と現金の支給に、いずれも所得制限はな

く、４月、８月、１２月の年３回支給し、児童手当のない月に設定し、年間を通し

ての支援体制を整えました。父子家庭の場合は父親、父母がいない場合は養育者が

対象となっています。同町保健福祉課は、「育児や仕事などで大変なお母さんを、町

全体で応援していければ」と話していたと記事に載っていました。 

 池田町に住めば、このような経済特典があります。環境に関してはどこでもやっ

ています。あわら市独自の特典は考えておられますか。あわら市は、昨年から人口

減少対策チームをつくって会議を開いてきましたから、何か案があると思いますが、

いまだに案がないことはないと思いますので、是非お聞かせ下さい。 

 これで１回目の質問を終わります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 総務部長、嶋屋昭則君。 

○総務部長（嶋屋昭則君） 吉田議員のご質問にお答えをいたします。 

 空き家に関しましては、「空家等対策の推進に関する特別措置法」が本年５月２６

日に完全施行となったことを受けまして、６月１５日に、あわら市におきましては、

市内全域の建物を対象として、全区長に空き家の実態調査についてご協力をお願い

しております。 

 今回の調査では、「１年以上使用されていない建物またはこれに附属する工作物及

びその敷地」を対象とし、住宅だけでなく店舗や事務所、工場なども対象としてお

ります。 

 調査の進捗状況につきましては、現在１３２区のうち９３区から調査結果の報告

がありました。提出率といたしましては、７０.５％となっております。７月末を期

限として実施しておりましたが、空き家の情報には、個人情報等プライバシーに関

する事項がかかわってくるため、各区においても調査票の記入には苦慮されている

とのことで、未提出の区に対しましては、引き続きご協力をお願いしていきたいと

考えております。 

 なお、現時点での集計結果としましては、空き家の総数が４８１件で、その内訳

は、専用住宅で４１８件、兼用住宅で２０件、店舗で１３件、事務所で４件、工場

で３件、その他作業小屋等で２３件でございました。その中でも、瓦や外壁の一部

が脱落するなどの危険家屋と推定される建物は７１件となっております。２４年の

調査時には、専用住宅及び兼用住宅で４９３件の空き家を確認しておりますが、住

宅の空き家だけ捉えましても、前回を上回る件数になるものと考えております。ま

た、空き家であっても、定期的な清掃等、適切に管理されているものも多く見受け

られました。今後は、現地調査を行うとともに、空き家の所有者や管理者を特定し

まして、取壊しや有効な活用など適切な指導に努めて参りたいと考えております。 

 次に、あわら市への移住を促進するための対策について申し上げます。 

 市では、人口減少社会の到来を見据えて、市の重要政策を「若い世代が住み、生

み、育てたくなるまち」と定め、その実現ツールとしてのＨＥＥＣＥ構想事業を平
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成２２年度から展開しているところでございます。健康や教育、環境の分野に特化

して、これらを体系的に進めることで、市の活性化を推進しようというものですが、

特に子育て支援については、ご紹介いただきましたように、中学生までの医療費の

実質無料化や、世帯の第三子以降のこども園料無料化の先行実施、さらに今年度か

らは、５歳児のこども園料無料化制度を導入し、全国的にも極めて高いレベルのサ

ービスを提供するまでに至っております。 

 昨年９月に設置した人口減少対策推進本部においては、地方創生交付金の実施計

画を検討するとともに、新しいＨＥＥＣＥ構想事業の検討も行ったところです。こ

うした検討を経て、今年度から新たに実施しているのが５歳児無料化であり、縁結

び事業であり、スモール・ビジネス支援事業などであります。 

 ご案内のように、人口減少対策推進本部とその検討委員会は、７月から、まち・

ひと・しごと創生推進本部とワーキンググループへと移行し、あわら市総合戦略の

検討を行っております。 

 その進捗状況についてお尋ねをいただきましたが、移住や定住を促進するために

は、さまざまな施策を複合的に展開する必要があります。ご紹介いただいた池田町

のように、対象者に対する金銭給付も一定の効果はあると思います。ただ、施策を

長続きさせるためには、単なる金銭給付だけでなく、さらにもう一歩踏み込んだ施

策が必要です。 

 移住したい人が求めるものは、まず働く場所であり、次に住む場所であると思い

ます。その上で、高い行政サービスが用意されている必要があります。現在のワー

キンググループには、金融機関やハローワークなどの担当者も参画いただいており

ます。これまでの作業では、新しいアイデアも出されていると聞いております。こ

れらをもとに、持続可能な対策を講じて参りたいと考えておりますので、ご理解を

賜りますようお願いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ５番、吉田太一君。 

○５番（吉田太一君） 部長、空き家の調査を依頼してからきょうまでで、約８２日間

たっています。まだ７０.５％しか回答が出ていないと。ちょっと遅いんではないか

と。今ごろそんなことを言っているようでは、今年中にきちっとしたあれが出ない

んじゃないですか。空き家対策にしても、調査をして終わりではないです。終わり

ではないと思います。その先があるんではないですか。 

 区長さんも大変な仕事だとは思いますが、市が期限を決めた以上、しっかりと守

っていただけるよう、総務部長、お願いをしてください。また、全ての結果が出次

第、議会に報告をしてください。 

 答弁の中で、定期的に清掃等、適切に管理されているものが多く見られると答弁

されました。当然、所有者の借家等の賃貸も可能だと思われますが、調査した後、

この情報をどう利活用しますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 
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○議長（坪田正武君） 総務部長、嶋屋昭則君。 

○総務部長（嶋屋昭則君） お答えをいたします。 

 今ほど申し上げましたように、忙しい中での調査でございます。その中で、でき

る限り所有者や管理者、これらの情報につきまして、ご近所にもお聞きしながら調

査していただいているという状況でございまして、まだ未提出の区もございますが、

引き続きお願いをして参ります。 

 また、市では、これと並行しながらですね、出て参りました調査表を整理いたし

まして、市職員が今後、直接現地に出向きまして、１軒１軒現地を確認し、適正な

管理の指導、また特定空き家等を判断する事務を進めて参りたいと考えてございま

す。その中で、賃貸等の意向確認もできるだけ行いながら、空き家情報バンクへの

登録や移住・定住促進対策に活用できないか、いろいろ検討をさせていただきたい

と考えてございます。これらの状況につきましては、適宜議会の方にもご報告をさ

せていただきたいと考えてございますので、よろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ５番、吉田太一君。 

○５番（吉田太一君） 今、部長は空き家登録をしていきたいと、これはたしか、県の

方だと思うんですけれども、例えばあわら市のホームページにあわら市のそういう

空き家登録何かというのはできませんか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 総務部長、嶋屋昭則君。 

○総務部長（嶋屋昭則君） お答えをいたします。 

 それは実際、現在やってございます。あわら市ホームページにも空き家情報バン

クがございますし、県の空き家情報バンクとリンクしておりますので、既に登録を

やっておりまして、現在４件ほど登録がございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ５番、吉田太一君。 

○５番（吉田太一君） すいません、見ていませんでした。たしか、４件は賃貸じゃな

くて、売買でしたよね、たしか。 

 次に、山本議員の質問に、先ほど市長がお答えになりましたが、１０月末までに

政策を出したいと答えられました。昨年９月に設置した人口減少対策推進本部では、

まち・ひと・しごと創生推進本部と、ワーキンググループへの移行をするまでに、

部長、何回会議を開き、どのような意見等が出されましたか。具体的にお願いしま

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 総務部長、嶋屋昭則君。 

○総務部長（嶋屋昭則君） お答えをいたします。 

 昨年９月５日でございますか、人口減少対策推進本部を立ち上げまして以降、庁

舎内の若手中堅職員で組織します検討チーム会議を３回、それで関係課長で組織す
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る検討委員会を２回、推進本部２回、このほかにですね、持ち回り的な会議を何度

かやってございます。そういう中で、いろいろな提案が出されました。名泉郷にご

ざいます市の土地の有効活用、これらの提案もございました。そういう中で、さき

の３月補正におきまして、先ほども申し上げましたように、縁結び事業、また求人

求職者マッチング促進事業、これもこの検討チームやら検討委員会の方で提案され

たものでございますが、これらを予算化させていただいたというところでございま

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ５番、吉田太一君。 

○５番（吉田太一君） 私は、最初にも言いましたが、人口減少対策では、沖縄県は人

口が２％増えていると言いましたが、沖縄県は移住者が多いと聞いています。あわ

ら市も人口を増やすために移住者を増やしていくべきだと思いますが、移住者に対

しての特典は、先ほども言われましたが、何といいますか、これはというのはない、

あわら市にしかないというのは、何かありますか。当然、移住を考えていく人は何

カ所か候補地を決めて、その中で選んでくると思いますが、何か特筆した魅力がな

いとあわら市を選んでくれないと思いますが、特典といいますか、何か考えていま

すか。それと、どの世代にまずターゲットを絞りますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 総務部長、嶋屋昭則君。 

○総務部長（嶋屋昭則君） お答えをいたします。 

 特典ということでございますが、特典ということもございますが、ＨＥＥＣＥ構

想事業をさらに充実しましてですね、あわら市の住みやすさをアピールすることが

大切であると考えてございます。 

 また先月、福井県がですね、県内出身の入学者数が多い立命館大学、また京都産

業大学とＵターン就職支援協定を締結し、Ｕターン、Ｉターンの増加を図っていく

ということを進めようとしております。こういうこともございまして、あわら市に

おきましても、若者のＵターン、またＩターンが進むよう雇用環境の整備を目指し

ております。 

 どの世代を対象にということも重要ですが、この人口減少対策に対しましては、

思い切った事業を展開する必要があるということも考えております。そういうこと

で、今後、効果的な対策をまち・ひと・しごと創生推進本部で検討して参りたいと。

その中で、なるべく早く効果的な施策を盛り込んでいきたいと考えてございますの

で、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ５番、吉田太一君。 

○５番（吉田太一君） いろいろとお伺いしましたが、ちょっと役所の対応が遅いかな

という思いが少しあります。今回の移住者対策は、早く打ち出して１人でも多くの

人があわら市に移住していただけるよう、全国に早く発信をしていただきたい。あ
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わら市は、山あり、湖あり、海あり、そして自然の恵み温泉があります。移住して

くる条件にとって、とってもいいことだと思います。早く市として取り組んでいた

だきたいと思います。 

 続きまして、観光事業について質問をいたします。 

 まず最初に、６月議会でも質問しました a キューブについてです。その後の利用

状況を教えてください。また、商工会と指定管理を結ぶときに、商工会からはどの

ような事業計画でしたか。 

 a キューブを造るときに議会・委員会で議論した内容は、目的と利活用でしたが、

現在の a キューブの利活用について私は不満でいっぱいです。当時、私が常任委員

長をしていたときに議論した内容が、現在の a キューブの利活用に生かされていな

い。aキューブがオープンして５カ月が過ぎています。６月の一般質問で、川西部長

は、地元の農産物を販売する「にぎわい市」を開催する予定と答弁されました。開

催されましたか。 

 これは、aキューブを造る前に議会・委員会で議論され、トラック市などを行い、

地元のにぎわいをつくろうと、ＪＲ芦原温泉駅前のにぎわいの拠点として議会が賛

同して、aキューブをつくることを議決したものです。言うまでもなく、議会は議決

機関、市長は執行機関です。あくまで議会で議論された内容を生かされるものと信

じて議会は議決したんです。しかしながら、議会で議論された内容が生かされてい

ないと思いますが、どうでしょうか。当然、市として管理者である商工会に言って

いるとは思いますが、どのように指定管理者である商工会に話をしていますか。 

 続きまして、６月の一般質問の答弁で、修景整備された市道田中々舟津線（通称、

湯～わくＤｏｒｉ）で、朝市や夕市の計画があると答弁されましたが、朝市だけで

なく、夕市はやっておられますか。湯～わくＤｏｒｉで市場を７月４日から開催し

ているが、出店の内容及び出店数と来場者状況はどのようになっていますか。 

 最後に、開湯１３０周年事業について、一過性の集客を目的としたイベントでは

なく、観光振興や市の活性化を意識している団体等と連携を図りながら、そのつな

がりを重視し、５年後、また１０年後へと継続できる事業内容とすることを前面に

打ち出しております。開催期間は、８月６日から１２月１３日までの１３０日間と

し、あわら湯のまち広場やあわら温泉街、ＪＲ芦原温泉駅周辺、金津創作の森等を

実施場所としております。 

 主な事業としては、「湯かけまつり」をはじめ、１３０周年祭を盛り上げようとす

る団体の各種事業を補助する「にぎわい週末広場」、アマチュアの短編映画を募集し

て行う「あわら湯けむり芸術祭」、市民や観光客に手づくりしていただき、たくさん

の竹明かりを灯す「あわら灯源郷」の４事業を実施すると、６月の一般質問でお答

えをいただきました。 

 「湯かけまつり」期間中、私は全国少年少女空手道選手権大会に東京武道館へ、

あわら市の児童５名を福井県代表選手として引率しており、実際には見ておりませ

んが、湯かけまつりは、昨年に引き続き多くの皆さんが市内外から集まっていただ
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き、盛況に終わったと聞いております。湯かけまつりも１０年続けることによって、

多くの集客ができるようになってきたと思います。１０年間継続していくには、さ

まざまな苦労があったと思います。「継続は力なり」、まさに継続することによって、

今や湯かけまつりは、あわら市の大きなイベントとの一つとなりました。 

 「にぎわい週末広場」、アマチュアの短編映画を募集して行う「あわら湯けむり芸

術祭」、市民や観光客に手づくりしていただき、たくさんの竹明かりを灯す「あわら

灯源郷」の４事業も、単発事業でなく継続性を持たせることが大事だと思います。 

 さて、ここで質問ですが、あわら湯のまち広場やあわら温泉街では、現在「にぎ

わい週末広場」でいろんなイベントを行っていますが、ＪＲ芦原温泉駅周辺ではど

うでしょうか。芦原温泉の玄関口でもあるＪＲ芦原温泉駅周辺、何か行っているよ

うには見えないのですが、予定として何かありますか。芦原温泉の玄関口である駅

前でも、何も計画がないことはないと思います。観光事業は、一部の場所だけで盛

り上がるのではなく、町全体で盛り上げていくものだと思いますがいかがでしょう

か。また、湯かけまつり以外の三つの事業ですが、継続させていくためには何が必

要ですか。 

 １回目の質問を終わります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） 吉田議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、ａキューブの利用状況についてでありますが、４月のオープンから７月末

までの来場者数は２,１００人で、月平均では約５００人となっております。駅に最

も近いキューブ１では、「ちはやふる」の漫画本やグッズ、越前あわらブランドａと

して商品化された工芸品やスイーツなどの販売が行われております。また、７月に

は、金津まつり本陣飾り物コンクールのスタンプラリーの設置場所としても活用さ

れました。そのほか、キューブ２は、本陣飾り物の展示場として活用され、キュー

ブ３及び４では、梅の加工品の販売やジャズコンサートが開催されております。 

 今後の利用予定としましては、開湯１３０周年祭の週末イベントとして９月に４

回、１０月に２回、１１月に２回、合わせて８回の音楽イベントを開催するほか、

９月にはガーデニング講座を、また１０月には野菜市を開催することになっており

ます。 

 さらに、「ちはやふるｗｅｅｋ ｉｎ あわら」が９月２６日から１０月４日までの

９日間開催されることから、ａキューブもインフォメーションセンターやスタンプ

ラリーの設置場所として利用する計画となっております。 

 なお、この期間を利用して、駅前の商店街が主体となり、「ちはやふる」にちなん

だイベントを開催する予定と聞いております。 

 以上がａキューブの現時点での活用計画でありますが、今後も毎月開催しており

ます商工会と市との定例会議の場において協議するなど、市民ニーズに応じて創意

工夫しながら、その活用に努めたいと考えております。 
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 なお、商工会に対する指定管理の内容、三つ目のお尋ねでございますが、基本協

定書によりまして、管理施設の使用許可、利用料金の徴収、維持管理、保全、その

ほか必要と認める業務と定められております。また、具体的な事業計画としまして、

クラフトマーケット、ファーマーズマーケット、ミニライブを各２回開催する予定

となっております。 

 次に、市道田中々舟津線、通称湯～わくＤｏｒｉの市場についてでありますが、

この市道を一方通行とし歩道を拡幅するなど、コミュニティ道路として修景整備さ

れたことを機に、沿線の人たちで組織する「湯～わくＤｏｒｉ協議会」により、観

光客や市民が交流するにぎわい創出を目的に、地元で採れる野菜や特産品を販売す

る市場が開催されております。しかしながら、市場の開催は、交通の安全性を最優

先とすることから、一般歩行者との分離や交通整理員を配置するなどの課題もあり、

現在は試行の段階で、午前中のみの開催となっております。 

 このような状況の中、市場では、地元野菜や加工品が販売され、出店数は４店舗、

平均３０名程度のお客様があるとのことでございます。市場の開催を楽しみにして

いる地元住民の固定客もいると聞いており、さらに出店数の増加が望まれるところ

ですが、交通の安全性を確保するための規制もあり、市としましても関係機関と協

議しながら、市場の本開催に向けて支援して参りたいと考えております。 

 続いて、ＪＲ芦原温泉駅周辺で実施されるイベントの予定でありますが、ご承知

のとおり、開湯１３０周年祭のメーン事業として、「あわら湯かけまつり」、「週末広

場」、「湯けむり芸術祭」、「あわら灯源郷」の４事業があり、開湯１３０周年祭実行

委員会では、来年度以降も継続していくことを念頭に置いて実施あるいは計画して

おります。 

 そのうち、週末広場では、ＪＲ芦原温泉駅前のａキューブを会場として活用し、

音楽イベント等を実施する予定で、広報紙やホームページで案内のほか、ＪＲ芦原

温泉駅前、ａキューブなど５カ所にイベント案内看板を設置し周知を図っていると

ころであり、開湯１３０周年祭を町全体で盛り上げていきたいと努めているところ

でございます。 

 また、「ちはやふるｗｅｅｋ ｉｎ あわら」でも、先ほど説明いたしましたとおり、

ＪＲ芦原温泉駅前やａキューブを活用してイベントを開催いたします。ＪＲ芦原温

泉駅周辺の重立った大きなイベントの計画は、現時点では以上でありますが、今後、

商工会や駅前商店街の関係団体等のご意見も伺いながら、既存のイベントの見直し

も含め、検討して参りたいと考えております。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ５番、吉田太一君。 

○５番（吉田太一君） 今、部長、お答えいただきました。 

 まず１点、ａキューブに来場者が２,１００名、これの内訳といいますか、市内の

人がどれくらいかわかりますか。 



 

68 

 

 それと、キューブ３と４の建物で、梅の加工食品の販売やジャズコンサートを行

ったと答弁されましたが、いつ販売されましたか。梅の加工食品の販売期間、それ

とジャズコンサートはいつ開催されましたか。それと、どれくらいの方が来場され

ましたか。知らなかったのは私だけでしょうか。どのような宣伝、告知をされまし

たか。先ほど言われましたように、周辺のあれとホームページでしたっけ、それだ

けでしょうか。 

 それと、今後の予定で９月に４回、１０月に２回、１１月に２回と合わせて８回

の音楽ベントを開始する予定とおっしゃいました。最低９月、１０月の音楽イベン

トは決まっているんでしょうから、どのようなイベントをやるのか教えてください。 

○議長（坪田正武君） たくさん質問をされますけども、一問一答ということで、これ、

一括で答えていますので、そういうふうにするとぶり返しになりますので、そこは

気をつけてやってください。 

○５番（吉田太一君） 了解。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） お答えいたします。 

 まず、ａキューブに訪れた２,１００人の市外、市内の内訳ということでお尋ねで

ございますが、現在のところ、その数字的な内訳につきましては、事務局の方では

ちょっとつかんでございませんので、後ほど判明しましたら、お答えさせていただ

きたいと思います。 

 次に、梅の加工品食品の販売期間につきましてですが、６月の１カ月間行われて

おります。また、ジャズコンサートにつきましては、６月２０日と８月２３日に開

催されております。この来場者数につきましてですが、加工食品販売が延べ５０人、

音楽イベントでは、６月のライブが１００人、８月のライブが３０人でした。 

 宣伝告知につきましてのお尋ねですが、基本的に主催する方がそれぞれ行ってい

ただいておるという形でございまして、先ほど申し上げました市のホームページ、

観光協会のホームページ、そういったところに予定等をお知らせもいたしますが、

それぞれの主催者がポスターやチラシなどでもって周知を図っているようでござい

ます。 

 今後の予定でございますが、９月には１３日にイブニングジャズライブ、１９日

に金津民踊クラブの発表会、２０日に武生高校吹奏楽部による演奏会、２１日にミ

クニシンフォニックウインズのライブ、１０月には１０日に二胡の演奏会、２４日

には三味線と地元アマチュアバンドによる演奏会、２５日にイブニングジャズライ

ブが開催予定となっております。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ５番、吉田太一君。 

○５番（吉田太一君） わかりました。 
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 ジャズコンサートですが、６月２０日は１００人、これは私も行きましたが、８

月２３日、３０名というのはちょっと少ないと。まあ、周知されていなかったのか

なと思います。 

 それでは、湯～わくＤｏｒｉについてちょっと質問をしたいと思います。 

 午前の市では４店舗ですか、ちょっと少ないと思います。交通の安全性を図るた

めの規制もわかるのですが、この湯～わくＤｏｒｉをつくるのに幾らお金をかけた

かということを考えると、計画の段階で市当局の計画が甘かったのではないかと感

じます。議会で議論された中では、朝市、夕市、地元野菜や加工品だけでなく、民

芸品とか観光客が買ってくれそうなものの販売も考えていたはずですが、どうでし

ょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） お答えいたします。 

 先ほども答弁いたしましたが、この湯～わくＤｏｒｉの市場の事業でございます

が、湯～わくＤｏｒｉ協議会という民間の活動組織が中心になって行っているもの

でございます。この湯～わくＤｏｒｉ協議会による市場につきましては、現在は安

全性を確認するため、試行段階というふうに聞いております。今後、湯～わくＤｏ

ｒｉ協議会では、関係機関と協議しながら、市場の出展数や販売物について充実を

図っていきたいとのことでございます。市といたしましても、必要に応じてその支

援をし、温泉街の回遊性を高めるため一層努力をして参りたいと考えておりますの

で、ご理解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ５番、吉田太一君。 

○５番（吉田太一君） ａキューブの利活用ですが、何度も言いますが、もっと指定管

理者がアイデアを出して、人が、市民が集まる場所にしてほしいです。商工会の一

大イベントである商工フェスタを、ａキューブを中心に行うなど、市民はもとより、

観光客もにぎわう場所になるよう努力してほしいと思います。 

 管理施設の使用許可、利用料金の徴収、維持保全だけであればシルバーにお願い

することもできます。なぜ商工会と指定管理の協定を結んだかを理解していただき、

しっかりと仕事をしてほしいです。このまま何も変わらないようであれば、指定管

理を打ち切り、新たな指定管理者を視野に入れていくべきだと思います。ａキュー

ブに関してはもう少し見ていきたいと思います。 

 また湯～わくＤｏｒｉ、道路をつくるのに多額のお金を投入しています。人でに

ぎわう通りにするために、わざわざ一方通行にしたんです。現在、夜あそこを歩い

ている人はほとんど見られません、当然です、何もやっていないんですから。私が

行く時間帯が悪いのかもしれませんが、見られません。観光事業、景観整備、すぐ

に結果が出ないのもわかります。湯～わくＤｏｒｉ協議会もわかります。しかしな

がら、何度も言いますが、７億以上の投資をしてつくった道路です。市としての責
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任もあります。市長、市として仕掛けをもっと早くやるべきです。費用対効果を出

すためにも、早く仕掛けをしてください。 

 また、９月１日のテレビでも見ましたが、デジタル紙芝居で行う映像回想の旅、

集団回想レクリエーションですが、これは疑似体験型の観光ＰＲになると思います。

ただ都会へ行って紙を配ってＰＲする時代はおくれているのではないでしょうか。

どこでもやっていることをやっていても、効果は薄いと思います。疑似体験をして

もらい、あわらのよさをわかっていただき来てもらう、どこもやっていないことを

初めにやってこそ、注目を浴びるのではないでしょうか。観光ＰＲ、アイデアが必

要ではないでしょうか。北陸新幹線福井早期開業が話し合われています。時間がな

いことを認識していただき、もっと早く取り組んでください。 

 続きまして、三つ目の質問に移ります。 

 平成１８年一般会計地方債残高は１３３億４,４４２万８,０００円でした。２６

年度一般会計地方債残高は１７７億５,００４万３,０００円、特別会計の起債残高

を入れると３１８億５,０３０万５,０００円です。 

 橋本市制９年目を迎え、８年間で一般会計の起債、いわゆる借金が４４億５６１

万５,０００円増えています。７月１日現在の人口は２万９,２００人ですから、現

在１人当たり１０９万７６４円の借金です。一般会計のうち臨時財政対策債６７億

５,８９２万円、これは本来、市を運営していくために国からくれるべき補助金です

が、国も借金約１,０１９兆４,７００億円を抱えていて、今も年間２６兆円増え続

けています。危険信号をはるかに超えていると思います。 

 国がそういう状況なので、１００％補助金をくれないので、足らない分は借金し

てもいいですよというものなので、これは国の借金を市が肩がわりしているような

もので、これを除いても、１０９億９,１１２万３,０００円の借金です。今定例会

の補正予算が議決されれば、一般会計予算は１４０億４,０４６万７,０００円です。

ものすごい借金です。なぜ８年間で４４億円も増えたのか、これは箱物をつくった

ものだと思いますが、これまでにどのようなものをつくりましたか。また、その起

債額は、お示しください。 

 また、平成１８年に都市計画マスタープラン２０年計画をつくっていますが、個

別マスタープランは１０年に作成すると思います。したがって、今年、来年作成す

ると思いますが、このマスタープランを作成するに当たって、財源・事業費を全く

考えないでつくることはあり得ないと思いますので、都市計画マスタープランと起

債計画と起債関連計画があれば教えてください。 

 最後に、起債残高を減らすための考え方と手法についてお尋ねします。 

 １回目の質問を終わります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 財政部長、佐藤雅美君。 

○財政部長（佐藤雅美君） お答えいたします。 

 まず、本市の起債状況についてでありますが、平成１９年度から２６年度までの
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８年間における一般会計の地方債発行総額は、約１４３億８,０００万円となってお

ります。 

 主な内訳としましては、地方財政法の特例として発行された臨時財政対策債が約

４９億９,０００万円、構成比で３４.７％、小中学校耐震補強・改修事業、学校給

食センター整備事業、そして金津本陣ＩＫＯＳＳＡ整備事業に係る教育債が約３９

億４,０００万円で２７.４％、市道改良事業、芦原温泉駅周辺整備事業に係る土木

債が約１７億８,０００万円で１２.４％、あわら消防署整備事業に係る消防債が約

１１億３,０００万円で７.９％などとなっております。 

 議員ご指摘のとおり、この８年間で地方債残高は約４４億１,０００万円増加して

おりますが、このうちの約３５億９,０００万円、割合で申しますと８１.４％が臨

時財政対策債によるもので、その他、教育債、土木債、消防債などによる増加分は、

約８億２,０００万円で１９.６％となっております。 

 なお、臨時財政対策債につきましては、地方交付税における国の財源不足を特例

的に補完する仕組みとして国が定めたルールにより発行可能額が算定されるもので

あり、個々の地方公共団体の財政運営や選択が及ばないものであること、またその

元利償還金は全額、地方交付税に算入されるものであることはご承知のとおりであ

ります。 

 その他の事業につきましても、元利償還額の７割が地方交付税に算入される合併

特例債を積極的に活用して参りました。いずれにいたしましても、公債費の増加は、

財政構造の硬直化、行政サービスの低下につながる可能性もあるため、地方債残高

が過大にならないよう努める必要があるのは申すまでもございません。 

 合併特例債の活用限度額あるいは活用期限が近づいてきた中、本市では今後、北

陸新幹線開業に向けたＪＲ芦原温泉駅周辺及び芦原温泉街の整備のほか、国営九頭

竜川下流土地改良事業負担金、公共施設長寿命化事業などの投資的経費が見込まれ

ておりますが、新たな地方債の発行に当たっては、元利償還金の一部が地方交付税

で措置される地方債の活用に加え、毎年度の新規地方債発行額を当該年度の元金償

還額以下に抑制することを念頭に、今後も財政構造の弾力性の確保に努めるととも

に、健全な財政運営を心がけて参りたいと考えております。 

 なお、都市計画マスタープランにつきましては、都市計画法の規定にもあるよう

に、市町村の都市計画に関する基本的な将来像と、その実現に向けた大きな道筋を

明らかにするものであり、当該プランの中では財源について触れておりません。各

事業に対する具体的な財源充当につきましては、３カ年ローリング方式で見直しを

行っている振興実施計画や各年度の予算編成の中で、先ほど申し上げたような観点

から、その都度、検討していくことになりますので、ご理解を賜りますようお願い

いたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ５番、吉田太一君。 

○５番（吉田太一君） 時間の配分を間違えまして、この質問は１２月議会に引き続き
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やりたいと思いますが、最後に市長、一言だけお聞きします。 

 本来、当初予算に盛るべき予算がここ数年、補正予算に出てきています。計画性

がないのではないかと思われます。国の補助金が出ると飛びつき、補助金をとって

きて議論する時間もないまま事業を行っているように最近は特に見えます。この点

について、どうでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 大体、特に大きな事業というのは、なるべく当初予算で査定を

して上げていくというのが一般的ですし、そのようにやっているつもりです。ただ、

国の制度とか、あるいは県の制度がですね、大体４月なら４月、３月議会で決まっ

ても、実施されるのはもうちょっと後にくるわけなんですね。したがって、市町と

しては、国や県の決定を受けて予算化をしていく、制度化をしていくということが、

最近よくあります。まさに、今、まち・ひろ・しごと創生でやっておりますけども、

上乗せ交付金事業ですか、これもまさにそういうことですし、かなりそういうもの

は増えております。市として計画性がないということには、必ずしもならないとい

うふうに思っております。恐らくおっしゃりたいことは、そういう計画性がないか

ら借金が増えるんだと、なんかそんな意図を持っているように見受けられますけど

も、そういうことではないと思います。 

 それと、ちょっと今、橋本市制８年間で借金が増えたと、かなり刺激的なご質問

がありましたので、ちょっとこの際、言いわけをさせていただきたいと思いますけ

ども、今ほど担当部長が申し上げましたように、この８年間で４４億円ですか、増

えておりますが、このうちの８０％を超える額が臨時財政対策債、これは議員もご

指摘のように、これは本来、国から市がいただくべき地方交付税の中に入っていな

ければいけないんですけども、入れられないので、市がかわりに借金をしている、

賄いなさいという制度です。仕組みです。いわば、これ、国の借金なわけなんです。

これはあわら市だけではありませんで、全国の自治体がそういうことで実は苦しん

でいるというのが実態です。したがって、４４億円のうち純粋に増えたのは２割程

度というふうにご理解をいただきたいというふうに思います。 

 それともう一つ、自治体の起債、借金というのは、個人の借金とはちょっと意味

が違いまして、長い世代にわたって使用することが多いわけです。道路にしても橋

にしても、学校にしてもそうです。したがって、今の世代だけで負担をするのでは

なくて、長い年代において負担をしていこうというのが本来の趣旨だと思うんです。

したがって、現在のあわら市の起債残高というのは、前の世代の人たちが起債をし

ているのを今我々が負担をしているわけなんです。 

 しかし、これは逆に言えばですね、今やらなかったら、これから後の世代が一気

にそれを負担しなければならなくなるという側面もあるわけです。その辺の平準化

という機能も持っているということを、議員はよくご理解していただいていると思

いますけども、そういうふうにひとつご理解いただきたい。 
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 それから、もう一つ、あわら市は合併をして、もう１０年たちましたけども、合

併した市町に対して、いわゆる合併特例債という有利な借金をすることができるわ

けでありますけども、これは基本的に１０年間と決まっておりましたので、今やら

なかったら、未来永劫、この制度は使えないわけです。同じ起債、借金をするので

あれば、極めて有利な合併特例債を１０年間の間に実施するというのは、これは当

然のことだと思います。我々は、たまたまその時代に居合わせたわけですので、精

いっぱい効率的に起債を行いながらですね、複数の年代にわたって行政サービスが

享受できるように努力をしているというふうにご理解をいただきたいと思います。

いずれにいたしましても、借金は借金でりますので、なるべくそれを減らすような

努力は、先ほど財政部長も申し上げましたが、努力は引き続きして参りたいと思い

ます。 

○５番（吉田太一君） 終わります。引き続き１２月議会に。 

○議長（坪田正武君） 暫時休憩といたします。再開は午後１時からといたします。 

（午前 11時 53 分） 

                                       

○議長（坪田正武君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後１時 00分） 

◇八木秀雄君 

○議長（坪田正武君） 続きまして、通告順に従い、１０番、八木秀雄君の一般質問を

許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １０番、八木秀雄君。 

○10 番（八木秀雄君） それでは、通告順に従いまして、１０番、八木秀雄が指定管理

者の外部評価について質問をさせていただきます。 

 初めに公の施設の管理運営主体について説明をします。公共性の確保の観点から、

地方自治法により公共的団体等に限られていましたが、地方自治法の一部を改正す

る法律が平成１５年６月１３日に公布、同年９月２日に施行され、民間事業者にも

管理運営を委ねられるようにする指定管理者制度が設けられました。これにより、

管理委託をしている公の施設については、施行日から３年以内に原則として指定管

理者制度に移行することになりました。 

 あわら市では、セントピアあわらなど、八つの施設で指定管理を行っており、そ

のうちセントピアあわらと夢ぐるま公園については、公募により指定管理者を決定

して、その他の施設は性格上、公募によらずに指定管理をしております。 

 この指定管理者制度は、民間のノウハウを活用して市民サービスの向上と経費の

縮減を図るという制度の趣旨を実現していくためには、広く民間参入の機会と競争

性を獲得した選定が行われることが重要だと思います。その指定においては、施設

が施設目的に沿ってサービスが提供され、そして最大現に発揮されているか、十分

検討をしなければいけないので、議会の議決が必要となっています。 
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 しかし、議会の議決も得て指定するにもかかわらず、一旦、指定し協定が締結し

てしまうと、協定項目等を遵守しているのか、十分に市民サービスが提供されてい

るか、そして最大限に目的を発揮されているかなど、市民等に情報が提供されてお

りません。一つの例を挙げますと、セントピアあわらの協定を締結している株式会

社コーワは、警備業法の違反など指摘を受け、新聞に掲載をされ、サービスの低下

などがうわさになったりもしております。 

 お隣の坂井市を見ると、協定の最終年度に指定管理者評議員会による指定管理者

のモニタリングを行い、ホームページで公表をしているようであります。また、兵

庫県芦屋市においては、外部評価委員により毎年評価を実施してホームページ上で

公表をしているようであります。このように第三者により評価を行い公表すること

で、評価の客観性や中立性を確保するだけでなく、市民等へ説明責任が果たせるも

のと考えております。 

 それでは、二つ質問をいたします。 

 まず一つは、指定管理者が協定項目を遵守しているかについて、外部評価を行い、

結果を公表する考えはあるのか。 

 二つ目は、もし外部評価を行う場合、どのような評価方法、頻度等をとるべきで

あると考えているか、以上、二つの質問を行います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 総務部長、嶋屋昭則君。 

○総務部長（嶋屋昭則君） 八木議員のご質問にお答えいたします。 

 ご質問に回答する前に、まず本市の指定管理者制度の経緯についてご説明をさせ

ていただきます。 

 議員のお話にもありましたが、平成１５年９月の地方自治法改正により、公の施

設の管理につきまして指定管理者制度が新設されました。その移行については３年

間の経過措置期間中に行うこととされており、本市においては平成１６年３月の合

併を機に移行したところです。改正前までは、公の施設の管理につきましては、市

が２分の１以上出資している法人や公共団体などにしか委託することができません

でした。法改正により、この管理の相手方が株式会社等の民間にまで拡大されると

ともに、管理の形態も「委託」から議会の議決を経た「管理者の指定」という行政

処分となっています。 

 合併当時、管理を委託していた七つの施設は、財団法人セントピア芦原や財団法

人金津創作の森財団など、当該施設の管理受託者であった法人等をそのまま特命に

より指定管理者として指定しております。その後は、各保育所や幼児園について社

会福祉法人の設立を促進し、指定管理者導入を進めるとともに、平成１８年３月に

策定しました行財政改革大綱に基づき、その他の施設についても導入を検討してき

たところです。 

 現在、指定管理者制度を導入している公の施設は８施設あり、このうち公募によ

るものは、「セントピアあわら」と「あわら夢ぐるま公園」の二つとなっております。
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セントピアあわらにつきましては、平成２４年に財団法人セントピア芦原が清算法

人に移行したことに伴い、一般社団法人あわら市観光協会を指定管理者として特命

指定しましたが、その際、議会などから収益施設における民間活力の導入を求める

意見をいただいたことから、同協会の指定管理期間を２年に限定し、この間、公募

の準備を進めて参りました。そして、２５年度に公募を行い、応募のあった４社に

ついて、副市長を委員長とした学識経験者を交えた選定委員会による選定と議会の

議決を経て、２６年度から株式会社コーワを指定管理者に指定したところです。ま

た、平成２６年度に完成した「あわら夢ぐるま公園」についても、同様の公募と選

定手続を経て、株式会社グリーンシェルターを指定管理者に指定いたしております。 

 こうした施設について、外部評価制度を導入してはどうかとのご提案をいただき

ました。他市の状況を見ますと、学識経験者及び利用者代表等からなる指定管理者

評価委員会等を設置し、外部評価を行っているようです。本市では、現在指定管理

者制度を導入している施設については、公の施設の指定管理者の指定の手続等に関

する条例の規定に基づき、毎年度終了後６０日以内に提出される管理業務に係る報

告書等について、施設所管課においてその内容を精査しており、外部評価の制度は

導入しておりません。しかしながら、公の施設の更なる効率的かつ効果的運営を進

める上で、外部評価を導入することも一つの方策として検討を進めたいと思います。 

 また、導入する場合、どのような評価方法をとるかとのことですが、現在の選定

委員会の新たな業務として外部評価を追加する方法、これとは別に学識経験者や専

門的知見を有する者などによる評価委員会を設置する方法などがあると考えられま

すので、あわせて検討して参りたいと考えておりますので、ご理解のほどをよろし

くお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １０番、八木秀雄君。 

○10 番（八木秀雄君） 部長からね、ご答弁をいただきました。 

 答弁の内容ですね、この効率的、効果的そういうものを主にしましてね、外部評

価というんですか、それを取り入れるように検討すると、進めていくよというのを、

私はそういう具合に聞き取ったわけでございます。 

 二つ目の質問もね、学識経験者とか、そういうものも入れまして、より密度のあ

る評価をもっていきたいと、そういう具合にお話をされました。私はこれね、この

質問をするまでに越前市にも何回か足を運びまして、先取りしてね、外部評価等、

そういうものやる。そして、指定管理者の公募をたくさんと、例えば越前市でした

ら、今１７６施設ですかね、行っているというような、そういういい結果が出てい

るという話もありますので、是非ね、例えば坂井市なんかでしたら、５年間で２億

４,５３０万の削減をしているというようなこともお聞きしていますのでね、外部評

価をしていただいてね、チェックを置いていただいて、よりよい指定管理者制度を

活用していきたいと思いますので、これは要望でございますので、是非いいことは

ね、早くやっていただきたいと、このように思います。 
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 以上で質問を終わります。 

                                        

◇笹原幸信君 

○議長（坪田正武君） 続きまして、通告順に従い、１１番、笹原幸信君の一般質問を

許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １１番、笹原幸信君。 

○11 番（笹原幸信君） １１番、笹原、一般質問をさせていただきます。この場に立つ

のは２年ぶりでございまして、多少緊張しておりますが、よろしくお願いをいたし

ます。 

 今回の質問につきましては、通告のとおり、生活実態のない不在市民の対応につ

いてということで、質問をさせていただきます。 

 ある区長さんから、もう住んでいない人がおられるのに、市から通知等が来ると

いうお話がございました。以前に、住民不在ということを市に連絡しているのにも

かかわらず、通知が送られてくるのでどうなっているのかというような内容でござ

いました。 

 簡単に申し上げれば、あわら市に住民票があるのにもかかわらず、生活実態のな

い方がおられるということであります。恐らくほかの区にも地区にも同様のことが

あると思われますが、その情報を各課で持っておられるのではないでしょうか。行

政が把握している、そのような方は何人ほどおられるのかを、まずお伺いをします。 

 また、区長経由ではなく、各課で発送した郵便物も宛先不明で戻ってきているの

ではないかなと、そういうふうに思います。区長からの情報とあわせて、庁内でこ

のような連絡調整はなされているのかをお伺いしたいと思います。 

 この不在市民に対する住民税、国民健康保険税等、その他の税、いろいろござい

ます。この税関係に対する賦課徴収等はどうなっているのか。それから、また滞納

はないのかもお伺いをいたします。 

 それと、このような状況になっている場合において、職権で住民登録を抹消でき

ないのかという、ちょっと疑問がございます。その点についてもお答えをお願いし

たいと思います。 

 マイナンバー法の改正案が９月３日に成立をしました。１０月から国よりカード

が直接交付されますが、交付総数５,５００万件のうちの５％が、約２７５万件が配

達できないのではないかと言われております。配達先不明のカードは、住民登録先

の自治体に戻ってくると聞いておりますが、我が市において、上記の５％となりま

すと、約５００件が不明で返却される見込みとなり、その調査をあわら市がしなけ

ればならない現状を鑑みますと、大変な作業になるのではないのかなと、そういう

ふうに思っておるところでございます。そういう点をお伺いしたく、第１回目の質

問を終わります。よろしくお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 
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○議長（坪田正武君） 市民福祉部長、城戸橋政雄君。 

○市民福祉部長（城戸橋政雄君） 笹原議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、あわら市に住民登録があって、生活実態のない市民の人数についてであり

ますが、民法では「各人の生活の本拠をその者の住所とする」とされ、住民基本台

帳法では、「住所を定め、又は変更した場合は市町村長に届け出なければならない」

としております。しかしながら、あわら市に住民票を残したまま、県外の企業に単

身で赴任あるいは親元を離れて大学に通学しているなどの理由により、市外に住居

を構えている人は相当数に上るものと思われます。現状では、その実数を把握する

ことは困難であると考えております。 

 次に、区長等から住民不在の連絡があった場合についてでありますが、これは５

点目の職権で住民登録を抹消できないのか、とのご質問とあわせてお答えいたしま

す。 

 生活の実態がない場合には、職権により該当者の住民票を消除することは可能で

ありますが、住民票は、居住関係の公証や選挙人名簿への登録など、住民一人一人

の権利等にもかかわる重要なものです。したがいまして、消除に際しては、慎重に

取り扱う必要があることから、本市においては、あわら市住民票の職権消除等に関

する事務取扱要綱に基づき行っているところでございます。 

 さて、区長をはじめとする近隣住民等から、実際には居住していない旨の情報が

寄せられた場合には、通知者に「不現住申出書」の提出を求め、それをもとに現地

調査を含む居住実態調査を行います。実態調査の結果、居住していないことを確認

したときは、行き先が判明している者には「住民票異動指導書」により異動の届け

出を促します。一方で、行き先が判明しない者あるいは再度の異動指導に従わない

者につきましては、職権により住民票を消除することとなります。 

 なお、住民票を消除したときは、その旨を本人に通知しますが、送付先が判明し

ない場合は、通知にかえて公示することとしています。 

 続いて、庁内各課との連絡調整をはなされているのかとのお尋ねでございますが、

６点目のマイナンバー制度の施行に伴う事務処理とあわせてお答えいたします。 

 市民生活課以外の部署が発する文書が、本人に届かないこと等により、担当部署

から住民記録に疑義がある旨の通知があったときは、先ほどの近隣住民等から情報

を得た場合と同様に、居住実態調査とそれに続く手続を行います。 

 ご承知のとおり、社会保障・税番号制度、いわゆるマイナンバー制度の施行に合

わせて、各人を識別する１２桁の番号を記載した通知カードが、来月から全国一斉

に交付される予定です。この通知カードは、全ての市区町村から委託を受けた「地

方公共団体情報システム機構」が１０月５日以降、順次、住民票を有する人に簡易

書留により郵送いたします。郵送された通知カードのうち、宛所に尋ね当たらなか

ったもの、不在等により本人に届かなかったものは、住民票のある市区町村に返戻

されることとなっております。 

 返戻された通知カードは、作成日や発送日以降に生じた受取人の転居、転出、死
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亡等の事由により、その取り扱いは異なりますが、転居した人につきましては、市

に返戻されていることを通知した上で、本人の希望により、新住所が記載されたカ

ードを機構から再送するなどの処理を行います。 

 一方、転出者や死亡者、居住実態のない人のカードにつきましては、手順に従い

廃棄処理を行うこととなります。 

 以上のことから、通知カードが作成されるまでの間に、１人でも多くの人に正し

く通知が届けられるよう、関係各課に対し文書や通知書等が返戻されている世帯の

情報を照会し、それに基づき、８月に居住実態調査を実施しております。各課から

寄せられた対象者は７５名でありましたが、庁内において可能な範囲で情報を共有

することにより、約３分の１は連絡先を特定することができ、住所の異動を促した

ところです。残る３分の２につきましては、既に現地調査を実施しており、その状

況に応じて、職権消除を含む事務処理を進めることといたしておりますので、ご理

解を賜りますようお願いいたします。 

 なお、４点目の生活実態のない者に対する課税等につきましては、財政部長から

お答えいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 財政部長、佐藤雅美君。 

○財政部長（佐藤雅美君） お答えいたします。 

 生活実態のない市民に対する課税についてでありますが、基本的にはどの税も納

税通知書の発送により課税を行っております。しかしながら、納税義務者が住所登

録地に居住していないために当該通知書を送達できない場合には、実態調査等によ

り居住地の確認を行った上で再発送ということになります。さらに、それでも判明

しない場合は、地方税法第２０条の２の規定を適用しまして、公示送達による課税・

徴収を行っております。 

 それから、滞納についてですが、公示送達になった案件につきましては、所在が

わからない場合ということになりますので、一般的には滞納に至るケースが多いと

言えると思います。 

 以上です。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １１番、笹原幸信君。 

○11 番（笹原幸信君） 答弁をいただきました。 

 確かに、県外の大学とか、それは単身赴任で県外へ行かれている方、そういう方

は区長も把握されると思います。そういうことで、私が言いたいのは、本当に住民

の方がもうそこにおられないということについてを調査してほしいということで一

般質問をしたわけでございます。 

 先ほど、住民登録、私は削除といったんですけど、職権消除、役所言葉でちょっ

と私もよくわからないんで、職権消除に関する事務取扱要領というのはどういうふ

うになっていますかね。 
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（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市民福祉部長、城戸橋政雄君。 

○市民福祉部長（城戸橋政雄君） 職権消除、消して除くと書いて「消除」という具合

に、法律用語で定められているところでございます。 

 お尋ねの事務取扱要綱でございますが、住民基本台帳法の規定に基づく職権によ

る住民票の消除等に関し、必要な事項を定めるものでございます。その内容として

は、職権消除を行うに際しての実態調査の手順や方法、現地調査の機関や回数、該

当者への指導や催告、消除した際の通知等について規定しているものでございます。

繰り返しになりますが、住民票は居住関係を公的に照明するとともに、選挙人名簿

への登録や印鑑登録など、住民の社会生活や経済活動にも影響を及ぼすものでござ

いますので、職権消除は慎重を期して行うべきとの立場に立ち、この要綱を定めて

いるところでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １１番、笹原幸信君。 

○11 番（笹原幸信君） それと、先ほどですね、現地調査をして、その結果、住んでい

ないということが確認できた場合には、指導書によって異動の届け出を促すと、そ

ういう回答があったと思います。もし、従わない者については、消除して本人に通

知をし、公示をすると言ったんかな。そうすると、公示というのはどういう仕方を

するのか。 

 それから、今まで区長さんから連絡があった場合には、そんな措置を講じてきた

のか。 

 また、担当部署から、先ほども申し上げたように、書類を発送して戻ってきた場

合にも、同様の措置をされるのか、その点をお伺いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市民福祉部長、城戸橋政雄君。 

○市民福祉部長（城戸橋政雄君） まず、前段のご質問でございますが、住所がわかっ

ているもの、所在がわかっている方については、住所を異動する旨の指導を行うわ

けでございますが、住所が不明な方について公示を行うということでございますが、

これは先ほどの財政部長と同じようにですね、あわら市の公告式、つまり掲示板に

掲載することによって、このような行政処分の手続を進めていますというようなこ

とでございますので、掲示板に掲載することによってなすという内容でございます。 

 それから、もう一点の２度の催告ですね、最初の指導、それから催告にも従わな

い場合は職権によって消除をし、この場合には住所が明らかでございますので、本

人宛てへ消除した旨を通知するということでございます。 

 それから、区長からの不在連絡があったことに対して、職権消除の措置を講じる

か、あるいは担当部署に文書が戻ってきたときはどのような措置を講ずるのかとい

うことでございますが、ご指摘のとおり、これまでに区長から文書の受取人が不在

である旨のご連絡をお受けしているものがございます。ただし、この不在連絡をも
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って、事務取扱要綱に定める近隣住民からの不現住者の申し出と解釈するのは適切

ではないと考えております。したがって、これが直ちに職権消除へ向けた手続に直

結するものではないと考えているところでございます。 

 次に、担当部署に返戻された文書の取り扱いについてでありますが、市が発する

文書は法令の規定等により、それぞれに手続は異なりますが、まずは担当部署にお

いて必要な調査を行い、本人に送付するように努めております。それでもなお、本

人に送付できないことが明らかであり、事務の合理的な執行に支障があると判断さ

れたものについては、住民票の記載に疑義があるといった旨、市民生活課に通知さ

れ、事務取扱要綱に定める手続に従いまして、居住実態調査を実施し、適切に職権

消除の措置を講じているところでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １１番、笹原幸信君。 

○11 番（笹原幸信君） 職権消除をされないということは、例えば担当課がいなくても

ですね、相手方がいなくても消除されていないと。返ってくるのをわかっていなが

ら書類を発送するわけですか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市民福祉部長、城戸橋政雄君。 

○市民福祉部長（城戸橋政雄君） 基本的に各課の通知、文書等につきましては、仮に

税なんかがそうでしょうが、住民登録があることをもって、それを根拠として文書

を発するということでございます。これは住民票があるからという理由で発送する

わけでございますが、一方で、それと職権消除がイコールではないということでご

ざいます。すなわち住民の実態がないその理由がですね、冒頭申し上げましたよう

に、他県への単身赴任であったり、あるいは課税はないでしょうけれども、大学生

が１人、都会にいるといったようなことで、必ずしも不在の理由をもって職権消除

をすることにはつながりませんので、そういった場合には文書が通知されるという

ことでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １１番、笹原幸信君。 

○11 番（笹原幸信君） １問でずっと時間をかけるのも何ですから、次に移ります。 

 通知カードですね、マイナンバーの、これ、私は国から交付されるのかと思った

んですが、委託して交付するということでございまして、これには委託料とか郵送

料とかかかりますけども、この経費というのはどうなりますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市民福祉部長、城戸橋政雄君。 

○市民福祉部長（城戸橋政雄君） １０月５日から送付する通知カード、また来年１月

以降に交付いたします個人番号カードは、制度上、住民票の登録のある市町村が発

行することとなっております。しかしながら、この発行事務を効率的に、また全国

統一フォーマットによるカードを発行する必要があることから、全ての市区町村が
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カードの作成、発送等の事務を地方公共団体情報システム機構に委託しているとこ

ろでございます。 

 これに係る委託料でございますが、事務に要した費用の総額を人口比率で算定す

るということになっております。本市における委託料でございますが、１,０２４万

５,０００円と試算されております。 

 なお、この費用の全額について、国からの補助金が交付されることとなっており

ます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １１番、笹原幸信君。 

○11 番（笹原幸信君） あとですね、住所を明らかにしたくない人、例えばＤＶである

とか虐待、それから借金等でここにいられないと。そういういろんな方、または親

戚に身を寄せている方、そういう方々が住民票がありながら、ほかに住んでおられ

るとかいう方が多いと思うんですけども、こういう場合ですね、その申し出をでき

ないと、したくでもできないという方がおられると思うんですよ。そういう場合は

どうしたらいいんですか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市民福祉部長、城戸橋政雄君。 

○市民福祉部長（城戸橋政雄君） ＤＶや虐待の被害者あるいは東日本大震災により避

難しているなど、やむを得ない事情により住民票のある住所地で通知カードを受け

取ることができない人がいらっしゃいます。ただ、今ご質問の中に借金というお話

がございましたが、借金はやむを得ない事情には含まれませんので、これは除外と

いうことになります。いずれも、法律等で住所を定めることが困難であるというこ

とを容認している方々について、どのような取り扱いになるか、お答えをいたしま

す。 

 このような方々につきましては、本年９月２５日までに住民票のある市町村に対

し、実際の居住地を届け出ることによりまして、居住地において通知カードを受け

取ることができます。すいません、ただいま居住地においてと申し上げましたが、

住民票のある市町村において受け取ることができます。 

 なお、不受理によって通知カードが廃棄された場合でありますが、これによって

各人の各自の個人番号までが廃棄されるわけではございませんので、そのような方

につきましては、住所地へ再交付を申請することによって、通知カードを入手する

ことができるようになってございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １１番、笹原幸信君。 

○11 番（笹原幸信君） 市民福祉部長に最後の質問ですけども、マイナンバーカードで

すね、これが行き渡ると、生活実態のない市民というのは、学校へ行っているとか

単身赴任者を除けば、大体把握されるんでしょうかね。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 
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○議長（坪田正武君） 市民福祉部長、城戸橋政雄君。 

○市民福祉部長（城戸橋政雄君） マイナンバー制度の制度によりまして、直ちに全国

民の居住の実態が明らかになるというかと、そうではないのではないかという具合

に考えているところでございます。これは、たとえマイナンバー制度が定着したか

らといいましても、今ご質問にもございました、単身赴任あるいは大学進学等を理

由に、これまで同様に住民票を移さない人が相当数存在し続けると予想をしている

からでございます。 

 一方、次の参議院議員通常選挙から選挙権が１８歳以下に引き下げるられるよう

になっております。国では、棄権を抑制するため大学進学時に住民票を異動するよ

う促していくとしているところでございます。いずれにいたしましても、市として

は、このマイナンバー制度や選挙年齢引き下げにより、住民票と居住地の不一致が

少しでも解消されるように期待しているところでございますが、しばらくの間は様

子を伺いながら、今後とも指導に当たっていく必要があるのかなという具合に考え

ているとこでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １１番、笹原幸信君。 

○11 番（笹原幸信君） それでは、財政部長に二、三質問をさせていただきます。 

 先ほど、居住地がわからないときは公示送達すると言われたんですけども、先ほ

ど市民福祉部長が言われたように、あれですかね、やっぱり掲示するということな

んですか、この意味は。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 財政部長、佐藤雅美君。 

○財政部長（佐藤雅美君） お答えいたします。 

 公示送達は、先ほど市民部長も申し上げましたし、私も少し申し上げましたが、

地方税法では第２０条の２に規定されておりまして、名宛人の住所が不明等の理由

により書類の送達ができない場合、この場合ですね、自治体の掲示板に自治体の方

で関係書類を保管しており、いつでも交付できるというような旨を一定期間、これ

は地方自治法では７日間というふうに規定されておりますけども、この一定期間掲

示することにより、その期間が経過した時点で送達の効力が生ずるものとする制度

です。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １１番、笹原幸信君。 

○11 番（笹原幸信君） そうすると、税関係でですね、今の公示送達した件数はどのぐ

らいあったんでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 財政部長、佐藤雅美君。 

○財政部長（佐藤雅美君） 今年度の当初で申し上げますと、これは１人の人で複数の

税がかかっている方もおられますので、延べで申しますと２３件でございます。毎
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年そんな数だと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １１番、笹原幸信君。 

○11 番（笹原幸信君） これで質問は終わりますけども、私がちょっと感じたのは、市

民生活課でですね、職権消除をしない限りは、各課で税の賦課徴収をしていても、

全く入る見込みのないところへ何回書類を送っても入ってこないということであれ

ば、滞納額がどんどんたまっていくような状況になるんでないかなと、そういうふ

うに思っております。できるだけ早期に、速やかに消除をしていく方がいいのでな

いのかなと、そういうふうに思います。 

 それから、議会報告会でも２カ所、私は３カ所回ったんですけども、２カ所でマ

イナンバーカードについては、本当に十分なる注意を持って進捗していただきたい

と。万全を期すようにお願いしたいというご意見がございましたので、それについ

ては両方の漏れなきようお願いをいたして、質問を終わります。 

 以上でございます。 

                                        

◇三上 薫君 

○議長（坪田正武君） 続きまして、通告順に従い、９番、三上 薫君の一般質問を許

可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ９番、三上 薫君。 

○９番（三上 薫君） 通告順に従いまして、９番、三上、一般質問を行います。 

 空き家の維持管理について質問をさせていただきます。４点、質問をいたします。 

 本市においても、空き家の増加は大きな問題となっています。これは全国的な問

題であり、放置され、適切な管理が行われていない空き家が防災や衛生、景観など

の面で、住民の生活に深刻な影響を及ぼしているため、昨年、空き家対策特別措置

法が制定され、今年５月から全面施行されました。 

 ご承知のとおり、この法律では、空き家政策の基本的な考え方が示されており、

空き家の適切な管理を所有者の責務としたほか、市町村の役割として空き家対策計

画の策定、空き家対策の体制整備、空き家の調査などが盛り込まれています。 

 市町村が立ち入り調査を行い、建物が著しく傾いている、屋根や外壁が脱落し、

飛散のおそれがあるごみの放置などにより、ハエやネズミなどが多数発生し、衛生

上有害となっている空き家については、特定空き家に認定し、所有者に修繕や撤去

を勧告、命令できるようになり、命令に従わなければ行政代執行による強制撤去も

可能となりました。 

 こうした中、自治体によっては危険家屋の解体や撤去の費用の一部を助成する例

もあります。危険度などをきちんと判定した上での補助とすれば、解体・撤去を進

める後押しとして有効なのではないかと考えます。 

 そこで提案いたしますが、本市においても空き家の解体・撤去費用について助成



 

84 

 

を行うことを検討してはどうかと考えますが、いかがでしょうか。 

 関連して、銀行と連携し空き家を解体・撤去する際の資金面の支援を行う動きが

広がっているようです。例えば、秋田県内の市町村と秋田銀行が覚書を締結した例

では、市町村の空き家解体・撤去補助金の受給が決定した住民らが同銀行の空き家

解体ローンを利用する場合、通常の金利より低い利率を適用することとなっていま

す。解体・撤去費用を半分補助するとしても、まとまった金額を一時に払うのは、

空き家の所有者にとっては大きな負担であり、このような形での支援は更なる後押

しになると思います。 

 また、金融機関が解体・撤去のためのローン商品を持つことにも、この問題の認

知度を高めるといった意味があると言えます。先ほど提案した補助制度の創設に加

え、このような金融機関と連携した支援を実施してはいかがでしょうか。 

 また、解体・撤去が進まない原因は、更地にすると固定資産税の宅地向け優遇措

置が受けられなくなるということもあります。老朽化した空き家の固定資産税評価

額はかなり低く、家屋に対する税金はほとんどかからないにもかかわらず、土地の

上に家屋があることで土地の税額が２００㎡以下の土地で６分の１、２００㎡を超

えても３分１に軽減されるため、税金対策としてそのままにしておこうと考える人

が多いという問題です。 

 そのため国は、空き家対策特別措置法に基づいて出した勧告後に状況が改善され

なければ、家屋が残っていても更地と同様に高い税金をかけられるように地方税法

の改正を合わせて実施しました。一方、自治体の中には、解体・撤去を促すために

解体・撤去した後の一定期間、固定資産税の減免措置を行っている例もあります。

本市においても、空き家の解体・撤去に当たって、固定資産税が一定期間、解体・

撤去前と同等になるような減免措置を行ってはどうでしょうか。 

 ところで、民間では、法律施行と空き家の増加を商機と捉える動きもあります。

例えば、建物管理会社が空き家を巡回して換気や清掃を行ったり、雨漏りなど建物

の状態を確認するサービスを提供している例もあるようです。また、市のシルバー

人材センターが長期不在の空き家について、除草や清掃など管理をパッケージ化し、

有償で請け負っているような事例も全国的に広がりつつあります。空き家を長期に

放置した場合には、老朽化が著しくなり利活用が難しくなるため、シルバー人材の

活用と空き家の老朽化対策の両面で、意味ある取り組みと言えるのではないでしょ

うか。 

 そこで提案しますが、本市においても、長期不在の家や都会などで暮らす本市出

身者の実家や親戚の家などを、シルバー人材センターなどを活用して管理する取り

組みを行ってはどうでしょうか。同様の事例として、広島県江田島市などでは空き

家バンクに登録された物件について、清掃費を助成する取り組みを行っています。

家屋を良好な状態に保つことで、売買や賃貸の契約を成立しやすくなることが狙い

だといいます。本市においても、空き家バンクに登録された家屋について、清掃な

ど最低限の維持管理を行うための補助制度を創設してはどうでしょうか。 
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 また、空き家の貸し出しや売却を進めるために、不用な家財道具の処分や搬出の

ための費用の補助を行ってはどうでしょうか、あわせてご所見をお尋ねします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 三上議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、空き家の解体・撤去費用について、助成を行うことを検討してはどうかと

のご質問ですが、空き家の解体等の費用について、その一部を助成している自治体

があることは承知をしております。助成方式としては、解体費用に対する一定割合

とするものや補助単価方式によるものがあり、福井市では、１㎡当たり５,０００円

とし、その上限は５０万円とされております。 

 本市においては、現在、区長を通して空き家の状況を調査中であり、当初の計画

よりおくれてはおりますが、秋ごろまでにはこれを取りまとめる予定であります。 

 なお、空き家の問題は、基本的には個人の財産権と公共の福祉との微妙なバラン

スの上にあるものではありますが、この調査結果を踏まえ、先進自治体の制度も参

考にしながら、検討して参りたいと考えております。 

 次に、金融機関と連携した支援を実施してはどうかとのご質問ですが、議員ご指

摘のとおり、金融機関が解体等のための商品を持つことは、空き家の解体等を進め

るための後押しの一つにはなるものと考えております。議員ご紹介の秋田県の例で

は、自治体が解体等に要する費用に助成するということを知った金融機関側から連

携の提案があったと聞いております。県内においても、独自に商品を開発している

金融機関もあるとのことでありますので、本市としましては、今後の県内金融機関

の動きを注視していきたいと考えております。 

 続いて、解体・撤去後も固定資産税の住宅用地特例相当の減免措置を行ってはど

うかとのご質問ですが、議員も言われているとおり、今回の特措法にあわせて地方

税法が改正された趣旨を考えますと、現段階では消極的にならざるを得ないと考え

ております。 

 最後に、空き家の管理等に関するご提案でございますが、本市においては、議員

ご承知のとおり、空き家バンクを活用して取り組んではおりますが、まだ十分とは

言えません。今後は、全国の空き家問題に関する取り組み事例を調査研究し、本市

の実態に即した対応策を検討して参りたいと考えておりますので、ご理解を賜りま

すようお願いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ９番、三上 薫君。 

○９番（三上 薫君） １点目のご回答で、要は非常におくれていると、秋ごろまでに

は取りまとめたいとのご答弁でございました。当然、来年の区長会等もございます

ので、それまでには報告を願いたいと思います。 

 これで、１点目の質問を終わり、２点目の質問に入ります。 

 金融機関と連携した支援の実施について、再質問をさせていただきます。 
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 金融機関の動きを注視したいとのご答弁でしたが、空き家の解体・撤去を進める

後押しになるとお考えなのであれば、是非とも積極的に取り組んでいただきたいと

考えます。金融機関の動きを待つのではなく、今後、解体・撤去費用の助成制度の

創設をご検討いただく際に、並行して金融機関への提案を行ってはいかがでしょう

か。推進に関して何か課題などがあるのでしたら、あわせてお聞かせください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 先ほども申し上げましたが、何らかの助成措置を講じることを

検討すると並行して、金融機関との連携を探るべきではないかというご指摘かと思

いますけども、先ほどもおっしゃいましたが、金融機関自体がですね、多少動き出

しているところもありますし、これは民間の金融機関としての営業活動であります。

むしろこれはですね、市が行うような助成が発表された後に、金融機関がそれをど

う捉えて、どのような商品化をしていくかということにかかっているかと思います

ので、これは今ほど申し上げましたように、もう少し金融機関の動きをですね、も

う少し見守るべきかなというふうに考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ９番、三上 薫君。 

○９番（三上 薫君） 了解をいたしました。 

 それでは、４点目の空き家の管理等について再質問をさせていただきます。 

 これは大変重要な課題でありますが、提案した点についてご検討いただけること

もあるとのことですので、もう一歩、視野を広げて、重ねてご提案させていただき

ます。 

 一つの観点は、民間との連携であります。土地や住宅の利用を促進するためには、

やはり民間の専用業者の情報や経験、ネットワーク、専門的な知識などが有効だと

考えます。 

 そこで提案いたしますが、不動産業者や宅建協会などと連携協定を締結するなど、

民間と一緒になった取り組みを行ってはどうでしょうか、ご所見をお伺いいたしま

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 総務部長、嶋屋昭則君。 

○総務部長（嶋屋昭則君） 民間との連携に関してでございますが、議員もご承知のよ

うにですね、あわら市におきましては、空き家情報バンクの制度を取り入れており

ます。この空き家情報バンクの中で登録されました物件につきましては、既に宅地

建物取引業者との連携がなされておりますので、ご承知おき願いたいと思います。

既に連携はいたしております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ９番、三上 薫君。 

○９番（三上 薫君） 先ほどのご答弁でございますが、人口減少対策の一つとして賃
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貸することも一つの課題として検討すべきものではないかと思いますので、よろし

くご検討をお願いして、私の質問を終わります。 

                                        

◇卯目ひろみ君 

○議長（坪田正武君） 続きまして、通告順に従い、１６番、卯目ひろみ君の一般質問

を許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １６番、卯目ひろみ君。 

○16 番（卯目ひろみ君） １６番、卯目でございます。一般質問をさせていただきます。 

 市民の健康増進または認知症予防を目的に竹田川河川公園及び北潟花菖蒲園を活

用して、健康増進対策としてウオーキングコースを整備する考えはないかというこ

とについてお尋ねいたします。 

 今や健康志向の時代、早朝からあちこちで歩いている人の姿をよく見かけます。

町の中に幾つかのウオーキングコースエリアをつくり、歩いてみたい町また歩きた

いくなる町として、住民はもちろんのことですが、この町に訪れた人もあわらの魅

力を再発見してリピーターになっていただきたい、そんな思いもあって質問をさせ

ていただきます。 

 あわら市内にはたくさんの公園があります。数ある公園のうち、今回二つの公園

の整備についてお伺いいたします。 

 一つは上新橋上流の河川公園、もう一つは北潟花菖蒲園です。河川公園は、今現

在は草刈り以外ほとんど手が入れられていない状態ではないかと思います。先日、

数人で話をしていましたら、ある方から「かつて竹田川では、ダンボートレースと

かコンサートとか民謡とかの夏祭りがあって楽しかったけど、今は何もしないのか」

というお話がありました。そういえば、突然のように仮の橋が出現して、川の中を

向こう岸へ渡るのが楽しみだったのを思い出しました。 

 この場所でのイベントなどは、今のところは別としまして、あわら市にとって竹

田川の流れは切り離せないものです。先日、改めてその場所へ行ってみました。堤

防には大きな階段があり、タイル張りのホールがあり、今すぐにでも使えるように

なっています。また、道を挟んで、新富区の公園に入りますと、和風でおしゃれな

植え込みや花が植えられ、こんなところにこんないい場所があったのかと、新しい

発見にうれしい思いがしました。 

 また、もう一つの北潟花菖蒲園は、北潟湖に面した周りを木々に囲まれた一角に、

ひっそりとハナショウブばかりが植えられているという場所です。そのハナショウ

ブの季節、早朝に訪れると、湖では朝日を浴びてボラがはね返り、あたりはしんと

静かで爽やかで、朝の散歩にはうってつけの場所です。ただ、残念に思うのは、湖

畔荘横からの進入路が目的地にちょっとふつり合いなこと、そして許していただけ

るなら、ハナショウブしか見るものがないというところです。かつてこの園ができ

たころから比べると、人のニーズも少しずつ変化を求めるようになっています。現
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に、ほかの花菖蒲園ではいろんな工夫がされております。同じものばかりでは、お

もしろみに欠けるとも言えます。 

 質問ですが、さて、この二つの公園ですが、この場所はこれからもこのままにし

ておかれるのでしょうか。それとも今後、何か計画があれば考えをお聞かせいただ

きたいと思います。 

 ここからは、私の提案なんですが、私はこれらの公園を再整備して、ウオーキン

グコースエリアをつくり、もっと活用できないものか提案をしたいと思います。 

 まず、竹田川の河川公園は、両岸の堤防や河川敷の部分に草花を植え、春には菜

の花、アザミ、ユキヤナギ、コデマリ、シモツケ、ヤマアジサイ、また秋には、ノ

コギク、オミナエシ、フジバカマ、リンドウ、ヨメナ、そういった草花を一年草で

はなく、宿根草類、多年草の草花を植えます。そうすると、一年草の花に比べ、植

えかえの必要もなく、手間もそれほどかからず、植えかえの必要がありません。ち

ょうど今この季節、ＪＲ駅前のにぎわい広場には、そういった草花がたくさん植え

られています。とてもいい感じの場所となっています。あとは川の周りに休んだり、

それから川の流れを眺めたり、花を見るためのベンチがあれば、それでいいです。

今は何もありません。 

 また、花菖蒲園には湿地に合う水辺の植物を植えて、その周りにハナショウブを

配し、変化をつけて周りと調和のとれた植物園に生まれ変わらせる。連作障害など

を少しでも避けられる工夫をする。そして、昔から言い伝えられている６月の端午

の節句、そのときのショウブ湯に使うハショウブを一角で栽培して、旅館、セント

ピア、もちろん一般家庭用、芦湯などで使用する、一般家庭用として販売をする、

またできるまでになれば、それはまさに地元の地産地消だと思います。そういうこ

とを目指すことにもなるのではないかと思います。 

 歩く楽しみをつくり出すということは、第一に住民の健康増進にもつながり、ま

た、ただの散歩から少し飛び出して、いながらにして自然や季節感が感じられ、楽

しい気分でウオーキングができるのは長続きのコツとも言えます。コースを回るこ

とで達成感があり、その結果、健康に対する意識も増すのではないかと期待するも

のです。 

 あわら市内には、創作の森コース、トリムパークコース、アメリカフウの並木道

コース、湯のまち駅前広場コース、ＪＲ前にぎわい広場、また竹田川コース、レン

ゴー桜並木コース、北潟湖畔公園の桜、花菖蒲園コース、探せばまだまだ見つかる

はずです。 

 先日、８月２２日の日刊県民福井だと思いますが、この新聞によりますと、県で

は本年度県内大学と連携して、福井式認知症予防対策を強化し、各市町に教科書の

ようなものをつくり配るそうです。というのは、各市町がいろんなことで悩んでい

るということなんですね。どんなふうにしていいかわからないので悩んでいるとい

うことだそうです。その中のメニューの一つに、ウオーキングが有効というのがち

ゃんと書かれています。こちらの面からの活用も十分にできると考えますが、市と
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しての考え方をお聞かせください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 土木部長、堀江与史朗君。 

○土木部長（堀江与史朗君） 卯目議員のご質問にお答えします。 

 まず、竹田川河川公園ですが、河川区域の中につくられているため、大雨になる

と河川敷にも冠水し、このときに上流から肥沃な土砂が堆積することで雑草の生育

が旺盛となり、草刈りも十分に手が回らないのが現状であります。 

 なお、草花や樹木等を河川内に植えることは、大型の機械により草刈りを行って

いることから、管理の面においても困難であると考えております。 

 竹田川周辺でのウオーキングについては、堤防が比較的交通量の少ない通りにな

っておりますが、交通安全に気をつけていただき、途中で水面を泳ぐ水鳥やイチョ

ウなどの樹木の季節の移り変わりなども感じながら、ウオーキングを楽しんでいた

だきたいと思います。 

 また、もう一方の北潟湖畔花菖蒲園ですが、この周辺には北潟湖畔公園やあわら

夢ぐるま公園など、散策に適した大きな施設があります。特に北潟湖畔公園は、国

道３０５号線からの進入路やアイリスブリッジにより対岸と結ばれていることなど、

花菖蒲園へのアクセスを意識した整備となっており、３.７㎞のサイクリングコース

や公園内の散策路も整備されております。湖畔の桜並木や季節ごとに咲き誇る花な

どにより、魅力あるウオーキングコースとして多くの市民に親しまれております。

このことから、北潟湖周辺エリアでは、北潟湖畔公園やあわら夢ぐるま公園でのウ

オーキングを楽しんでいただきたいと考えており、花菖蒲園内に新たにウオーキン

グコースを整備することは考えておりませんので、ご理解賜りますようお願いいた

します。 

 なお、ウオーキングの有効性については、市民福祉部長からお答えいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市民福祉部長、城戸橋政雄君。 

○市民福祉部長（城戸橋政雄君） 認知症予防等におけるウオーキングの有効性につい

てお答えいたします。 

 ご承知のとおり、ウオーキングは最も手軽にできるスポーツであり、生活習慣病

や筋力低下を予防し、心肺機能を向上させるなどの身体的な効果のほか、ストレス

解消や脳の活性化といった精神的効果があると言われております。このことから、

市では、市民の健康増進の一環として、平成２２年度から５年間、チャレンジ・ウ

オーク「日本列島縦断にチャレンジ」に取り組んで参りました。５年間の参加者は、

延べ１,３０８人で、参加者から寄せられたアンケート結果によりますと、「今後も

続ける」との回答が約７０％に上ったことから、市民の間にもウオーキングの習慣

が定着したものと考えております。 

 また、認知症予防対策として、月２回の「脳活性化教室」を開催していますが、

そのプログラムの一つとして、ウオーキングを取り入れているところでございます。
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グループで会話を楽しみながら歩くことにより、話すことと歩くことの二つの行為

が同時に行なわれることから、注意力を高めるとともに脳を活性化する効果があり

ます。さらに、景色や季節の移り変わりを観賞するなど、目的を持って歩くことも

よいとされており、認知症予防としてのウオーキングは、十分な効果が期待できる

ものと考えております。 

 一方、県におきましては、議員ご指摘のとおり、県内の大学との連携により、生

活習慣病と認知症との関係を調べた上で、福井に適した認知症予防メニューを取り

まとめるとのことであります。来年度には、テキスト配布や予防メニューを普及す

る指導者の養成にも取り組むとのことでありますが、市といたしましても、県と連

携しながら、積極的に認知症予防に取り組んで参りたいと考えております。 

 なお、ウオーキングはいつでも、どこでも、誰でも、気軽に始めることができる

ものであり、お気に入りの場所で、自分の体調や都合に合わせて楽しむことが何よ

りも長続きのポイントであると考えております。したがいまして、特別なウオーキ

ングコースを必要とするものではなく、土木部長が申し上げたとおり、竹田川の堤

防や北潟湖畔公園、サイクリングロードといった既存施設等の活用によって、十分

な効果が得られるものと考えておりますので、ご理解を賜りますようお願いいたし

ます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １６番、卯目ひろみ君。 

○16 番（卯目ひろみ君） 今の公園の整備ですが、現実にはなかなか難しい問題かなと

思います。 

 お聞きしたいんですけど、北潟の湖畔公園ですけど、あそこの維持管理、例えば

植えかえとかやっていらっしゃいますよね。そういうのは、１年を通してずっと続

けてやっていらっしゃるのでしょうか。ちょっとお聞きします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 土木部長、堀江与史朗君。 

○土木部長（堀江与史朗君） 今のは、北潟湖畔公園の方でしょうか。 

○16 番（卯目ひろみ君） 花菖蒲園の方。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） 花菖蒲園の草花の管理のお話ですが、花菖蒲園につき

ましては、シルバー人材センターと委託契約を結びまして、そこと１年間管理をし

ていただくということになっております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） もっと大きな声で。 

 １６番、卯目ひろみ君。 

○16 番（卯目ひろみ君） すいません、声が小っちゃくて。 

 今、花菖蒲園なんですけど、ちょっと管理がすいません、答えていただいたのが



 

91 

 

違うんですけれど、ショウブというのは１年に約１カ月ぐらいですかね、ずっと咲

いているのがね。あそこのあの場所へ行ってみますと、工大の桜がありますね、春

になると。それから、６月、７月ぐらいになると、山際のところにアジサイもあり

ますね。そして、ハナショウブが咲くんですが、それが終わってしまうと、ほとん

ど何もないんですね。私は、あそこ、時々行くんですけど、ないときこそ何かもっ

たいないなという気がするんです、いい場所なので。 

 それから、あとカヌーのコースのところにもなっていますし、できることでした

ら、今すぐにとは言いませんけど、これから先、例えば北潟地区の方々、その方々

の中にも、そういうふうに思っていらっしゃる方はいらっしゃるんじゃないかなと

思います。前にもちょっとお話を聞いたことがありますので、「ショウブだけでなく

て、何かほかのことができるといいね」というのを聞いたことがありますので、こ

れから先、ソフト面でね、もちろんハードもそうですけども、ソフト面でそういう

ものを少しずつ、少しずつでいいですから整備をしていこうという、そういうお考

えも持っていただけたらなと、私は思っております。 

 それから、河川公園もそうです。今、部長のお答えですと、平たいところを言っ

ていらっしゃるんだと思うんですね、水が来たりとか。そうでなくて堤防、もちろ

ん草が生えますし、どんなふうになるかは私もちょっと専門ではないので、何とも

言えないんですけれども、堤防の上のあたりとか、その途中とか、そういうところ

でできるところから、初め、頭から何もできないんやじゃなくて、何かできないか。

それから、こちらからの行政からの押しつけではなくて、町の人たちが一つでも二

つでも、そういうところを増やしていこうかなと思うような、そういう呼びかけと

いいますか、提案といいますか、そういうのもこれから考えていっていただけたら

なと思います。そのことについてはいかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） 花菖蒲園につきましては、今ほどのご質問のとおりで

すね、６月の中旬以降になりますと、花としては使えないということで、一応それ

以降ですね、また来年に向けた肥やしを入れたり、土壌をいろんな整備、そういっ

たもので来年に向けた管理をしております。 

 アジサイとか桜とか、少し季節をずれて、そういった花も咲くようなところもご

ざいますし、当初のご質問にもありましたように、連作障害という話も、実はちょ

っと今問題を抱えておりまして、その辺の改善策も含めて、今後いろいろ地域の皆

さんとご相談しながら進めたいというふうに考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 土木部長、堀江与史朗君。 

○土木部長（堀江与史朗君） 河川公園の方についてお答えをさせていただきます。 

 現在は、先ほど言いましたけども、草刈りだけで精いっぱいというような状態の

中で、今後、例えば草花を流れるところでなくて、流れない上の方とか、そういう



 

92 

 

ところへ植える場合なんですけども、これはやっぱり行政だけではとてもできない

ので、また今後、市民の皆様にも声かけをしながら、できるかどうかについて検討

していきたいということでよろしくお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １６番、卯目ひろみ君。 

○16 番（卯目ひろみ君） 少しでも前向きに、私らも、もちろんまた何かお手伝いでき

ることがあればしたいと思いますので、取り組んでいっていただきたいと思います。 

 それから、健康増進の方なんですが、例えば県からの今、教科書が来たりとか、

それからそういう人たちを育てたりとかということはあると思うんですが、実際に

はそれを活用しないと、市民の中にいかに広めるか、広まるかということが大事な

わけですね。 

 私は思うんですが、このいろんなコースを私は言いましたが、今、自分の家から

歩いてそこへ行くというんじゃなくて、車で出かけたり、それから犬を連れていっ

て散歩させたり、それから自転車で出かけていって、その周りを歩いたりとかって、

そういうやり方のウオーキングというのも、今はあるんですね。お年寄りといえど

も、ほとんど車に乗る方もたくさんいらっしゃいますし、コースをいろいろつくっ

て、そして小っちゃいのでいいので、パンフレットをつくって、そしていろんなと

ころでそれを人の目に触れるような、例えば「おばあちゃんの味」みたいな、こん

なね、小さいパンフレットをつくっていただいて、町の人に配ったりする、そうい

う活動といいますか、そういうことをやっていただけると、私らは、ただあるよと

言っていても、なかなか気がつかないこともたくさんあるんですね。それで、目の

前にそういうものがあって、手に持っていれば見られますので、そういうことがで

きないかなと思うんですが、そのことについてはいかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市民福祉部長、城戸橋政雄君。 

○市民福祉部長（城戸橋政雄君） 先ほど申し上げましたように、ウオーキングにつき

ましては、認知症予防などに効果があるということで、十分に認識いたしていると

ころでございます。 

 ただいまご提案をいただきましたのは、ウオーキングコースをパンフレットとい

うことは、マップ化してそれをお配りしてはということだろうと思うんですけれど

も、例えば５キロコース、１０キロコース、１５キロコースといったようなお勧め

のコースを選定いたしまして、それと見どころをマッチングさせたような地図をつ

くり、冊子化するといったようなことをイメージいたしたところでございます。 

 現在、今後の取り組みといたしまして、認知症のみならず、介護予防といったよ

うなことも、今後は大きな課題としてなって参りますので、そういったことにも十

分活用ができるのではないかなという具合に考えているところでございます。 

 今後、県が今策定中でありますけれども、介護予防メニューの活用とあわせてで

すね、そういった県から示されたテキストとの併用した活用等も含めまして、ウオ
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ーキングマップの作成につきましては、検討して参りたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １６番、卯目ひろみ君。 

○16 番（卯目ひろみ君） そんなふうにして、一つずつ、一歩ずつでいいので、町の中

がよくなっていくように、みんなで進めていっていかなければいけないと思います。 

 それでは、質問を終わります。 

○議長（坪田正武君） 暫時休憩いたします。なお、再開は午後２時３５分から行いま

す。 

（午後２時 24分） 

                                        

○議長（坪田正武君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 なお、森 之嗣君より早退の届け出が出ておりますので、これを許可しておりま

す。 

（午後２時 35分） 

◇仁佐一三君 

○議長（坪田正武君） 続きまして、通告順に従い、１番、仁佐一三君の一般質問を許

可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １番、仁佐一三君。 

○１番（仁佐一三君） １番、仁佐一三、通告順に従い、一般質問をさせていただきま

す。 

 質問につきましては、北潟湖畔のグレードアップ、活用についてさせていただき

ます。 

 私、今年の３月まで２年間、湖畔公園で働かせていただきました。そうした公園

のいろいろな現状、また現況を見てきました。湖畔公園は北潟湖と広大な芝生広場、

里山的な雰囲気を兼ね備えたすばらしい公園だと、私は思っております。あわら市

民にとりましても、やはり自慢のできる公園ではないかと感じております。 

 そして、今回国体のカヌースプリント競技場にも決定され、来年には青年の家も

完成する、これからはたくさんの人が公園を訪れてくれるのではないかと。やはり

市の中の１番であるという公園に、これからも維持をしていただきたいと思います。 

 しかし、やはり１２年も経過すると、美観的に損なうような場所がかなり多くな

ってきております。やはり特に正面入り口の斜面、また管理棟裏の斜面、花壇等を

整備して活用すると、かなり大きなインパクトが出るのではないかと考えておりま

す。そして、やはり花壇を整備することによって、またいろいろな世代の人も公園

を訪れてくれるのではないかと考えております。 

 それから、湖の反対側の山際の木なんですけども、今グラススキーができている

ずっと左側になるんですけども、そこの木がかなり大きくなって、桜の枝にかぶる

ぐらいの勢いがついてきております。やはり木の枝というのは、かなり成長もあり
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ますし、そして木の枝の剪定につきましては、やはり１０年を一区切りとしてしな

ければならないのではないかと考えております。あのまま放っておきますと、広葉

樹また落葉樹の木がたくさん茂っておりますので、落ち葉等につきましても、かな

りの量の落ち葉が出まして、山際の芝はほとんど枯れてしまっております。そうし

たことから、やはり一度、木の剪定を是非考えていただきたいと思っております。 

 続きまして、朝夕ウオーキングする人がかなり増えてきております。散歩する人

も、それと同じ、先ほども卯目議員さんが言われたように、本当にウオーキング、

散歩、そしてジョギングと、そういうすばらしい公園なので人もたくさんと増えて

きております。しかし、その中の中高年の人にとりましては、やはりベンチがある

と本当にもう少し休憩できたり、おしゃべりできたりという要望がかなり私たちに

聞こえてきました。そうしたことから、アイリスブリッジを拠点にして、大体１.７

キロまではほとんど休憩場所がないと。赤尾の芝生の植えているところなんですけ

れども、そういうようなところに最低３カ所ぐらい軽いベンチを設置してもよいの

ではないかと考えております。 

 続きまして、公園には４個のグラスハウスがあります。現在、余り活用されてい

ない状況であります。特に、春の森のグラスハウスは大きさ的にも、場所的にも、

軽食、飲食のできるような店ができないかなと。公園もさらに華やかになるし、ま

た公園を訪れる人のニーズにも応えられるのではないかなと考えております。まあ、

今は飲み物なんかにつきましては、管理棟内の自動販売機だけなんで、そういう要

望もかなりございます。 

 続きまして、現在、芝生広場が一部、赤尾側はほとんど使用されていない広場が

あります。そこにグラウンドゴルフの有料化、一番いいのは無料なんですけども、

できれば有料化でもいいのではないかなと考えておりますが、やはり今グラウンド

ゴルフをするような人口は、あわら市にとっても３００人、もっとかなり超えるの

ではないかなと。県の大会にいろんなところから来ると、もう３００人は超すよう

な人が来るということもありまして、是非使っていない芝生広場を活用するべきで

はないかなと考えております。 

 そして、一番今までのこの中にひっかかったのが、トイレの問題でございます。

しかし、今、青年の家のカヌー艇の倉庫ができるということで、そこにはトイレも

常設するということになって、この前の県の説明におきましても、トイレも一般の

人も使えるように解放するということを聞いております。そうしたことから、今ま

でほとんど使っていない芝生広場を常設して、多くの人にまたグランドゴルフ、先

ほどもございましたが、健康面でもやはりよいのではないかと考えております。そ

の辺もよろしくお願いいたします。 

 それからですね、桜の公園としてもっと宣伝をしてもよいのではないかと。昨年

からのＪＲの桜開花情報も湖畔公園が入っております。また、卯目議員をはじめ、

多くのボランティアの方が公園の桜にすごく力を注いでくださっております。八重

桜は、県内の１番の名所であると私たちは思っております。今、しだれ桜は１２０
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本を植え、そしてソメイヨシノを含めますと、４００本を超える桜になり、公園の

パンフレットにも、やはり桜や公園の設備、雰囲気、アクセス道路などをしっかり

と取り入れたパンフレットに是非してほしいと願っております。 

 そして、そのことにつきましては、やはりパンフレットも、あわら市のこの中に

入れるのではなく、できれば湖畔公園のこういう、これぐらいの紙でつくっていた

だいて、湖畔公園用アクセスの道路も、なかなかこの道がわからなくて電話がかか

ってきて、このアクセスをどうしていったらいいんですかと。なかなか公民館の後

ろの正面のところを教えるのには大変苦労しております。そして、一番手っ取り早

いのが、湖畔荘とアイリスブリッジを渡ってきてくださいと。そして、カーナビに

もいろいろ教えるのが違うみたいなんで、そういうこともあって、やはりきちっと

したパンフレットをつくってほしいということであります。 

 そして、このパンフレットにつきましても、やはり要素的には建設課ではなく、

観光課の要素もかなり含まれている公園なので、是非その辺も含めて検討をお願い

したいと思っております。 

 以上です。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 土木部長、堀江与史朗君。 

○土木部長（堀江与史朗君） それでは、仁佐議員のご質問にお答えします。 

 今回の整備や活用に係るご質問につきましては、まず正面入り口及び管理棟裏の

斜面についてでありますが、高台の入り口からエントランス広場を通り、サイクリ

ングパークへ入っていく動線として、特に利用者の目にとまりやすい場所になって

おりますので、公園管理の予算の範囲の中で、草花による花壇の整備を進めていき

たいと考えております。 

 また、枝の剪定については、現在進められている青年の家整備事業の中で、工事

車両の通行に支障となる枝葉の撤去を９月中に実施すると聞いておりますので、そ

の結果を見た上で、今後の対応を検討して参ります。 

 また、ベンチの設置につきましては、設置場所や形状等について、利用者の意見

を聞きながら検討して参りたいと考えております。 

 なお、春の森のグラスハウスを軽食や飲食の店にできるのではないかとのご質問

ですが、給排水や厨房等の衛生設備に関する許可や営業の面で、実現はかなり難し

いと思われます。ただし、移動販売車による営業は、これまでもカヌーポロ大会等

のイベントにおいて許可をしてきましたので、祭日等に営業の申請があれば許可を

出すことは可能であります。 

 次に、赤尾側の芝生広場にグラウンドゴルフの有料の常設コースをつくり、活用

してはどうかとのご質問ですが、以前の議会でグラウンドゴルフの専用コース設置

についての質問がありましたが、市といたしましては、グラウンドゴルフ以外にも、

スナッグゴルフやターゲットバードゴルフなど、さまざまな種目での利用が可能な

芝生広場として維持をし、それぞれの競技に利用できる形態の方がよいのではない
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かと答弁いたしており、これからも、緑豊かな芝生の上で、多くの人にさまざまな

スポーツを楽しんでいただきたいと考えております。 

 最後に、桜の公園として宣伝してもよいのではないかとのご質問ですが、現在、

Ａ４判片面の手づくりで作成したパンフレットがございますが、その中では、北潟

湖畔公園のほか、アイリスブリッジ、ボート、サイクリングパーク及びカヌーポロ

の紹介をしております。なお、民間の情報誌からの問い合わせにつきましても、情

報発信に効果的な写真や情報を提供しているところです。 

 今後、市の観光案内地図などに、桜の名所の一つとして北潟湖畔公園を掲載する

方向で、観光商工課をはじめ関係機関と協議を進めたいと考えております。 

 また、来年度の県立青年の家の完成や、国体開催を北潟湖畔公園ＰＲの絶好の機

会と捉え、景観の維持を図りながら、更なる利用者の増加に努めて参りますので、

ご理解賜りますようお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １番、仁佐一三君。 

○１番（仁佐一三君） 今、ちょっと簡単に説明していただいたんですが、やはり木の

枝ですね、湖畔公園の、これについては先ほども、一部工事車両が通るということ

で、枝は切りますということがありましたが、そこももちろん本当に切ってもらい

たいんですけども、そこもあれなんですけども、もう少し赤尾側、ずっと山際がか

なりの枝の下がりがあって、桜の木を植えたところまでほとんどかぶってきている

と。それも、そんなに長い期間あのままでは絶対だめだと思っております。やはり

その辺も含めて、少しずつでも枝の木を少し広げて見通しのいい、風通しのいい公

園であってほしいと思っております。その辺も何とぞよろしくお願いいたします。 

 それからですね、グラウンドゴルフの件なんですけども、今一番、使用頻度が高

いのは、やはりグラウンドゴルフだと思っております。毎週あそこを貸してほしい

と、いろんな団体が来ております。そうしたことから、確かにいろんなゴルフがあ

るんですけども、それは本当にかなりの少ない数と、また違う場所でもできるとい

うことで、その辺も含めてやはりグラウンドゴルフに少し重点を置いてもよいので

はないかと思っております。その辺はいかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 土木部長、堀江与史朗君。 

○土木部長（堀江与史朗君） お答えします。 

 まず、１点目の赤尾側の木の枝の伐採の件ですけども、これも先日、現地を確認

させていただきました。その中で感じたことを言いますと、例えば夏の期間でいき

ますと、やっぱり枝葉がある程度はあった方がいいのではないかなというふうに思

っております。ただし、利用する方の安心安全の観点からいけば、今にも倒れそう

な木については、やっぱり早急に伐採せんとあかんということで、この辺はめり張

りをつけながら、伐採を含めた管理が必要なのではないかなというふうに感じてお

ります。 
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 それから、グラウンドゴルフの件ですけども、これも確かに利用頻度の話でいき

ますと、議員がおっしゃるとおり、グラウンドゴルフが一番多いのかなというふう

に思っております。ただ、これも常設になりますと、ゴールの管理とか、そういう

面も含めて、それから来年夏ですかね、青年の家も完成をします。この近くにカヌ

ー艇庫ができるということで、この辺も青年の家の活動エリアの一つになるのかな

ということもありますので、その辺の状況も見ながら、今後また検討かなというふ

うに思っております。 

 ただ、この区域については、実は三国土木事務所が管理しているサイクリングパ

ークというんですか、自転車歩行者専用道路とあわせた施設となっておりますので、

こちらとの協議も必要になりますので、今後さらに検討といいますか、していきた

いなというふうに思っております。よろしくお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １番、仁佐一三君。 

○１番（仁佐一三君） 今、グラウンドゴルフの件はいろんな人から、僕もそれなりに

聞いて集めたんですけども、お金をとってでもいいと、有料でもいいということで、

そのグラウンドゴルフの常設を認めてほしいということで、やはり条件的には北潟

の公園のほとんど使われていないところなので、是非それを考えて押してほしいと

いうこともありまして、やはり僕らもトイレの問題とか、いろんなことの絡みがあ

りまして、なかなかそういう話を出せなかったんですけども、今あそこの隣に立派

なカヌー艇のトイレもできるということになりまして、そうすれば、もし結構年を

とった人でトイレが近いということで、試合に集中できるということがあるのでは

ないかと。どうしても、確かに芝の刈る頻度なんかもやっぱり高くなると思うんで

すね。そういうことでしたら、少し有料でもいいからそういうことを考えてほしい

ということであります。 

 それから、今のあれなんですけども、ちょっとパンフレットのことについて、こ

の前、去年でしたかね、パンフレットをもらったんですけども、本当になんかＡ４

のぺらぺらのあれになったんですけど、やはり最低でもこれぐらいのパンフレット

は、公園として整備をして、絶対必要なのでないかなと思っております。是非この

辺も観光課を含めて、こんな大きな湖畔公園を宣伝する意味でも、是非パンフレッ

トを整備してほしいなということであります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 土木部長、堀江与史朗君。 

○土木部長（堀江与史朗君） 今ほどのパンフレットの件でございますけども、一応単

独の公園としてのパンフレットとしては、やっぱりちょっと限界がありますので、

それはそれで、また観光商工課の方とタイアップしながら、あわら市全域的なこと

も含めまして、また検討していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １番、仁佐一三君。 
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○１番（仁佐一三君） わかりました。 

 それでは、ちょっと市長にお伺いしたいんですけども、やはりカヌーポロ、また

観月の夕べ、除いてですね、市長、どれくらい公園に来ていただいたのか、できれ

ばその辺もちょっと教えてほしいんですけども。 

 そして、職員の方にあそこの公園に行ってこいと言ってくれたようなことがある

のかないのか、その辺も含めてちょっと参考までにお聞きをしたいんですけども、

いかがですかね。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） いろんなメーンのイベント以外にもですね、時々は行ってはい

ます。しばしば行っているわけではありませんけども、年四、五回ぐらいは、少な

くともいろんな行事以外にちょっと顔を出ししたり、眺めにいったりはしておりま

す。是非職員もですね、行くようにまた周知したいと思いますが、今の仁佐議員の

ご質問ですけども、湖畔公園は、管理は実は県の施設も含めまして、土木部が今は

担当しておりますが、あの形態を見ますとですね、先ほど卯目議員のご質問もあり

ましたけども、結構花が植わっていたりですね、あるいはボートで遊ぶ場所もある、

自転車で遊ぶ場所もある、あるいは健康面からいってですね、ウオーキングの場所

にもなる。それから、スポーツという観点からは、今言ったいろんなスポーツも実

際やれるということで、かなり複合的な利用価値もありますし、そういう力も持っ

ていると思います、もちろん観光面も含めて。 

 今回は、仁佐議員のご質問も一つの契機にしてですね、いわゆる管理している土

木部だけで物を考えるんじゃなくて、もう少し課横断的に公園の更なる活性化策を

検討してみたいなというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １番、仁佐一三君。 

○１番（仁佐一三君） 本当に、市長が言われたようにしっかりと、これからもますま

すいい公園にしていただきたいと思います。 

 そして、最後になりますが、先日、観月の夕べが天候にも恵まれ、今までにない

多くの人が公園を訪れてくれました。すばらしい観月の夕べだったなと思います。 

 また、公園も最大に生かされた、また活用でき、これから先も市民の皆様が心か

ら楽しめる、また癒される公園であり続けたいと、私たちも思っていますし、市長

の方もまたそういうことも、やはりいろんな面で力を注いでいただきたいと思って

います。 

 以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。 

                                        

◇平野時夫君 

○議長（坪田正武君） 続きまして、通告順に従い、３番、平野時夫君の一般質問を許

可します。 
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（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ３番、平野時夫君。 

○３番（平野時夫君） 通告順に従いまして、３番、平野、一般質問をさせていただき

ます。 

 前回に引き続きごみ問題について、幾つか質問をいたします。 

 本市内の家庭から出る一般ごみは、ご承知のごとく、既に全世帯に配られていま

すカラー刷りＡ３判サイズで、ごみの正しい分け方と出し方のごみカレンダーをも

とに分別区分がなされて、各指定日に収集、搬送が行われております。その際の分

別や捨て方のルールやマナーが毎回きちんと守られているのか、いないのかについ

ては、それぞれ地域間のばらつきは当然生まれてくるわけです。 

 ところで、現在市内１３５地区におのおのごみ減量等推進委員が配置されており

ますが、私も直接現場にかかわる者の１人として、最初にちょっとお聞ききいたし

ます。 

 各ごみステーションに持ち込まれてくるごみの分別の状況等について、市は全地

区のごみ減量等推進委員の皆さん方から、現状認識するための聞き取り調査という

ものをこれまでに実施したことはあるんでしょうか。もし、行っていなければ、今

後実施するべきではないかと考えておりますがいかがでしょうか。 

 ところで、ごみの減量化推進目的で取り組まれている兵庫県の加古川市では、分

別の方法や収集日をスマートフォンやパソコンなどで検索できる、ごみ分別アプリ

を制作して公開しています。このアプリの制作には、越前市の団体「越前市ぷらぷ

らぼ」というのがありますが、作成したソースコードを活用しているのです。無料

で公開されているため、データの一部を書きかえることでつくることができます。

約１,３００品目の分別区分や注意事項を５０音順で紹介してあり、また条件欄には、

「中身を空に」との留意点も記載されております。ごみ排出量の削減目標値も掲げ

て取り組んでおります。 

 参考までに、こうした先進自治体の事例を挙げましたが、本市においても、是非

このごみ分別アプリを制作し、公開していただきたいと思っております。公開の後、

ごみ捨てマナーの向上やごみ減量化につながると考えますがいかがでしょうか。 

 ところで、かつて飽食の時代と言われてからかなり立ちましたが、団塊の世代の

私などは、ある意味「もったいない」教育をされてきた世代であると思っておりま

す。現在の循環型社会推進の流れの中においては、当然のことだと思っております。

これから先も、ずっと未来のあらゆる分野にこの「もったいない」の言葉と精神が

引き継がれていくことを願ってやみません。 

 ところで、京都市では、市内のごみ減量を目指す取り組みとして、「食べ残しゼロ

推進店舗」として認定する制度を創設して、２０１４年１２月から開始しておりま

す。この制度開始は、２年前の１０月から「生ごみ３キリ運動」で取り組んでいる

一環であるということです。一つは買った食材を使い切る「使いキリ」、二つ目は食

べ残しをしない「食べキリ」、三つ目はごみとして出す前に水を切る「水キリ」の三
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つがキーワードになっているのです。 

 この食べ残しゼロ推進店舗認定制度は、市内営む仕出し店やデリバリー店を含む

飲食店と宿泊施設が対象で、一つ、食材を使い切る工夫、二つ、食べ残しを出さな

い工夫、三つ、食べ残しの持ち帰りができる工夫など、八つの認定条件のうち、二

つ以上を実践する店が申請をして、市が認定するという制度であります。 

 認定された店舗は、市のごみ減量推進課のウエブページに掲載され、市から交付

されたステッカーや認定証を店舗に掲示したり、取り組み内容について来店者、宿

泊者に対して積極的にＰＲできるということです。私は大変すばらしい制度だと思

っております。今後の本市にとっても、取り組むべく重要な政策であると考えてお

ります。是非とも導入していただきたいのですが、市長のお考えをお聞かせくださ

い。 

 次に、あの葉っぱビジネスで全国に知れ渡った徳島県の上勝町なのですが、焼却

埋め立て処分されるごみの排出ゼロを目指す、「ゼロ・ウェイスト宣言」を日本で初

めて行った自治体でもあります。何と、町内にはごみ収集車がありません。町民が

ごみステーションに持ち込んだ際には、みずからの手によってルールどおりに３４

分別に仕分け作業をします。そして、町からステーション管理を委託されたＮＰＯ

法人のスタッフが、現場において直接アドバイスをします。 

 また、ごみステーションには、生ごみは持ち込まれません。なぜならば、ほぼ全

ての家庭に普及している生ごみ処理機で堆肥化され、農業や園芸に活用されるから

です。町はその素地をつくるために、今から２０年前に電動生ごみ処理機の購入に

補助制度をスタートさせたのです。１台につき約１万円の自己負担で購入できるよ

うにしています。その結果、環境省の調査によると、この町のリサイクル率は、２

０１３年度は驚くことに、全国３位の７６.４％と高く、全国平均の２０.６％の３

倍強です。おまけに、生ごみはこの計算には含まれておらず、実態はさらに高い率

になるというのです。この先進事例も大いに参考にするべきであると思いますが、

いかがでしょうか。 

 ちなみに、現在、福井県内において家庭用電動生ごみ処理機の購入に助成を行っ

ている自治体は１７市町村のうち勝山市、永平寺町、越前町の３自治体であります。

助成金額の上限は２万円から４万円です。生ごみは家庭から排出される可燃ごみの

半分を占めると言われ、一般ごみの年間排出量の約３割以上を生ごみが占めている

と言われております。生ごみ処理機が１０％普及すると、自治体のごみ処理量が２％

削減し、焼却炉の長寿命化、衛生的かつ土壌還元、地球環境保全等々、数多くのメ

リットがあります。したがって、今後あわら市においても、家庭用電動生ごみ処理

機購入に対する補助制度を導入すべきであると考えますが、いかがでしょうか。お

答えください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市民福祉部理事、塚田倫一君。 

○市民福祉部理事（塚田倫一君） 平野議員の質問にお答えいたします。 
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 本市では、１９９名のごみ減量等推進員を委嘱しており、日ごろのごみの分別及

び排出方法の指導のほか、資源ごみの回収用具の管理等をお願いしているところで

ございます。 

 お尋ねの、ごみの分別状況に係る推進員への聞き取り調査については行っており

ませんけれども、一部の地区におきましては、ごみステーションへの不法投棄や区

民による時間外のごみ搬出に関する相談がございまして、随時、対応をしていると

ころでございます。 

 なお、現状把握のため、聞き取り調査を行ってはどうかとのご指摘でございます

が、年度当初の推進員会議におきまして、ごみの分別や排出等に問題が生じたとき

は、その都度、対応する旨を伝えしておりますので、ご理解を賜りますようお願い

いたします。 

 次に、ごみ分別アプリを導入しては、とのご質問ですが、福井県では、県内１７

市町が共同でごみの分別方法や収集日カレンダーを閲覧できる福井県ごみ分別アプ

リ「ゴミわけるチャン」という無料アプリを公開しております。これにより、本市

の分別方法や収集日につきましても、閲覧が可能となっております。 

 なお、このアプリは、本年５月に公開されたものであり、現状では十分に周知さ

れていないことから、今後は市独自で作成します「ＥＣＯブック」や「ごみカレン

ダー」の配布とあわせて、このアプリの活用を広く周知するなど、市民の利便性向

上に努めて参りたいと考えております。 

 続いて、食べ残しゼロ推進店舗制度の導入についてのご質問ですが、現在、市内

においては、市連合婦人会や芦原温泉旅館協同組合、ＪＡ花咲ふくい等の各種団体

が、食べきり運動の推進に取り組んでいるところでございます。 

 食べきり運動は、料理を提供する側とされる側との意思の確認が大切であり、現

在、市内の旅館におきましては、予約時にお客様と相談し、食べられない材料や食

事の量の希望を聞き、量より質を重視したメニューを用意するなど、サービスの向

上と無駄をなくすための取り組みが行われております。今後は、議員ご指摘の認定

制度を含め、食品ロスをなくし、ごみ減量化を図るため、この食べきり運動の促進

に、市としてかかわって参りたいと考えております。 

 最後に、電動生ごみ処理機への補助制度についてでありますが、合併前の両町で

は、平成１１年度に補助制度を創設し、合併までの約５年間で合せて申請件数が９

５３件、補助総額は約３,７００万円となっております。また、合併後も補助制度を

継続したところですが、申請件数は２０件であったということから、１６年度末を

もって廃止したところです。 

 なお、２３年度において、１４年度から１６年度までの補助対象者へのアンケー

ト調査を実施したところ、「生ごみを分けるのが大変だった」、「水蒸気と熱、臭いが

ひどかった」、「処理機の故障が多い」などの回答が多く寄せられたほか、引き続き

使用している人は約４割にとどまり、使用をやめた割合の方が高い結果となってお

ります。電動生ごみ処理機は、ごみ減量化の効果は認められるものの、このような
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実績を見ますと、継続的な取り組みにはつながらないものと考えております。した

がいまして、現時点において補助制度の再開は考えておりませんので、ご理解賜り

ますようお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ３番、平野時夫君。 

○３番（平野時夫君） ありがとうございました。 

 年１回のごみ減量等推進委員会を行っておりますけども、ある一部での地域の現

状を聞くことはあっても、あわら市全体での聞き取りは行っていないということで

すけども、是非行っていただきたいなと思います。その中で、年１回の定例の推進

委員会で周知というか、今あわら市内のごみの現状はこういう状況なんだというこ

とを、報告を是非お願いしたいなと思います。 

 また、分別マナー、ルール、そういうもの減量化に対して本当に取り組んでいる

活動報告というか、いい活動報告をそこで是非行っていただきたいなと思いますし、

その取り組みを是非お願いしたいなと思います。いかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市民福祉部理事、塚田倫一君。 

○市民福祉部理事（塚田倫一君） ごみの減量化も非常に大切なことと考えております。

現状を把握するためには、お一人お一人丁寧に現状と推進員さんご意見を伺うとい

うことは大変すばらしいことであり、また各自、各自治体で取り組まれているごみ

減量化につきましても、何か発表の場をというふうに考えております。今「エコ市

民会議」というものを当方の方で事務局を持っておりますので、またそういう機会

にでも、発表の機会を設けることできればなというふうに考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ３番、平野時夫君。 

○３番（平野時夫君） 是非よろしくお願いします。 

 アプリなんですけども、あわら市独自でまたつくって公開していただけるという

ことなので、県のそういうアプリから出さなきゃいけないというか、直にあわら市

のアプリを制作公開していただければ、ありがたいなと思います。 

 あと、食べ残しゼロ推進店舗、これは旅館関係はそういう取り組みをされている

ところもあると思いますけども、各店舗に周知していただいて本当につくる側、食

べる側、本当にもったいないので、是非その辺の取り組みも力を注いでいただきた

いなと思います。具体的にステッカーとか、そういう目に見える形で、我が店舗は

食べ切り運動をやっているんだというふうな取り組みを是非、この店は残しちゃい

けないんだなと、また明らかに、例えばレストラン「○○○○」の例を挙げて申し

訳ないですけども、かなり量が多いんですね、好意的で。ありがたいんですけども、

下手すれば食べ残しという形が出てきます。最初から少し少な目とかいう形で注文

をするという、そういうコミュニケーションも生まれてくるんじゃないかなと思い
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ます。是非、形として見える形で、具体的に食べ残しゼロ推進店舗、そういった認

定制度を取り入れていただきたいなと思いますけども、いかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市民福祉部理事、塚田倫一君。 

○市民福祉部理事（塚田倫一君） 最初はアプリの件でちょっと誤解があったかなと、

私の説明が悪かったのか、ちょっと誤解があったような気がいたしますので、再度

説明いたします。 

 アプリに関しましては、福井県１７市町村全て網羅した形で、今無料の公開とな

っております。したがいまして、そこの「ゴミわけるチャン」というアプリの中か

ら、あわら市だけを選択しまして自分の携帯にダウンロードをすることができます

ので、また改めてあわら市独自でアプリをつくるということは考えておりませんの

で、よろしくお願いいたします。 

 それと、食べ切り運動の話でございますけれども、現在あわら温泉では、１０の

旅館が食事の量などを事前にお客様からお聞きして、材料や量を調節しております。

また、県の運動になるわけでございますけれども、毎日３０日を食べ切りの日と定

めておりまして、福井県が啓発活動をしております。この啓発活動にあわら市内の

食品販売店なども協力して推進をしております。この毎日３０日の食べ切りの日と

いうものですけれども、家庭内においては、食材の使い切る方法のアドバイス、飲

食店では食べ切った人への次回の割引券であったり、また粗品の進呈など、食品な

どを実施しております。また、食品販売店におきましては、食べ切りの日のポスタ

ーの掲示、またはパックではなく、１個またはグラム単位という販売、そして食材

によりましては、葉っぱや皮まで食べられる野菜の販売、または残った野菜が使え

るようにするための調味料の紹介及び材料を余すことなく有効に使える料理のレシ

ピなどの紹介を行うという運動に、各店舗が協力して取り組んでいるところでござ

います。 

 まだまだ運動は一部にとどまっておりますので、これをまた強力に推進していき

たいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ３番、平野時夫君。 

○３番（平野時夫君） 最後の質問の生ごみ処理機の件の答弁を伺って、かなり不評だ

なということを今聞かせていただきましたけれども、もっともっと普及してもいい

かなと、この時代、思いますけども、この補助制度は本来ならば、におうとか、そ

ういうものも改善されていけば、もっともっと普及するのかなと今感じたんですけ

ども、値段的には４万、５万、６万というふうな、１台につき電動の処理機は値段

がするわけですけども、それに対して５割なり補助を行っている自治体があるわけ

ですけども、その普及率はちょっと私も調べてはいないんですけども、それほど不

評だとは、ちょっと知りませんでした。まあ、わかりました。 

 じゃ、私の一般質問はこれで終わります。ありがとうございました。 
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◇山川知一郎君 

○議長（坪田正武君） 続きまして、通告順に従い、１２番、山川知一郎君の一般質問

を許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） 日本共産党の山川知一郎でございます。２点にわたって質問

をいたします。 

 第１は、イノシシなどの獣害対策でございます。イノシシなどによる農作物への

被害については、今までにも対策を求めて参りましたが、依然として被害が減らな

い状況にあり、被害地域では、対策のための労力や金銭面の負担に悲鳴が上がって

おります。 

 まず、市内の被害と対策の状況について伺いたいと思います。 

 昨年の作物別被害金額、被害地域、害獣の種類別捕獲頭数、固定柵や電気柵の設

置・捕獲おりの設置等、対策の内容とこれらにかかった費用はどうなっているでし

ょうか。またこれらの点について、前年との比較ではどうでしょうか。 

 改めて対策の拡充を求めたいと思いますが、第１は、現在対策の中心になってお

ります金網柵や電気柵、また捕獲おりの維持管理に対する助成を増やすべきだと考

えます。固定柵等の設置に対する助成はそれなりに行われておりますが、柵やおり

の見回りや補修、餌の補給等が適切に行われなければ効果は上がりません。固定柵

は、道路や水路等もあり、完全に遮断することは不可能で、最近では、固定柵の内

側にさらに電気柵を設置しているというのが実態であります。それでも、完全では

ありません。これらの見回り、補修、餌の交換や補給、捕獲したものの処理等に係

る労力や経済的負担は大変なものでありますが、これらに対する助成は、市独自の

わずかなものにとどまっており、国や県の助成はほとんどありません。市としても

助成を増やすとともに、国や県に対して、この面の助成を強く要求すべきと考えま

すがいかがでしょうか。 

 第２には、被害減少のためには害獣の生息数を減らすことが最も重要であり、捕

獲を対策の中心に据え、捕獲方法の研究・技術等を向上させ普及するとともに、猟

友会への助成などを増やす。あわせて、捕獲したイノシシを食肉として加工・流通

させるための施設建設が必要と考えますが、いかがでしょうか。 

 関連して、現在、石川県が鹿の被害対策として、県境に２４㎞にわたり固定柵を

設置する件について伺います。 

 この件は、自分さえよければよいという誠に身勝手なものと言わざるを得ません。

県境に固定柵を設置すれば、あわら市側の被害が増大することは目に見えています。

また、県境の一部に固定柵を設置しても、根本的解決にはならないだけでなく、鹿

以外の動物の生態にも影響すると思われますが、これらの点について、石川県はど

のように考えているのでしょうか。根本的には、石川県と共同して捕獲することに
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力を入れるべきと考えますがいかがでしょうか。 

 以上、まず１点目、伺います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） 山川議員のご質問にお答えいたします。 

 本市においては、イノシシ、ハクビシン、カラスなど有害鳥獣による被害が拡大

しており、坪江・剱岳地区に加え、細呂木地区の山間部にも広がりを見せておりま

す。 

 本市の鳥獣害に係る被害と対策の状況ですが、被害金額は、２５年度７９３万４,

０００円、２６年度は７２２万７,０００円で、捕獲頭数は、２５年度イノシシ１２

６頭、ハクビシンやアライグマなどの中獣類３７頭、２６年度はイノシシ１６２頭、

中獣類３１頭という状況です。 

 次に、対策といたしましては、金網侵入防止柵の整備で２５年度事業費３,０４０

万１,０００円、２６年度事業費３,２５８万６,０００円、電気柵については、２６

年度のみで事業費５０万円、捕獲おり等は２５年、２６年ともに整備しておりませ

んが、事業費は年々増加している状況です。 

 また、金網侵入防止柵等の維持管理につきましては、下草刈りや補修について多

面的機能支払交付金の活用をお願いしているほか、捕獲おりの見回りや餌の確保に

要する経費に対して、市単独事業により、おり１基当り１万２,５００円の助成を行

い、駆除については、猟友会金津支部及び芦原支部に委託しております。 

 なお、捕殺した鳥獣の埋却に係る経費の２分の１を２６年度までは補助しており

ましたが、今年度からは、「有害鳥獣処分負担軽減事業」を創設し、鳥獣の運搬、焼

却処分を業者に委託することで、集落負担の軽減を図っております。 

 議員ご指摘のとおり、これらの維持管理にかかる国、県の助成はほとんどないこ

とから、この件についても、知事要望及び市長会要望などを通して、今後も強く要

望してきたいと考えております。 

 次に、加工・流通させるための施設の建設をとのことでありますが、２６年９月

の一般質問においてお答えしましたように、イノシシを食肉として利用できる期間

は１１月から翌年３月までの約５カ月で、この期間における捕獲数では、採算がと

れる頭数を大きく下回っているとのことであり、費用対効果の面でも得策ではない

と考えております。 

 続いて、石川県が県境に設置を計画しているニホンジカの侵入防止柵についてで

ありますが、議員ご指摘のとおり、鹿、イノシシの行き場が塞がれることにより、

個体の増加など、農作物の被害が拡大するものと考えております。現在、県農林水

産部を窓口として石川県に対し、設置計画の撤回を要請しているところであります

が、県からは、石川県では部分的な計画変更を考えているという情報のみで、具体

的な資料などは提示されておりません。 

 このような中、刈安山山頂を起点として工事の準備とも思える下刈りなど林野の



 

106 

 

整備が行われたことから、去る７月２９日に福井県庁で行われた、石川県森林管理

課との協議において強く申し入れ、現在のところは、工事は中断している状況であ

ります。本市といたしましては、今後も知事要望を行うなど、本計画の撤回に向け

て強く要請して参ります。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） 今、回答がありましたように、２５年と２６年を比べても、

捕獲頭数などは増えているということで、余り今までの対策で効果が上がっている

というふうには言えないというふうに思います。 

 国や県はですね、こういうハード面、固定柵とか、おりとかにはそれなりの助成

をしておりますが、やっぱり先ほども言いましたように、適切な管理、特に餌をき

ちんきちんととりかえるとか、そういうことがやれないとなかなか効果は上がらな

いと。これだって非常に大変な負担になっておりまして、なかなかここがうまくい

っていないという地域もございます。そういう点では、是非市としても、補助を増

やしていただきたいと思いますが、国、県に対してですね、強くこの面の助成拡大

を求めていただきたいというふうに思いますが、その点についていかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） 先ほどの質問にもお答えしましたように、維持管理に

伴う経費につきましても、今後、知事要望等で強く要請して参りたいと考えており

ます。よろしくお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 それで、石川県の問題ですが、石川県はこの柵は鹿対策としてやるんだというふ

うに言っておりますけども、現在のところ、鹿が全くいないわけではありませんが、

まだあわら市においては、目立つほどの鹿の被害は今のところはないというふうに

思います。ところが、これが現実に設置されますと、鹿よりもイノシシが結局は全

部そこで止まってですね、ますますあわら市の被害が増えるということになるとい

うふうに思います。 

 今のところ、私が聞いているところでは、石川県はとりあえず、国道から刈安山

の頂上までの７キロについては、昨年、議会で予算も通っているし、業者に発注も

していると、もうあしたにでも着工できるというような状況だというふうに聞いて

おりますが、石川県が言うように、石川県は最終的には７キロでなくて２４キロ設

置するというふうに言っていますが、２４キロ設置してもですね、鹿対策としても、

私は完全でないと。相手はまだあいているところは幾らでもあるわけですから、よ

り８号線から西側の部分を通ってでも行くことはできますし、だからこういう石川
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県にとっても余り効果のないようなことをですね、一方的にやるということは本当

にちょっと、地元、私どもとしては身勝手過ぎるというふうに言わざるを得ないと

ころです。 

 よっぽどですね、そこらについて強力に申し入れをしないと、石川県としても、

今年度中には何とか予算消化したいということになるんではないかなと思いますが、

先ほども言いましたが、鹿対策とは言っているけども、これをやられたらイノシシ

がどんどんあわらに増えると、そういうことについてどう考えているのかとかです

ね、それからそれ以外のいろんな動物の生態系にどういう影響を与えるかと、そう

いうことについて石川県はどう考えているんやと。また、ただ来んように止めると

いうことでなくて、一緒に捕獲するということについて、やっぱりお互いに共同し

てやるべきではないかなと思いますが、そこら辺についてはいかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） お答えいたします。 

 現在、福井県と石川県、県境ということで県との折衝ということで、市としまし

ては、福井県の方に一任しているというふうな状況でございます。具体的な改善策

というふうなお話でございましたけども、市としましては、基本的には白紙撤回と

いうふうなことを前提に県の方へ強く申し入れておりまして、県の方もそういった

形の中で撤回というふうな申し入れをしているというふうに伺っております。 

 ただ、石川県の方の立場としましては、２６年度の事業としまして２６年１２月

に工事を発注しておりますので、それで繰り越しをした関係で、事業の進展につい

て強くやりたいというふうな申し入れがあると。その辺のところで食い違いの状況

が生じて現在に至っているというふうな状況でございます。 

 ただ、現場の方はですね、先ほど申し上げましたとおり、下刈りというふうなこ

とで、現地の方へ測量に入るための下刈りをされたのだろうと思っておりますが、

それ以降は現場進捗、何も手がけていないということであれば、今の現状を踏まえ

て、石川県の方も何か考えているのかなというふうに想像をしているところでござ

います。 

 以上でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） これ、問題になってからもう２カ月ぐらいになるかと思いま

すが、回答があんまり変わりないんですよね。今言われたような、石川県に対して

は、白紙撤回してもらいたいと言っている。それに対して石川県がどう言うている

とか、話をして少し変化したとか、しないとか、そこらのことがさっぱりわからな

いんですが、さっきの答弁では８月２９日ですか、県庁で石川県も交えて話をした

ということですが、今言ったような、そういうことについて石川県はどういうこと

を言っているでしょうか。 
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（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） 県と協議をしたのは、７月２９日でございます。協議

の中身でございますが、全く意見が交錯するというか、取り交わすような感じでは

なく、石川県は理解していただきたいというふうな言い方でございまして、こちら

の方では、地元の意向を受けて撤回してくれというふうな平行線のままの協議がな

されているというふうな状況でございます。 

 ただ、これまでいくに当たりまして、石川県の方から多少石川県よりに柵の位置

をずらすなどというふうな前情報といいますか、そういったものは県の方からお伺

いしておりますが、それにつきましても決定したわけでもございませんし、福井県

も認めたわけではないというふうに言っているところでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） 県境からですね、多少石川県側へ設定の場所を移してもです

ね、根本的には何も変わらんというふうに思いますので。 

 市長、是非ちょっと県任せではなくて、市長も先頭に立ってですね、是非、石川

県に全面的に撤回していただくように、そしてまたできれば共同してやっぱり捕獲

するとか、そこらで一緒にやりましょうというような方向に私は進むべきではない

かと思いますが、是非、市長のお考えを伺いたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 石川県側と共同して捕獲をするということはですね、まずその

以前に、現在計画している柵の事業そのものを撤回してもらわなければいけません

ので、まずそれは前提になろうかと思いますし、是非そうしていただきたいと思っ

ております。 

 つい先週ですけれども、やはり福井県側の担当の方から、石川県側の担当の方に

白紙撤回を求めるような意思表示もしているやに聞いております。ただ、それに対

して、石川県の方から具体的な返答がまだきていないというふうに聞いております。 

 先ほど部長も答弁いたしましたように、とりあえずこの問題が発覚してから下草

刈りといいますか、それは止まっているようですので、この間に石川県側が第２、

第３の案を考えているのか、あるいはこのまま進めようとしているのか、あるいは

場合によっては撤回まで含めて考えているのか、そこらあたりの情報はまだ入って

はおりません。 

 ただ、いずれにいたしましてもですね、これは私としては撤回していただきたい

と思っております。行政間同士の交渉事でありますけれども、これは前へ進まない

といいますか、従来どおり石川県が工事を進めるというようなことに発展するなら

ばですね、その可能性があるならば、余り多くは申し上げられませんけど、いろい

ろな方法でもって阻止をしていくような動きをしなければならないだろうなという
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ふうに思っております。 

 ただ、いつまでもこんな状況が膠着状態のままあってもですね、これ、第三者が

見ますとですね、ある意味では興味本位で見られてしまう可能性さえ私はあるので

はないかなというふうに思っております。非常にある種みっともない話であります

し、このように私から見れば、現場感覚が薄いような施策としか、私は思われませ

んん。なおかつですね、どうもこの事業に関しては、国からの補助金も流れている

ように聞いていますので、行政としての体面はわかりますけれども、そこらはひと

つ乗り越えてですね、石川県側に英断を求めたいなと思っております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） 市長がおっしゃるとおり、本当にみっともないというか、ち

ょっと余りにも一方的と言わざるを得ないと思いますので、是非早期に解決してい

ただけるように、是非頑張っていただきたいなというふうに思います。 

 では、２点目の質問に移りたいと思います。 

 芦原温泉駅周辺整備事業についてでございますが、ＪＲ芦原温泉駅の東西に三つ

のロータリーを整備するとともに、前年からの継続で金津本陣にぎわいづくりプロ

ジェクト事業として、今年度、街路整備や本陣飾り物展示施設整備など、７事業を

進めるとのことですが、これらに係る費用総額及び市の負担は幾らになるのでしょ

うか。 

 ロータリー整備については、議会に対するきちんとした説明もないままに、地元

説明会が開催されているようでございますが、これは議会軽視になるのではないか

というふうに考えます。 

 また、これらの事業について、昨年から何回もワークショップが開かれて住民の

意見を聞いてきたと思いますが、住民の意見は十分にこれらの計画に反映されてい

るのでしょうか。 

 ６月議会でも申し上げましたが、まちづくりについては、住民にプランを提示し

て住民合意の上で進めるべきと思いますが、ロータリー整備などは突然出てきたよ

うに思いますし、地元では「よくわからない」との声が上がっています。三つのロ

ータリーの必要性・機能等について説明をしていただきたいと思います。 

 新幹線建設が３年前倒しになったから時間がないというようなことで、住民の意

見が無視されて一方的に進められるというようなことがないということは、きちん

と断言できるでしょうか。また、新幹線建設用地の買収はこれからとのことであり

ますが、市内の予定されているところには多くの遺跡、埋蔵文化財があると予想さ

れます。それらの調査は時間的に可能なのか伺いたいと思います。 

 以上です。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 土木部長、堀江与史朗君。 

○土木部長（堀江与史朗君） お答えします。 
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 先ほどの森議員の質問で答弁させていただいたとおり、現在、芦原温泉駅周辺で

は、「芦原温泉駅周辺整備事業」と「金津本陣にぎわいづくりプロジェクト」の二つ

の事業を展開しております。 

 まず、芦原温泉駅周辺整備事業に係る総事業費は、平成１８年３月に策定した「芦

原温泉駅周辺整備基本計画」において、７５億４,０００万円としておりました。策

定後、約１０年が経過したところですが、新幹線計画の一部変更により、当時想定

していた高塚跨線橋の架けかえが不要になったことから、単純計算では約５３億円

となります。そのうち、平成２６年度までに取り組んできた事業費は、約７億１,０

００万円で、これから予定される事業費としては、約４６億円となりますが、今後、

基本計画の改訂を予定していることから、その中で再度、精査をしていきたいと考

えております。 

 なお、本年度の事業費については、繰越分を合わせて、約１億４,１００万円で国

庫補助金を除いた約８,５００万円が市の負担となります。 

 もう一方の金津本陣にぎわいづくりプロジェクトにつきましては、本年度が最終

年度となり、その事業費の総額は、約１億７,３００万円であります。 

 なお、本年度事業費は約５,３００万円で、県補助金を除いた、約２,２００万円

が市の負担となります。 

 次に、ロータリー整備につきましては、先ほど説明させていただいた１８年策定

の「芦原温泉駅周辺整備基本計画」にも、東西の広場が位置づけされているところ

です。西口広場につきましては、計画区域のほとんどが公共用地であることから、

用地取得に関しての課題はないものと思われますが、東口に関しては、計画区域の

全てについて用地の取得が必要である上に、さらにそのほとんどが住宅地となって

おります。このため、東口広場を整備するためには、住宅の移転が必要となること

から、対象となる方々の今後の生活設計の上で大きなご負担をお願いすることにな

り、一般的な用地取得以上に関係者の皆様のご理解が必要であります。 

 地元説明会は、これらのことを考慮し、関係者の皆様に早い段階であわら市の考

え方をお示ししたもので、将来の事業化に向けて、今後さらに丁寧に説明を重ねて

いきたいと考えております。 

 また、ロータリーの必要性や機能についても、繰り返しになりますが、平成１８

年策定の「基本計画」の中で、西口に二つ、東口に一つのロータリーが示されてお

ります。 

 まず、西口広場ですが、バスやタクシー等の公共交通機関が利用するロータリー

と、旅館を含む一般利用者の送迎に利用するロータリーの二つに分けて計画してい

ます。計画に当たっては、現在の一つのロータリーでは、バスやタクシーの乗降所

に一般車両が止まるなどして構内の交通が混雑していることから、公共交通事業者

の意見も取り入れ、分離をするものであります。 

 また、東口広場のロータリーについては、これまでも説明しておりますが、新幹

線は在来線の東側に入ってくることから、利用者の利便性を図る目的で整備するも
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のであります。 

 なお、芦原温泉駅の主な乗りかえは西口広場としているところですが、一定の割

合を東口広場で分担する計画であり、東口につきましても、更なる発展を期待する

ものであります。 

 続いて、住民の意見の反映に関するご質問でありますが、ワークショップは「金

津本陣にぎわいづくりプロジェクト」の事業推進の中で主に行っており、反映でき

たことと不十分であったことがあったと思いますが、今後とも議論を重ねながら取

り組んで参りたいと考えております。 

 また、住民の意見が無視されることがないかとのご質問ですが、これまでにも丁

寧な説明を心がけてきたつもりでありますが、建設課が新幹線事業に関する窓口に

なっておりますので、疑問や要望などがありましたら、気軽に声をかけていただけ

れば、建設主体である鉄道・運輸機構や用地買収を担当する県とともに対応して参

ります。 

 今後、用地買収に向けた説明会や工事に関する説明会なども行われる予定であり、

関係機関が一体となり丁寧な説明に心がけていきたいと考えております。 

 最後に、埋蔵文化財に関するご質問でありますが、本市の新幹線ルートの延長約

１０.１㎞の中に、６遺跡、距離にして約１.４㎞の埋蔵文化財包蔵地があることが

想定されています。事業主体である鉄道・運輸機構から埋蔵文化財の調査を受託し

ている県によりますと、用地が確保されたところから順次調査を開始し、２８年度

内に調査を完了できるよう最大限努力していくと聞いておりますので、ご理解賜り

ますようお願いいたします。 

 以上です。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） まずですね、平成１８年につくられた基本計画では７５億、

周辺整備にかけるとなっておりまして、それが今までで大体５３億使われたと。５

３億に縮小されたか、でしたか。今後はですね、今までに７億１,０００万使って、

今後４６億ということですが、昨年の健康長寿祭のときに市長は、「これからＪＲ駅

周辺整備、１０年間で１００億ぐらい投資する」というふうに言われたんですが、

７５億でも１００億でもいいんですけど、今後想定されている主な事業というのは

どういうものがあるんでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） まだまだこれ、概略の概略の金額でありますので、正確なもの

ではありません。１００億投資するとは恐らく言っていないと思います。私が投資

する資格もありませんし、これは支援機構の投資もありますし、その他のもろもろ

のものがありますから、その全てを合わせるとですね、ひょっとすると１００億近

いような投資もですね、ないではないと。まだ昨年の段階で、そういう段階だった
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と思います。それはちょっと誤解のないようにお願いしたいと思います。 

 現段階で、平成１８年につくった計画をベースにして考えた場合に、今後どうい

うものが主なものとしてあるかということにつきましては、担当部長の方から答弁

させていただきます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 土木部長、堀江与史朗君。 

○土木部長（堀江与史朗君） それでは、お答えします。 

 今後、予定される事業ですけども、まず現在取り組んでいます西口アクセス道路

の延長があります。それから、あと西口広場の整備が今後発生をします。現在、設

計中ですけども、今後、西口広場の整備、それから今度は東側になりますけども、

東側の広場、それから東口のアクセス道路、それから東西を結びます自由通路の整

備等等があると想定をされております。 

 以上です。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） 今、言われた西口のアクセス道路と広場の整備、東口の道路

と広場、そして自由通路、これで５０億近くぐらいかかるということなんですか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 土木部長、堀江与史朗君。 

○土木部長（堀江与史朗君） 今ほど申し上げましたのは、平成１８年に策定した基本

計画の中で示されたものでございます。あと、先ほども言いましたけれども、来年

度に向けて基本計画の改定を予定しているところでございます。この中で、さらに

追加するものがあるかどうかも含めて、今後１年かけて協議になると思っておりま

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） 今までもいろいろまちづくり、周辺整備の事業でａキューブ

とか広場とかですね、やってきまして、先ほど吉田議員の質問でしたか、ａキュー

ブなどは１カ月５００人ぐらいの今、利用状況と。とても十分に活用されていると

言えるような状況ではないというふうに思いますが、是非これからのですね、事業

についても、できるだけ早く、今から見直しをするということですが、詳細なです

ね、細かい計画、そして事業費の見積もり、そういうものを出していただきたい。

是非税金の無駄遣いにならないようにですね、今までのようなことが繰り返されな

いように、是非そこらを早く知らせていただきたいというふうに思います。 

 それから、今のちょっと、一つだけ細かいことになりますが、ａキューブにです

ね、今回の補正予算でエアコンを１５０万でつけるということになっておりますが、

委員会の資料を見ますと、あれ、１、２、３、４、５の中の３につけるということ

だと思うんですが、これ、３だけで４にはつけないんですか。それから、２とか１
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とかにはエアコンはつけないんですか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） ａキューブについてのご質問となりましたんですけど

も、現在キューブ１、駅に一番近いところの事務所とショップをやっているところ

でございますが、そこにはエアコンはもう既に入ってございます。キューブ２、キ

ューブ３、キューブ４、キューブ５と残りの施設には、そういった施設はございま

せん。キューブ２では、主にトイレと、それと本陣飾り物の展示ということで、特

にエアコンの必要性はないというふうに判断しておりますが、３と４に関しまして

は、あわせてコンサート等の利用がされるというふうに、利用上もそんなふうに見

ておりますので、今回あそこはイスターカーテンというもので接続ができるような

施設になっておりまして、利活用については、３を介しながら４も使うというふう

な利活用を考えておりますので、３の方に今回はエアコンを配備したいというふう

に考えてございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） そうすると、３に設置すれば４まで効果はいくということな

んですか。 

○議長（坪田正武君） 山川君、質問してますけど、これは質問議題に入っていません

ので、ちょっと路線から外れているような気がするんですけど。一つもそういうこ

とは書いていないんです、この中には。 

○12 番（山川知一郎君） ある。許可していただきたい。 

○議長（坪田正武君） はい。許可します。 

   経済産業部長、川西範康君。 

○経済産業部長（川西範康君） 使用の流れの中で、ご使用できるというふうに考えて

ございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） あとですね、埋蔵文化財ですが、１.４キロに６遺跡あると予

想されると。来年度中にはこの調査を完了したいということですが、買収が終わる

のはいつごろなのか。一つの遺跡を調査するのに、別に一つずつ順番にやっていく

というんでなくて、並行してやっていけばいいんでしょうけども、一つの遺跡を調

査するのにどれぐらいの時間がかかるんでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 土木部理事、長谷川義則君。 

○土木部理事（長谷川義則君） 今、埋文調査の期間のご質問です。 

 まず、試掘調査を行いまして、それによって本調査が必要かどうかというふうな

手順になります。県としては、冬季間も含めてですね、まず試掘から入って本掘調
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査までを２８年度いっぱいにやりあげると。だから、今の段階で六つの遺跡でそれ

ぞれがどのくらいというめどは立っておりません。試掘をして、それから本掘調査

に順次入っていくというスケジュールで聞いています。 

 あとは、もう一つ、用地買収のご質問がありましたが、今年度から一部測量が終

わっている地区もありまして、今県の方で順次、用地交渉に入っている状況です。

早いところは今年度用地契約をしたいというふうな形で動いております。 

 以上です。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） 用地買収もまだ全部は終わっていない、むしろ今からという

状況の中で、果たしてきちんとした調査ができるのか、大変心配をしています。 

 時間がないからということでいいかげんに調査が済まされないように、十分きち

んとした調査をやっていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いを

します。 

 以上で質問を終わります。 

                                        

   ◎散会の宣言 

○議長（坪田正武君） 以上で一般質問を終結いたします。 

 本日の日程は全て終了いたしました。 

 あすからは１７日まで休会とし、休会中に付託されました案件について、それぞ

れ常任委員会の審査をお願いいたします。 

 本会議は、９月１８日、再開いたします。 

 本日はこれをもって散会いたします。ご苦労さまでした。 

（午後４時 07分） 
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   ◎開議の宣告 

○議長（坪田正武君） これより、本日の会議を開きます。 

○議長（坪田正武君） 本日の出席議員数は、１８名であります。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（坪田正武君） 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

（午後１時 26分） 

                                        

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（坪田正武君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、１６番、卯目ひろみ

君、１７番、山川 豊君の両名を指名します。 

                                        

   ◎議案第６１号から議案第６７号、請願第６号及び請願第７号、陳情第２号の 

                   委員長報告・総括質疑・討論・採決 

○議長（坪田正武君） 日程第２から日程第１１までを、会議規則第３５条の規定によ

り一括議題といたします。 

 これらの議案につきましては、各常任委員会に付託し、審査願っておりますので、

各常任委員長より、その審査結果の報告を求めます。 

○議長（坪田正武君） まず、総務文教常任委員長より報告願います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 総務文教常任委員会の審査の報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る９月８日、９日の両日、市長、副市長及び担当部課長の出席を

求め、当委員会に付託されました議案第６１号、平成２７年度あわら市一般会計補

正予算（第２号）（所管事項）をはじめ、３議案と陳情第２号、地方財政の充実・強

化を求める意見書の採択について及び請願第６号、平和安全法制整備法案および国

際平和支援法案の廃案を求める請願について慎重に審査いたしました。 

 審査の結果、議案３件については、いずれも所要の措置であり、賛成全員で原案

のとおり可決すべきものと決しました。陳情第２号については採択することと決し、

請願第６号につきましては不採択と決しました。 

 以下、審査の過程で議論されました主な事項について申し上げます。 

 まず、議案第６１号、平成２７年度あわら市一般会計補正予算（第２号）（所管事

項）について、所管ごとにに申し上げます。 

 最初に、総務課所管について申し上げます。 

 職員採用試験事務委託料２６万円について、委員からは、職員採用に際し、年齢

制限があるのか、臨時職員との違いは何か、また特定任期付職員の仕事内容の想定

は何か、給与の額は、兼業は可能なのかという問いがありました。理事者からは、
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多少の年齢制限は必要であり、募集要項に入れるということ、また特定任期付職員

の仕事内容は、現在はまだ具体的に想定しておらず、兼業は禁止となること、給与

の額については、条例案の給与表は特定任期付職員のものであり、国体に関する職

員は一般の職員の給与表を適用すること、条例で採用する任期付職員は正規の職員

であり、職員定数にカウントされる職員であること、臨時職員は一般職員の補職で

あり、明確に区別されるとの答弁がありました。 

 次に、政策課所管について申し上げます。 

 福井の情報誌「福楽」への特集記事掲載料である雑誌等広告料３７万８,０００円

について、発行部数、発行時期の問いがあり、理事者からは、１万２,０００部の発

行であり、２０１５年冬号に掲載され、書店やコンビニに設置されるとの答弁があ

りました。 

 また、福井ふるさと茶屋整備支援事業補助金６００万円は、花咲ふくい農業協同

組合細呂木支店を拠点とした集落活性化事業であります。委員からは、採択は市が

やるのか県がやるのか、この事業の周知はどのようにしたのか、この事業の募集が

いつまで続くのか、３年で１,５００万円の補助があるということは３年間、各事業

を実施するのかという問いがありました。理事者からは、この事業は県の事業であ

り、県内１０件の応募のうち、あわら市は２件応募し、そのうち１件が採択された

こと、また募集期間が短かったため、政策課内で知り得る組織に周知しただけであ

り、今後は広く周知していきたいとの答弁がありました。また、この県の事業によ

るあわら市からの採択は今回限りであり、拠点整備の一つであって、３年間で基盤

を整えてから直売所や観光案内などの事業を継続していくものであるという答弁が

ありました。この議論に際し、委員から、政策課とほかの課とのつながりはどうな

っているのかという問いがあり、理事者からは、各課が横断的にかかわる事業があ

り、政策課として全体の調整が必要で、全体をコントロールするポジションである

と認識しているとの答弁がありました。 

 次に、サーバー室エアコンとりかえ工事１２０万円について、委員から、空調機

に対しての問いがあり、理事者からは、２４時間３６５日動かすもので、６年程度

で故障しており、今回は２台設置し、長寿命化を考えているとの答弁がありました。 

 次に、教育総務課所管について申し上げます。 

 小学校施設整備事業３５０万円について、委員からは、なぜ暖房用煙突の撤去が

できないのか、石綿障害予防規則の内容はどうかとの問いがあり、理事者からは、

予防規則では除去または封じ込め、囲い込み等を行うとなっており、今回煙突の上

から下までが１５ｍあり、内部のアスベストを撤去する費用が７００万円かかるの

で、安易な囲い込みを選択したとの答弁がありました。 

 次に、スポーツ課所管について申し上げます。 

 県民スポーツ祭派遣委託料１４万４,０００円について、委員からは、成績を見込

んで当初で予算要求すべきではないのかとの問いがあり、例年８０万円で予算化し

ているが、例年になく成績優秀で、２日目に残った競技が多かったからであるとの
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答弁がありました。 

 次に、議案第６３号、あわら市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定

について申し上げます。 

 補正予算案の審議でも触れられていたため一部重複しますが、委員から、あわら

市としては特定任期付職員の採用は考えていないということだが、この条例制定の

必要性は何なのか、国体事務にかかわる職員の仕事内容は何なのか、国体事務に５

人も必要なのかとの問いがありました。理事者からは、４種類の任期付職員があり、

セットででき上がっている制度であるので、条例案としては全てをそろえた形で上

程している、また短時間に大勢の職員が必要になる事務があり、国体や新幹線関連

に従事する職員を増員する必要から、一時的に増加する業務に携わる職員の採用を

考えている、国体事務に５人を充てるつもりはないとの答弁がありました。 

 次に、議案第６４号、あわら市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定に

ついて申し上げます。 

 委員からは、法定代理人と異なる任意代理人とは何か、情報漏洩の罰則はないの

か、手数料の金額は幾らかという問いがありました。理事者からは、委任状所持者

が任意代理人であり、罰則は番号法で規定している、手数料は今後規則で定めると

いう答弁がありました。 

 続いて、陳情第２号、地方財政の充実・強化を求める意見書採択について申し上

げます。 

 理事者からは、毎年意見書を提出してもらっており、意見書を提出してもらうこ

とはありがたいとの参考意見がありました。委員からは、特段の意見はありません

でした。 

 次に、請願第６号、平和安全法制整備法案および国際平和支援法案の廃案を求め

る請願について申し上げます。 

 委員からは、法案が成立しても違憲立法で訴訟が起こり、裁判所は違憲と判断す

る確率が高い、自国防衛には仕方がないと思う、法案成立が即戦争ではない、自国

防衛が主眼である、国会の審議を見たいと思うが、自衛隊の存続、抑止力は必要だ

と考えている、戦争は反対だが、自国は守る必要があると思うなどの意見が出され

ました。 

 以上、当委員会に付託されました案件の審査経過と結果を申し上げ、報告といた

します。 

○議長（坪田正武君） 次に、厚生経済常任委員長より報告願います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ６番、森 之嗣君。 

○６番（森 之嗣君） 厚生経済常任委員会の審査の報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る９月１０日、１１日に市長、副市長及び担当部課長の出席を求

め、当委員会に付託されました議案第６１号、平成２７年度あわら市一般会計補正

予算（第２号）（所管事項）をはじめ、５議案について慎重に審査いたしました。 
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 審査の結果、議案５件については、いずれも所要の措置であり、挙手採決の結果、

議案第６１号は賛成多数、その他は賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決し

ました。請願第７号、ＴＰＰ交渉に関する請願については、賛成なしで不採択と決

しました。 

 以下、審査の過程で議論されました主な事項について申し上げます。 

 まず、議案第６１号、平成２７年度あわら市一般会計補正予算（第２号）(所管事

項）について、所管課ごとに申し上げます。 

 まず、市民生活課所管について申し上げます。 

 個人番号カード交付事務等に係る経費２８９万５,０００円は、マイナンバー制度

実施に伴う臨時職員賃金、郵便料、備品購入費であります。委員からは、臨時職員

２人の雇用期間が６カ月と３カ月で異なっているが、通知カードを送付する１０月

の方が問い合わせが多く忙しいと思う、２人とも１０月から雇用すべきではないか

との問いがあり、理事者からは、カードの交付にかかわる事務費は、国が全額を補

助する予定であったが、状況が変わり、補助金の内示額が９２万６,０００円であっ

た。一般会計予算を圧縮する必要が生まれ、問い合わせについては、現在の職員で

対応し、個人カードの交付事務は繁忙が予測されるため、市民サービスを考慮し、

臨時職員を雇用したいとの答弁がありました。 

 次に、子育て支援課所管について申し上げます。 

 認定こども園施設整備補助金２,２７５万３,０００円は、北潟こども園、金津東

こども園の老朽化に伴う大規模修繕にかかわる補助金であります。委員からは、金

津東こども園は、こども園移行前に大規模な改修を行ったが、そのときにどうして

今回の工事を行わなかったのかとの問いがあり、理事者からは、こども園に移行す

るには、５歳児の部屋を増設する必要があった。昨年は、施設があわら市のもので

あったため補助金は使えず、市費１００％で必要最低限の工事を行ったものである。

今回の工事は、完全民営化したことにより、国、県の補助金が使え有利であるとの

答弁がありました。 

 次に、農林水産課所管について申し上げます。 

 鳥獣害防止総合対策事業補助金１００万円は、イノシシやハクビシンなどを捕獲

するためのわなやおりを購入するための補助金であります。委員からは、おりなど

を貸し出しする手続が複雑であり、利用者のことを考え簡素化することはできない

のかとの問いがあり、理事者からは、現在は貸し出し申請を農林水産課で受け付け、

おりが置いてあるＪＡと連絡をとりながら貸し出しをしているが、おりなどの数が

充実してきたため、ＪＡの倉庫で貸し出しができるように検討したいとの答弁があ

りました。 

 次に、観光商工課所管について申し上げます。 

 越前加賀宗教文化街道推進事業補助金５０万円は、越前加賀に伝わる「鹿島の森

伝説」をモチーフとした県境綱引きに対する補助金であります。委員からは、計画

から実施までに時間がなく、思いつきで行うイベントのような感じである。来年度
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に事業を持ち越し、議論を深めてから実施すべきではないかとの問いがあり、理事

者からは、吉崎地区は小学校の統廃合等があり、地域おこしの一環として今年実施

したいとの熱い思いがある。その思いを尊重し、イベント立ち上げにかかわる３年

間の支援を行いたいとの答弁がありました。 

 番組放映事業委託料４３２万円は、本市への誘客を促進するため、観光プロモー

ションビデオをＢＳで放映するための委託料であります。委員からは、どうしてＢ

Ｓ放送を選んだのか、また視聴率はどれくらいあるのかとの問いがあり、理事者か

らは、観光プロモーションビデオは、田中光敏監督につくっていただいた非常に質

の高いもので、田中監督のファンは地上波、ＢＳを問わず視聴すると思う。放映料

の金額によりＢＳに決まった。また、視聴率は１％から２％であり、１００万人か

ら２００万人の視聴者になると思うとの答弁がありました。 

 次に、スモール・ビジネス支援事業補助金５５０万円は、市内で創業をする４人

に対する補助金であります。委員からは、補助金をもらうための条件は何かとの問

いがあり、理事者からは、事業開始後、３年以上継続してもらう必要がある。決定

に際しては、商工会の経営指導員が計画を審査し、市も税金の滞納などを調査し、

対象者を決定している。もし、３年未満で事業を終了した場合は、補助金を返還し

てもらうとの答弁がありました。 

 次に、議案第６２号、平成２７年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算

（第１号）について申し上げます。 

 井戸の掘りかえに係る経費などの補正を行うもので、特段の質疑はありませんで

した。 

 次に、議案第６５号、あわら市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

申し上げます。 

 国民一人一人に割り当てられる個人番号カードの再交付に係る手数料を定めるた

め、所要の改正を行うものであり、特段の質疑はありませんでした。 

 次に、議案第６６号、市道路線の認定について及び議案第６７号、市道路線の変

更について申し上げます。 

 両議案は、市道１０５号線及び瓜生石塚線の道路改良工事に伴う市道の変更、及

び現路線を新たに市道１１４３号線及び市道３８７号線として認定するものです。

委員からは、市道１０５号線は県道水口牛ノ谷線に接続するようだが、学校給食セ

ンターの後ろを通す予定ではなかったのかとの問いがあり、理事者からは、学校給

食センターの後ろを通る案もあったが、新幹線の計画変更に伴い、高塚跨線橋の架

けかえ計画がなくなったため、現状の計画に戻したとの答弁がありました。 

 次に、請願第７号、ＴＰＰ交渉に関する請願について申し上げます。 

 委員からは、請願は予測に基づく内容が含まれており、さらに「交渉から撤退す

る以外はない」と断言しているが、現段階での無条件交渉撤退は難しいとの意見が

ありました。 

 以上、当委員会に付託されました案件の審査経過と結果を申し上げ、報告といた
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します。 

○議長（坪田正武君） これより、各常任委員長の報告に対する総括質疑を許します。 

○議長（坪田正武君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 質疑なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これから、日程第２から日程第１１までの討論、採決に入りま

す。 

                                        

○議長（坪田正武君） 議案第６１号、平成２７年度あわら市一般会計補正予算（第２

号）について、討論はありませんか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 反対討論ですか。 

（「反対です」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２人とも反対ですか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ３人も反対ですか。 

（「反対」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 議席順の大きい方からいきますので、１２番、山川知一郎君か

ら認めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） 議案第６１号、一般会計補正予算について、反対の討論を行

います。 

 一つは、北陸新幹線開業対策事業委託料１００万円が計上されておりますが、こ

れは補正でありまして、総額９４０万円でプロモーションビデオをつくり、テレビ

や大都市の映画館で放映するなど、観光客誘致のための宣伝とのことですが、どれ

だけの効果があるのか大変疑問であります。金沢開業から半年がたち、あわら市も

含めて北陸はいずれも観光客が増えているとのことですが、金沢以外は期待したほ

どではないとの声が聞かれますし、利用者への調査では、「また利用したい」との回

答は１５％程度で、一時的なものに終わるのではないかと報道されています。敦賀

まで延伸されても１日４本ぐらいしか、あわらには止まらないと言われている中で、

宣伝に金をかけても無駄ではないかというふうに考えます。 

 二つ目には、ふるさと創造プロジェクト事業１９７万３,０００円ですが、ａキュ

ーブにエアコンなどを取りつけるとのことですが、これは当初から必要と言われて

いたにもかかわらず設置せず、今になって設置をすると。まさに行き当たりばった

り行政の典型ではないでしょうか。私はそもそもａキューブの建設に反対でしたが、

現在１カ月５００人程度しか利用していない施設に本当にエアコンが必要なのか、

慎重に検討する必要があるというふうに思います。 
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 三つ目には、マイナンバーカード交付事務等にかかる費用２８９万５,０００年、

ＩＣカードシステムバージョンアップに３９万８,０００円、マイナンバー制度につ

いては、後ほどまた討論をいたしますが、現状は国民の理解が進んでおらず、課題

も山積と言われております。今の時点でマイナンバー制度を導入することは非常に

問題があるというふうに考えます。 

 以上、３点で補正予算に反対するものでございます。是非、議員各位のご賛同を

お願いして討論といたします。 

○議長（坪田正武君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。賛成者の討論はあり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 続いて、原案に反対者の発言を許します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ５番、吉田太一君。 

○５番（吉田太一君） 平成２７年度あわら市一般会計補正予算、補正第２号について

反対の討論をさせていただきます。 

 越前加賀宗教文化街道推進事業補助金について、この事業は７月２４日に要望書

が提出されています。今回の事業自体、計画して要望書提出までの期間が余りにも

短く、慎重に計画、議論されたと思えない状況だと思います。また、市当局として

のこの事業に対して費用対効果も検証されず、勢いに任せ計画されたように私は思

います。 

 今年度の補助金５０万円、２８年度３５万円、２９年度２０万円、私は地域や団

体からの声が上がり、事業を計画していくことは大変よいことだと思います。また、

応援していくべきだと私は思いますが、今回は余りにも性急で内容、事業計画など、

もっと慎重に議論していくべきだと思います。今回の補助金は５０万円ですが、３

年計画総額１０５万円の補助金です。この金額を少ないと思うか、大きなお金と思

うか。市民の税金を使うのです。税金、公金を使う事業をもっと慎重に議論してい

くべきだと思います。 

 このような補助事業に対して、５年、１０年先を見据えた計画、市にとって、地

域にとって、市民にとって必要であることを検証しながら、公金を使っていくべき

だと私は思います。今回のこの事業に対して、アイデア自体はおもしろいと思いま

すが、もっと内容、事業計画など慎重に議論してから、来年度からでも遅くはない

と思います。 

 また、個人番号カード交付事務等に係る経費でも、私は委員会でも申し上げまし

たが、１０月からの問い合わせ等業務に係る臨時職員の採用について、芦原分室は

高齢者の方の問い合わせが、２８年１月のマイナンバー利用開始よりも、住民票の

住所に通知される当初の方が忙しいと思います。混雑すれば、通常業務に支障を来

し、市民に迷惑をかけるおそれがあると思います。私は本庁と同じく、芦原分室も

１０月から臨時職員の採用をすべきだと思います。国からの補助金が少ないのはわ
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かりますが、市費単独でも臨時職員を採用し、市民サービスをするべきだと思いま

す。 

 また今回、小学校施設整備事業に対しても、本来、当初予算に盛るべき事業であ

りながら、今回の補正に出てきている。思いつきとも思えるような事業、また計画

性のない事業計画など、このようなことが続けば、私は今後のあわら市の財政圧迫

になりかねないと懸念します。 

 以上のことから、平成２７年度一般会計補正予算、補正第２号の反対の立場をと

らせていただきます。議員各位の同意をいただきたく、反対討論とさせていただき

ます。 

○議長（坪田正武君） 次に、原案に反対者の発言を許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 議案第６１号、平成２７年度あわら市一般会計補正予算（第２

号）について、反対の討論をさせていただきます。 

 ふるさと創造プロジェクト事業として、ａキューブにおけるエアコン４台と物置

の設置費１９７万３,０００円が計上されております。もともとａキューブ設計時か

ら、その利活用のため冷暖房機器の設置を市民からなるワークショップで指摘され

ていながら、冷房に関しては戸をあけ、風を入れれば大丈夫であるという説明をし

ておきながら、やはり冷房がなければイベントなどを行うことに支障が出るという

ことでの措置です。初期段階から利用者の意見を聞いて計画していないという、全

くその場しのぎの計画であることが明白になりました。なぜ、あのような施設が必

要なのかが市民の中で議論して進めていながら、市民の声を無視した結果でありま

す。 

 冷房だけが問題ではありません。多くの人が集まる企画をした場合、１番の問題

はトイレの数です。近くの駅に公衆トイレがあるからそれを使えばいいという考え

で、障害者でも使えるトイレが一つだけになりました。雨降りのときなど、ａキュ

ーブに来られた人のことを考えると、数を多くすべきでした。 

 市民によるワークショップでの意見を聞かず、機能重視ではなくデザイン重視に

してしまい、利用具合の悪い施設をつくってしまったことは明白です。ワークショ

ップの市民メンバーには、しっかりとした謝罪の必要性があると感じております。 

 ａキューブ建設に際し、市長は北陸新幹線福井延伸による計画の中で、「芦原温泉

駅周辺整備にふさわしくないという判断がなされた場合、ａキューブを撤去しても

構わない」という発言もされております。そうであれば、これ以上、税金をつぎ込

んでいいものかどうか、もっと慎重に議論して計画して進めるべきです。 

 また、作成した観光プロモーションビデオの活用のために、地方創生先行型交付

金事業で番組放映業務委託料４３２万円、劇場広告業務委託料５６３万８,０００円

を計上していますが、多額の税金を使い作成したものに対して、また多くの税金を

使うということに対し全く残念でなりません。いずれの場合も県からの補助金、国
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からの交付金だからいいでしょうということではないと思います。一般財源からの

支出でなくても、国民の税金に違いがないからです。昔からただより高いものはな

いと言われています。芦湯にはじまり、温泉街の一方通行化、近く完成するあわら

湯のまち駅裏の児童公園にしろ、国、県の補助事業で９割を賄って事業ができたと

市長はおっしゃっていますが、維持管理費及び運営費、修繕費などを含め、今後ま

すます経費がかさんでいくと思われます。そのほか、今回、北潟湖水質浄化推進事

業経費として北潟湖自然再生フォーラム開催による経費の上乗せ２０万円や越前加

賀宗教文化街道推進事業補助金５０万円など、慎重な計画がないまま進んでいくこ

とに全く残念でなりません。 

 以上のことから、今回の一般会計補正予算案に反対の立場をとらせていただきま

す。議員各位の適正なるご判断を是非いただきたく、反対の討論とさせていただき

ます。 

○議長（坪田正武君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） これで討論を終わります。 

 これより、議案第６１号を採決します。 

 本案に対する両常任委員長の報告は原案可決であります。 

 各委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立多数です。 

 したがって、議案第６１号、平成２７年度あわら市一般会計補正予算（第２号）

については、各委員長報告のとおり可決されました。 

                                        

○議長（坪田正武君） 議案第６２号、平成２７年度芦原温泉上水道財産区水道事業会

計補正予算（第１号）について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 討論なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これより、議案第６２号を採決します。 

 本案に対する厚生経済常任委員長の報告は原案可決であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立全員です。 

 したがって、議案第６２号、平成２７年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補

正予算（第１号）については、委員長報告のとおり可決されました。 

                                        

○議長（坪田正武君） 議案第６３号、あわら市一般職の任期付職員の採用等に関する

条例の制定について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（坪田正武君） 討論なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これより、議案第６３号を採決します。 

 本案に対する総務文教常任委員長の報告は原案可決であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立全員です。 

 したがって、議案第６３号、あわら市一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の制定については、委員長報告のとおり可決されました。 

                                        

○議長（坪田正武君） 議案第６４号、あわら市個人情報保護条例の一部を改正する条

例の制定について、討論はありませんか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。反対ですか、賛成ですか。 

○12 番（山川知一郎君） 反対です。 

 議案第６４号、個人情報保護条例改正について、反対の討論をいたします。 

 マイナンバー制度の導入に伴う改正とのことでありますが、マイナンバー制度に

ついては、まだまだ国民の理解は進んでおらず、問題が山積していると言われてい

ます。マイナンバーは、日本国内に住民票を持つ赤ちゃんからお年寄りまで全員に

１２桁の番号をつけ国が管理し、税や社会保障の手続などで使用するものでござい

ます。 

 現在は、年金や税金、住民票などの個人情報は、公的機関ごとにそれぞれ管理さ

れておりますが、マイナンバーで各情報を１本に結びつけることが可能になります。

行政側からすれば、国民の所得、社会保障給付の状況を効率よく把握できる反面、

国民にとっては分散していた個人情報の収集を用意にするマイナンバーが一たび外

部に漏れ出れば悪用され、個人のプライバシーが侵害される危険は飛躍的に大きく

なります。 

 １０月からの個人番号通知も、来年１月から税金事務、雇用保険などの事務で使

用する計画です。顔写真入りの個人番号カードを希望者に発行し、身分証明書とし

て使えると便利さを売り込みますが、他人に見せてはならないマイナンバーを持ち

歩くことは、個人情報の保護にとってマイナスだという指摘もあります。 

 また、健診情報や銀行口座などとマイナンバーを結びつけるなど、民間分野へ拡

大することを盛り込んでおりますが、範囲を広げれば広げるほど情報漏れのリスク

は高まります。日本年金機構から１２５万件もの情報漏れが発覚し、政府の情報管

理への不安が強まっています。 

 共同通信のアンケートによれば、地方自治体もハッカー対策などセキュリティー

の専門スタッフがいない、予算がないなどで６０％の自治体が不安を抱えていると

のことです。あわら市も大丈夫なのか非常に不安があります。 

 また、従業員や家族のマイナンバーを集め、罰則つきで厳格な管理が求められて
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いる民間企業の対応も大変立ちおくれております。中小企業は、業務の煩雑さや１

社当たり１００万円とも言われる出費に頭を抱えている状況であります。このよう

な状況の中で、マイナンバー制度は導入すべきではなく、延期すべきと考えます。 

 以上のように、個人のプライバシー侵害のおそれが非常にあるマイナンバー制度

導入には反対するものでございます。是非、議員各位のご理解とご賛同をお願いい

たします。 

○議長（坪田正武君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） これで討論を終わります。 

○議長（坪田正武君） これより、議案第６４号を採決します。 

 本案に対する総務文教常任委員長の報告は原案可決であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立多数です。 

 したがって、議案第６４号、あわら市個人情報保護条例の一部を改正する条例の

制定については、委員長報告のとおり可決されました。 

                                        

○議長（坪田正武君） 議案第６５号、あわら市手数料条例の一部を改正する条例の制

定について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 討論なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これより、議案第６５号を採決します。 

 本案に対する厚生経済常任委員長の報告は原案可決であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立全員です。 

 したがって、議案第６５号、あわら市手数料条例の一部を改正する条例の制定に

ついては、委員長報告のとおり可決されました。 

                                        

○議長（坪田正武君） 議案第６６号、市道路線の認定について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 討論なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これより、議案第６６号を採決します。 

 本案に対する厚生経済常任委員長の報告は原案可決であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立全員です。 

 したがって、議案第６６号、市道路線の認定については、委員長報告のとおり可
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決されました。 

                                        

○議長（坪田正武君） 議案第６７号、市道路線の変更について、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 討論なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これより、議案第６７号を採決します。 

 本案に対する厚生経済常任委員長の報告は原案可決であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立全員です。 

 したがって、議案第６７号、市道路線の変更については、委員長報告のとおり可

決されました。 

                                        

○議長（坪田正武君） 請願第６号、平和安全法制整備法案および国際平和支援法案の

廃案を求める請願について、討論はありませんか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 反対ですか、賛成ですか。 

（「反対です」と呼ぶ者あり） 

（「賛成」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 原案に反対ですね。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ３番、平野時夫君からお願いします。 

○３番（平野時夫君） 請願、平和安全法制整備および国際平和支援法案の廃案を求め

る請願に反対の立場で討論をいたします。 

 現在、核兵器や弾道ミサイルなど大量破壊兵器の脅威があり、しかもそれが各地

に拡散しております。また、軍事技術も著しく高度化してきております。お隣の北

朝鮮は、日本の大半を射程に入れる弾道ミサイルを配備し、核兵器も開発していま

す。国際テロやサイバーテロも深刻であります。また、中国の軍備増強と海洋進出

も活発化しています。日本を取り巻く安全保障環境が厳しさを増していることは誰

の目にも明らかであります。 

 今回の法整備の大きな目的の一つは、日本防衛のための日米防衛協力体制の信頼

性、実効性を高め、強化することにあります。と同時に、どのような状況であって

も対応できる隙間のない安全保障体制を構築することにより抑止力を高め、紛争を

未然に防ぐことを可能にすることです。 

 一方で、国際社会の平和と安全に対する貢献も重要であります。２０年にも及ぶ

自衛隊によるＰＫＯは、国際社会からも高く評価されております。言うまでもなく、

平和外交努力は大原則であります。平和安全法制は、憲法の枠内の法整備であり、

自衛隊員の安全確保にも十分配慮されています。現在、憲法第９条のもとで許され
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る自衛の措置発動の新三要件は、極めて厳しい条件を付し、諸外国には認められて

いるような専ら他国防衛を目的としたフル規格の集団的自衛権は行使できないよう

歯どめをかけています。 

 そこで、真に平和を望むのであれば、国民の不安ばかりをあおり、戦争法案など

という政治家の無責任かつ乱暴な議論は厳に慎むべきではないでしょうか。この平

和安全法制関連の整備は、他国からの武力攻撃を抑止することが目的であり、まさ

に戦争防止の法案なのであります。 

 何とぞ議員各位のご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（坪田正武君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。 

○12 番（山川知一郎君） 安全保障関連法案の廃案を求める請願に賛成の討論を行いた

いと思います。 

 ご承知のように、昨日、国会の参議院特別委員会では強行採決が行われました。

国民の６０％以上が反対しており、民意を無視したこういう暴挙には断固として抗

議するものであります。 

 この法案は、本日、今、参議院本会議で審議されているというふうに思いますが、

是非こういう民意を無視した暴挙に抗議の意味も含めて、意見書を提出していただ

くようにお願いしたいというふうに思います。 

 この法案が憲法９条に違反する違憲立法であるということは明白であります。多

くの憲法学者、憲法の番人とされる最高裁の元長官や元判事、また今まで政府の憲

法解釈を担ってきた内閣法制局の元長官らが憲法違反と指摘をしております。どう

しても日本の安全を守るためにこの法案が必要だということであれば、まず憲法改

正を提起すべきであります。どういう理由があれ、憲法に明白に違反する立法は許

されません。 

 また、日本をめぐる安全保障環境が大きく変化したから、国民を守るためにアメ

リカ軍と一体となって軍備拡大、抑止力の強化が必要と言われますが、我が国に対

する武力攻撃には、現在の個別的自衛権で十分対応できるはずであります。今まで

日本は、個別自衛権はあるということで自衛隊は専守防衛に努めると言ってきたわ

けであります。また、ホルムズ海峡での機雷除去やＰＫＯ活動など、我が国に直接

的攻撃がなくても、武器を持って活動するというのが今回の法案の中身であります。

非常に戦争に巻き込まれるリスク、また自衛隊員のリスクも高まるというふうに考

えます。 

 是非、議員各位のご賛同を心からお願いして討論といたします。 

○議長（坪田正武君） 次に、原案に反対者の発言を許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 請願第６号、平和安全法制整備法案および国際平和支援法の廃
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案を求める請願について、反対の討論をさせていただきます。 

 国会でも紛糾している案件ではありますが、地方に住む一議員として今回の法整

備の必要性を感じております。グローバル化した現代において、ややもすると１人

で生きているという錯覚に陥りますが、生まれてから家庭、学校、地域、職場など、

いろいろな社会で生きています。その大もとが日本国という大きな社会であること

は言うまでもありません。そして、自分が多くの人たちに守られ、多くの人たちに

育てられ、多くの人たちのおかげで生きているということを実感していきます。社

会が大きくなればなるほど個人の自由を第一に考えるべきか、国家社会のまとまり

を第一に考えるべきかで国民の行動も変わっていきます。日本のみならず、国際化

されればされるだけ宗教も違う、教育も違う、考え方も違う人間社会であることを

知っていきます。そのため、争い事が起こってくるのは周知のごとくです。自分は

日本という国家社会の中で文字を教わり、算術を学び、現在に至っております。日

本国から教育を受け、生きていくすべを学び、現在をいただいていると、そう感じ

ております。 

 また、自分は戦後生まれの高度経済成長期の人間であります。戦後、日米同盟の

中で自衛隊が生まれ、安全をいただきながら育ってきた自分にとって、世界平和を

望む姿勢、世界平和を望む教育もいただいてきました。今こうして発言できる幸せ

もいただいております。苦しいことや悲しいこと、うれしいことや楽しいこと、全

て平和な日本社会の中でいただいたものだと思っております。自国を守り、平和を

維持するという気持ちも大切だと思っております。 

 自衛隊に対しての考え方もいろいろあると思いますが、今回の法整備が即戦争に

つながるとは到底考えておりません。むしろ、たび重なる自然災害での自衛隊の献

身的な活動を見るたびに、胸が熱くなり感謝する１人として、日本人の持つ勤勉で

献身的な活動がきっと世界に平和をもたらす種となって今後につながるものだと感

じております。 

 つまり、今回の法整備は世界平和への足がかりになるものだと確信して、この請

願への反対意見とさせていただきます。 

○議長（坪田正武君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） これで討論を終わります。 

○議長（坪田正武君） これより、請願第６号を採決します。 

 この請願に対する総務文教任委員長の報告は不採択であります。 

 請願第６号を採択することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立少数です。 

 したがって、請願第６号、平和安全法制整備法案および国際平和支援法案の廃案

を求める請願は、不採択とすることに決定いたしました。 
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○議長（坪田正武君） 請願第７号、ＴＰＰ交渉に関する請願について、討論はありま

せんか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 反対ですか、賛成ですか。 

（「反対です」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） １２番、山川知一郎君。反対やね。 

○12 番（山川知一郎君） 賛成です。 

○議長（坪田正武君） 訂正します。賛成の発言を許可します。 

 ちょっとごめんなさい、その前に反対はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 賛成の討論を認めます。 

○12 番（山川知一郎君） ＴＰＰ交渉に対する請願について、賛成の討論をさせていた

だきます。 

 先ほどの厚生経済常任委員長の報告では、この請願は予測に基づく内容が含まれ

ており、現段階での無条件交渉撤退は難しいという意見があったということであり

ますが、そもそも問題は、このＴＰＰ交渉は国民に内容が公開されない、秘密裏に

行われるということで、交渉の内容が公開されていない、ここに非常に大きな問題

があります。 

 また、マスコミ報道等で伝えられているところでは、政府は国会に対して交渉に

当たっては、農産品５品目の関税撤廃が除外できない場合は交渉から離脱するとい

う約束をしております。ところが、この交渉の中では米の輸入について、さらに輸

入枠を広げるというようなことが報道をされております。これは明らかに、この農

産品５品目の国会決議に反するものであります。 

 日本の農業は、今大変な状況になっております。ご承知のように米価が暴落し、

農業経営が非常に難しく、集落営農も赤字というような大変なときにあるだけに、

これ以上、米の輸入が増やされれば、ますます米価は下落するばかりという状況に

なることは目に見えております。 

 日本の農業を守るためにも、是非この請願を採択していただくように心からお願

いをいたしまして討論といたします。 

○議長（坪田正武君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） これで討論を終わります。 

○議長（坪田正武君） これより、請願第７号を採決します。 

 この請願に対する厚生経済常任委員長の報告は不採択であります。 

 請願第７号を採択することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立少数です。 

 したがって、請願第７号、ＴＰＰ交渉に関する請願は、不採択とすることに決定
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いたしました。 

                                        

○議長（坪田正武君） 陳情第２号、地方財政の充実・強化を求める意見書採択につい

て、討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 討論なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これより、陳情第２号を採決いたします。 

 この請願に対する総務文教常任委員長の報告は採択であります。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立全員です。 

 したがって、陳情第２号、地方財政の充実・強化を求める意見書採択については、

委員長報告のとおり採択することに決定いたしました。 

○議長（坪田正武君） 暫時休憩といたします。再開は３５分からといたします。 

（午後２時 23分） 

                                       

○議長（坪田正武君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後２時 34分） 

                                        

   ◎議題第６９号の上程・提案理由説明・採決 

○議長（坪田正武君） 本日、市長から議案第６９号、あわら市公平委員会委員の選任

についての議案が提出されました。 

 これを日程に追加し、議題とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６９号、あわら市公平委員会委員の選任についてを日程に追加し、

議題とすることに決定しました。 

 本案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第６９号、あわら市公平委員会委

員の選任についての提案理由を申し上げます。 

 本案は、公平委員会委員の神尾秋雄氏が、本年８月３１日をもって委員を辞職さ

れたため、その後任として長谷川忠典氏を選任するに当たり、地方公務員法第９条

の２第２項の規定により議会の同意をお願いするものであります。 

 長谷川氏は、人格が高潔で、人事行政に関し優れた識見を有し、公平委員として

適任であると思われますので、よろしくご審議をいただきますようお願い申し上げ

ます。 
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○議長（坪田正武君） お諮りします。 

 本案は、質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、これにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 異議なしと認めます。 

 よって、直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立全員です。 

 したがって、議案第６９号、あわら市公平委員会委員の選任については、原案の

とおり同意することに決定いたしました。 

                                        

   ◎発議第５号の上程・趣旨説明・質疑・討論・採決 

○議長（坪田正武君） 日程第１３、発議第５号、地方財政の充実・強化を求める意見

書を議題といたします。 

○議長（坪田正武君） 本案に対する提案者の趣旨説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） ２番、山本 篤君。 

○２番（山本 篤君） 地方財政の充実・強化を求める意見書について趣旨説明をさせ

ていただきます。 

 地方自治体は、子育て支援、医療、介護などの社会保障、被災地の復興、環境対

策、地域交通の維持など、果たす役割が拡大する中で、人口減少対策を含む地方版

総合戦略の策定など、新たな政策課題に直面しています。 

 一方、地方公務員をはじめ人材が減少する中で、新たなニーズの対応が困難とな

っており、公共サービスを担う人材確保を進めるとともに、これに見合う地方財政

の確立を目指す必要があります。 

 しかし、経済財政諮問会議においては、２０２０年のプライマリーバランスの黒

字化を図るため、社会保障と地方財政を中心に歳出削減に向けた議論が進められて

います。地方交付税は、地方の固有財源であり、地方財政計画・地方交付税につい

ては、国の政策方針のもとに一方的に決するべきではありません。２０１６年度の

政府予算、地方財政の検討に当たっては、歳入・歳出を的確に見積もり、人的サー

ビスとしての社会保障予算の充実、地方財政の確立に向けて、その対策を求めるも

のであります。 

 所定の賛成者を得て提案させていただきましたので、議員各位のご賛同をお願い

いたします。 

 なお、意見書案については、お手元に配布のとおりでありますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（坪田正武君） 本案に対する質疑を許します。 
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○議長（坪田正武君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 質疑なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） ただいま議題となっています発議第５号につきましては、会議

規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略し、直ちに採決したいと存じ

ますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 異議なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これより、討論、採決に入ります。 

○議長（坪田正武君） 発議第５号について討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 討論なしと認めます。 

○議長（坪田正武君） これより、発議第５号を採決します。 

 本案を提案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（坪田正武君） 起立全員です。 

 したがって、発議第５号、地方財政の充実・強化を求める意見書は、提案のとお

り可決されました。 

                                       

   ◎常任委員会の閉会中の所管事務の調査の件 

○議長（坪田正武君） 日程第１４、常任委員会の閉会中の所管事務の調査の件を議題

といたします。 

 総務文教常任委員長及び厚生経済常任委員長から、会議規則第１０４条の規定に

より、お手元に配布しました申出書のとおり、閉会中の継続審査の申し出がありま

す。 

○議長（坪田正武君） お諮りします。 

 各常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査をすることにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 異議なしと認めます。 

 したがって、各常任委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに

決定いたしました。 

                                       

   ◎議員派遣の件 

○議長（坪田正武君） 日程第１５、議員派遣の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本件につきましては、お手元に配布した資料のとおりであります。 

 これにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 異議なしと認めます。 

 よって、資料のとおり派遣することに決定いたしました。 

                                       

   ◎閉議の宣告 

○議長（坪田正武君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 これにて、会議を閉じます。 

                                        

   ◎市長閉会挨拶 

○議長（坪田正武君） 市長より発言の申し出がありますので、これを許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（坪田正武君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 閉会に当たりまして、一言お礼のご挨拶を申し上げます。 

 ８月３１日以来、大変長期間にわたりましてご出務をいただき、それぞれ提出い

たしました議案を十分なご審議の上、お認めをいただきまして心からまず御礼を申

し上げます。ありがとうございました。 

 なお、会期中には台風１８号がほとんどあわら市を直撃するようなコースであり

ましたけども、幸いにも大事に至らず安堵いたしているところであります。しかし

ながら、あわら市と関係の深い栃木県小山市だとか、あるいは茨城県下妻市は水害

に見舞われておりまして、こころからお見舞いを申し上げます。そして、今後もで

すね、関係のある市から何らかの応援要請があった場合は、また対応させていただ

きたいというふうに思っているところであります。まだ、今後も台風の発生も予想

されますし、災害には万全を期して参りたいと思っております。 

 秋も大分、秋めいてまいりました。いよいよスポーツの秋、文化の秋が到来する

わけでありますけども、それぞれ市民体育祭だとか、あるいは文化祭等関連の行事

も予定されておりますので、また議員各位にもご参加をいただきますようにお願い

を申し上げる次第でございます。 

 今後も季節の変わり目でありますので、どうか健康には十分ご留意をされまして、

ご健勝にてご活躍されますようにお祈りを申し上げまして、閉会に当たってのご挨

拶にさせていただきます。どうもありがとうございました。 

                                        

   ◎議長閉会挨拶 

○議長（坪田正武君） 今ほどは妥当なるご決定をいただきましてありがとうございま

した。不肖、私、この７月に議長就任以来、初めての一般質問、各委員会の審議、

全員協議会等をはじめ、本日の本会議を無事終了することができました。これはひ

とえに議員各位のご理解とご指導のたまものと感謝しております。誠にありがとう

ございました。 

 また、議員各位におかれましては、今後の予定は決算審査委員会、和歌山国体現
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地視察、新幹線糸魚川駅現地視察、加賀市議会との国道８号の陳情要請、それぞれ

新潟と大阪方面に、また各委員会の県外視察研修をはじめ、何かと議会活動が過密

しております。体調を十分管理され、職務を遂行していただきますようお願いいた

しまして、挨拶とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

                                        

   ◎閉会の宣告 

○議長（坪田正武君） これをもって、第７９回あわら市議会定例会を閉会いたします。 

（午後２時 43分） 
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